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NATURAL SOUND AV AMPLIFIER

DSP-AX2
取扱説明書

このたびは、YAMAHA AVアンプDSP-AX2をお買い求めいただきまして、誠
にありがとうございます。
DSP-AX2の優れた性能を充分に発揮させると共に、永年支障なくお使いいただ
くためにも、ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みください。
お読みになったあとは、保証書と共に保管してください。

保証書の手続きを
お買い求めいただきました際、販売店名、購入日などがありませんと、保証期間中
でも万一サービスの必要がある場合に実費をいただくことがありますので、充分
ご注意ください。

◆ご使用の前に必ずお読みください◆
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1 リモコンの裏蓋を開けます。

2 付属の単3乾電池（3本）を、リモコ
ンの電池ケース内の表示に従っ
て、プラス（＋）とマイナス（－）の
向きを間違えないように、正しく
入れます。

3 裏蓋を閉めます。（カチッと音がす
るまで押してください。）

ご使用の前に

付属品

リモコン

同梱されている付属品を確認してください。

単3アルカリ乾電池（LR6）
（3本） リモコン操作チャート
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乾電池についてのご注意
● リモコンの電池ケース内の表示に従って、プラス（＋）とマイナ

ス（－）の向きを間違えないように、正しく入れてください。
● 消耗した乾電池は早めに交換してください。
● 新しい乾電池と、一度使用したものを混ぜて使用しないでくだ

さい。
● 種類の異なる乾電池（アルカリとマンガンなど）を混ぜて使用し

ないでください。同じ形状でも性能の異なるものがあります。

乾電池の交換
乾電池が消耗すると、リモコンの操作可能距離が極端に短くなっ
たり、キーを押してもTARNSMITインジケーターが点滅しなく
なったり、表示窓が暗くなります。このような場合は3本とも新し
い乾電池に交換してください。交換したら、RESETキーを押しま
す。（RESETキーを押してもラーニングやセットアップした内容
は消えません。）
● 乾電池交換の際、電池を外したまましばらく（3分以上）放置す

ると、ラーニングやセットアップした内容が消えてしまうこと
がありますのでご注意ください。

● 消耗した乾電池をそのまま入れておくと、ラーニングやセット
アップした内容が消えてしまうことがあります。このような場合
は、乾電池を新しいものに交換して、再度学習させてください。

RESETキー（青）�

リモコンの電池の入れ方

リモコン�

30° 30° 6ｍ以内�

リモコンは直進性の強い赤外線を使っています。本体の受光部に向けて正しく操作してく
ださい。
● 受光部を覆ったり、リモコンと受光部の間に障害物があると動作しません。
● 直射日光や強い照明（インバータ蛍光灯・ストロボライトなど）が、受光部に当たっていると、

リモコンが動作しにくくなります。照明、または本機の向きを変えてください。

リモコンの取り扱い
● リモコンは丁寧に取り扱ってください。
● 水やお茶をこぼしたり、落としたりしないでください。
● 下記のような場所には置かないよう、ご注意ください。
・  ストーブのそばや風呂場など、温度・湿度の高いところ。
・  ほこりの多いところ。
・  極端に寒いところ。

リモコンの使用範囲

DSP-AX2 リモコン操作チャート

ラーニングする
インプットセレクター、 A  またはSOURCE SELECT▽／△

キーでラーニングする機器面を選びます。

●オプション面を選ぶには、SOURCE SELECT▽キーで

“OPTN”を表示窓に表示させます。

LEARNボタンを押し、すぐに離します。

ラーニングする本リモコンのキーを押します。

相手方のリモコンのキーを押します。

LEARNボタンを押して終了します。

メーカーコード名をセットアップする
インプットセレクター、 A  またはSOURCE SELECT▽／△

キーでセットアップする機器面を選びます。

表示窓に“SETUP”と機器名が交互に表示されるまでLEARN

ボタンを押します。

ENTERカーソルキーの▽／△を押してメーカーコード名を

選びます。

●機器の種類（ライブラリー）を変更するには：ENTERカーソ

ルキーのq／wを押して機器の種類を変更し、ENTERカー

ソルキーの▽／△を押してメーカーコード名を選びます。

LEARNボタンを押して終了します。

マクロ設定する
MACROボタンを押します。

設定するマクロキーを押します。

各操作をラーニング（またはセットアップ）しておいたキー

を、1個ずつ押します。

MACROボタンを押して終了します。

詳しくは、取扱説明書をご覧ください。

● DVD、CD-R、MD、CD、TUNER面にはヤマハのリ
モコン対応機器の基本的な操作の信号が、 A  面に
はヤマハのリモコン対応LDプレーヤーの基本的な
操作の信号があらかじめプリセットされていますが、
これらとオプション面も含めて計14面にラーニン
グすることができます。メーカーコード名はオプショ
ン面を除く13面にセットアップできます。

V655130

本機を操作する
● 10KEY/DSPスイッチを“DSP”側にセットすると、グレーで示されているキーで本機を操作できます。

ラーニングする、メーカーコードをセットアップする、マクロ設定する
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SOURCE
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インプットセレクター�
再生するソースを選択します。機器操作キーが
選ばれたソースの操作キーに切り換わります。�

MACROスイッチ�
マクロ機能を使うときは"ON" の位置にします。�
マクロ機能を使わないときは"OFF"の位置にし�
ます。�

STANDBYキー�
電源を切るときに押します。�

　 キー�
予備の機器操作面を選択するキーです。入力
ソースを選ぶことはできません。�
工場出荷時の状態では、このキーを押すと機器
操作キーでヤマハLDプレーヤーを操作できま
す。�

SYSTEM POWERキー�
本体の電源を入れるときに押します。�

表示窓�
入力や操作状態を表示します。�

SOURCE SELECT▽／△キー�
インプットセレクターで入力した機器とは別に
操作できる機器が選べます。�

10KEY/DSPスイッチ�
本機を操作するときは"DSP"の位置にします。
音場プログラムが選べます。�

LEVELキー�
出力レベルを調節するスピーカーを選び�
ます。�

ON SCREENキー�
押すたびにフル表示→ショート表示→表示オフ
が切り換わります。�

TESTキー�
テストトーンを出力します。�

SLEEPキー�
スリープタイマーを設定します。�

6CH INPUTキー�
6CH INPUT端子に接続した外部デコーダー
からのディスクリート信号を入力します。�

音場プログラムキー�
音場プログラムを選びます。�

VOLUMEキー�
＋キーを押すとスピーカーシステム全体の音量�
が大きくなり、－キーを押すと小さくなります。�

EFFECTキー�
音場効果をオン／オフします。�

PARAMETER/SET MENUスイッチ�
パラメーターモードとセットメニューモードを
切り換えます。�

パラメーター・�
セットメニューカーソルキー�
パラメーターやセットメニューの選択・設定
に使います。�

MUTEキー�
押すと音量が下がります（－∞dB）。�
もう一度押すと、もとの音量に戻ります。�

LIGHTボタン�
ボタンを押すと操作できるキーと表示窓が
10秒間点灯します。�

A
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PUSH

LEARNボタン�

MACROボタン�

　 キー、�
インプット�
セレクター�

SOURCE�
SELECT�
▽／△キー�

マクロキー�

表示窓� ENTER�
カーソルキー�

A

電源コード サイドパネル用
シール*

右側 左側

* お好みによりサイドパネルを取り外して設置することができます。左右のサイドパネルを取り付けているネジ（上下2個ずつ）を外してサイドパネル
を取り外し、ネジ穴を隠すためにシールを貼ります。外したネジは紛失しないように保管してください。
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ようこそDSP-AX2の世界へ

DSP-AX2は臨場感あふれるエンターテイメントをご家庭にお届
けするAVアンプです。
ドルビーデジタル*1やDTS*2デコーダーをはじめとする本機の最
新技術により、世界の主要劇場で繰り広げられているドルビーデ
ジタルやDTSの音場体験をご家庭においてもお楽しみいただける
ようになりました。また、音場体験のさらなる再現性を求め、幅広い
オーディオパフォーマンスに対応できるよう、デジタル処理され
た音場プログラムの数々を搭載しました。これらの音場プログラ
ムにより、野外のアリーナでのコンサート、ヨーロッパの教会での
コラール、ジャズクラブでのセッションなどを体験することがで
きます。

本取扱説明書をお読みいただき、DSP-AX2がもたらす新しい音
場体験を心ゆくまでお楽しみください。

特長

ドルビーデジタル、DTS対応

6.1チャンネルデジタルサラウンド対応

ドルビープロロジック対応

デジタルサウンドフィールドプロセッサー（DSP）

シネマDSP

バーチャルシネマDSP、ヘッドホンシネマDSP

多機能リモコン

8チャンネルパワーアンプ内蔵

*1 ドルビーラボラトリーズライセンシングコーポレーションからの実施権に基づき製造さ

れています。

ドルビー、DOLBY、AC-3、ドルビーデジタル、PRO LOGIC、およびダブルD記号

V は、ドルビーラボラトリーズの商標です。

非公開機密著作物。著作権1992～1997年ドルビーラボラトリーズ。不許複製。
*2 DTS Technology LLCからのライセンスに基づき製造されています。

さらに、以下のPCT（特許協力条約）/US95/0059 に由来する米国特許

5,451,942および米国国内特許出願によるライセンスを受けています。米国特

許および外国特許を追加出願中です。

“DTS”は DTS Technology LLC の商標です。

なお、これらの一部または全部を許可なしに複製することはできません。

目次
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スピーカーのレベル調節...................................... 33
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陶器やガラス類などを置かな
い

振動により落ちたり、倒れたり、割れたりすると
ケガをする恐れがあります。

水や金属類を入れたり、ぬらさ
ない

火災・感電の原因となります。
本機の上に水などの入った容器や小さな金属物
を置かないでください。また、本機を水滴などが
落ちる場所に設置しないでください。

　警告

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

この「安全上のご注意」に書かれている内容には、お客様が購入された製品に含まれないものも記載されています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

分解禁止

●記号は行為を強制したり
指示する内容を告げるもの
です。

記号は禁止の行為である
ことを告げるものです。

△記号は注意（危険・警告
を含む）を促す内容がある
ことを告げるものです。

絵表示の例

電源電圧交流100V以外の電
圧で使用しない

火災・感電の原因となります。
本機を使用できるのは日本国内のみです。船舶
などの直流(DC)電源には接続しないでくださ
い。

雷が鳴っているときは、アンテ
ナ線や電源プラグに触れない

感電の原因となります。

供給電力を超える消費電力の
機器を、電源供給コンセントに
接続しない

火災の原因となります。
接続機器の消費電力の合計が本機背面に表示さ
れている供給電力を超えないようにしてくださ
い。また、供給電力内であっても電源を入れたと
きに大電流の流れる機器（電熱器具、ヘアドライ
ヤー、電子レンジなど）は接続しないでくださ
い。

火のついたローソクなどを置
かない

火災・感電の原因となったり、火傷をする恐れが
あります。

安全上のご注意（安全に正しくお使いいただくために）
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　警告 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。

電源コード・プラグを破損するようなことをしない
（傷つける、加工する、熱器具に近づける、無理に曲げる・ねじる、引っぱる、束ね
る、重いものをのせるなどしない）

火災・感電の原因となります。
● コードやプラグの修理は販売店にご相談ください。

電源プラグは根元まで確実に
差し込む

差し込みが不完全ですと、感電や発熱による火災
の原因となります。
● 抜くときは必ずプラグを持ち、コードを引っぱ
らないでください。

● 傷んだプラグ、ゆるんだコンセントは使わない
でください。

電源プラグのほこりなどは定
期的に取り除く

プラグにほこりなどがたまると、湿気などで絶
縁不良となり、火災の原因となります。
● 電源プラグを抜き、乾いた布でふいてくださ
い。

機器の内部に水や異物が入っ
た場合は、まず電源スイッチを
切り、電源プラグをコンセント
から抜く

販売店にご連絡ください。そのまま使用すると
火災・感電の原因となります。

煙が出たり変なにおいや音がし
たら、すぐに電源スイッチを切
り、電源プラグを抜く

そのまま使用すると、火災・感電の原因となりま
す。煙が出なくなるのを確認して販売店に修理を
ご依頼ください。お客様による修理は危険ですか
ら絶対におやめください。

落としたりして本機を損傷した
場合は、電源スイッチを切り、電
源プラグを抜く

そのまま使用すると、火災・感電の原因となりま
す。販売店に修理をご依頼ください。お客様によ
る修理は危険ですから絶対におやめください。

分解禁止

分解・改造を絶対しない
（キャビネットをはずすことも含む）

火災・感電の原因となります。
内部の点検・整備・修理は販売店にご依頼ください。

濡れた手で電源プラグの抜き
差しをしない

感電の原因となります。

安全上のご注意
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湿気やほこりの多い場所に置か
ない

加湿器を使用する場合は、本機との間に十分なス
ペースをとり、加湿しすぎないようにしてくださ
い。本機内部に結露が生じると故障するだけでな
く、火災・感電の原因となることがあります。

　注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される
内容、および物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

振動のある場所、ぐらついた
台の上や傾いた所など不安
定な場所に置かない

落ちたり、倒れたりしてケガの原因となるこ
とがあります。

通風孔をふさがない

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原
因となることがありますので、次の点に注意し
てください。
● テーブルクロスを掛けたり、じゅうたんや、布
団の上に置かないでください。

● 本機を押し入れ、本箱など風通しの悪い狭い
所に押し込まないでください。

放熱をよくするために他の機器
との間は少し離して置く

火災・故障の原因となることがあります。ラッ
クなどに入れるときは、本機の天面から
30cm以上、左右20cm、背面から10cm以
上のすきまを開けてください。

各機器を接続する場合は電
源プラグを抜き、説明に従っ
て接続する

各々の機器の取扱説明書をよく読み、接続に
は指定のコードを使用してください。

直射日光が当たる場所など異
常に温度が高くなる場所に置
かない

キャビネットや部品に悪い影響を与えたり、内部
の温度が上昇し、火災の原因となることがありま
す。

移動するときは電源スイッチ
を切り、必ず電源プラグを抜
き、外部の接続コードを外す

コードが傷つくと火災・感電の原因となること
があります。

お手入れの際は、安全のため電
源プラグを抜く

感電の原因となることがあります。

長期間使わないときは、必ず
電源プラグを抜く

火災の原因となることがあります。

安全上のご注意
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　注意 この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う可能性が想定される
内容、および物的損傷のみの発生が想定される内容を示しています。

付属のリモコンに電池を挿入
する場合、極性表示（プラス
とマイナス ）通りに入れる

間違えると電池の破裂、液もれにより、火災・けが
や周囲を汚損する原因となることがあります。

指定以外の乾電池は使用しな
い

また、種類の違う乾電池、新しい電池と古い電池
を混ぜて使用しないでください。電池の破裂、液
もれにより、火災・けがや周囲を汚損する原因と
なることがあります。

乾電池はショート、分解、加熱、
火に入れるなどしない

発熱、液もれ、破裂などを起こし、けが、やけどの
原因となることがあります。

乾電池は充電しない

液もれ、破損などを起こし、けが、やけどの原因
となることがあります。

電源を切る前には音量を最小
にする

電源を入れたとき、突然大きな音が出て聴力障害
などの原因となることがあります。

ヘッドホンを使うときは、音量
を上げすぎない

大きな音で聞くと、聴力障害などの原因となるこ
とがあります。

1年に一度くらいは内部の掃除を販売店にご相談ください。
本機の内部にほこりがたまったまま長い間掃除しないと、火災や故障の原因となることがあります。特に、湿気の多くなる梅雨期の前に行うと、より効
果的です。なお、掃除費用については販売店にご相談ください。

VOLUME

安全上のご注意
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PHONES

BASS TREBLE

NATURAL SOUND   AV AMPLIFIER DSP-AX2

INPUT MODE
INPUT 

VOLUME

S VIDEO VIDEO L RAUDIO OPTICAL

VIDEO AUX

VCR 2/DVR

CD

VCR 1

TUNERCABLE

CD-RD-TV/LD
MD/TAPEDVD

PHONO

VIDEO AUX

SAT

REC OUT

SOURCE

BASS
EXTENSION

PROCESSOR
DIRECT

STANDBY
/ON

6CH 
IMPUT

SILENT

EFFECT

DSP PROGRAM

SPEAKERS
A B

D I G I T A L

D I G I T A L

S U R R O U N D

+– +–

D-TV/LD

CABLE
SAT

VCR 1

VCR2/DVR
V-AUX

DVD

MD/TAPE
CD-R

TUNER

CD
PHONO

BASS P.DIRECT
SLEEP

DIGITAL

DSP

SP
A BPCM

6.1/ES

PRO LOGIC

VIRTUAL

MOVIE THEATER 1
DGTL Spectacle

シーリングパネル�
パネル下部を軽く押す
と開きます。�

1 2 3 4 56 7 8 90q w e r

t y u i o p a s d f

各部の名称とはたらき

フロントパネル

1
スタンバイ オン

STANDBY/ONスイッチ
本機の電源をスタンバイ（待機状態）／オンします。

メモ
● 電源を入れてから数秒間は本機のミューティング機能により音が出ま
せん。

2 リモコン受光窓
付属リモコンのコントロール信号（赤外線）を受光します。

3 PCMインジケーター
PCM信号を入力すると点灯します。

4 プロセッサーインジケーター
DTS／ドルビーデジタル／6.1チャンネルデジタルサラウンド／
ドルビー プロロジック デコーダー、バーチャル／ヘッドホンDSP
サラウンドの動作中、DSP音場処理中にそれぞれのインジケー
ターが点灯します。

5 ヘッドホンインジケーター
PHONES端子にヘッドホンを接続すると、 インジケーターが
点灯します。

6
スピーカー

SP A/Bインジケーター
SPEAKERS A/Bスイッチで選んだメインスピーカーを表示し
ます。

7 ディスプレイ
音場プログラムの名称や、パラメーターなどの動作状況を表示し
ます。

8
バス

BASSインジケーター
BASS EXTENSIONスイッチをオンにすると点灯します。

9
プロセッサーダイレクト

P. DIRECTインジケーター
PROCESSOR DIRECTスイッチをオンにすると点灯します。

0
スリープ

SLEEPインジケーター
スリープタイマーの動作中に点灯します。

q 入力ソースインジケーター
インプットセレクターで選んだソースの または インジ
ケーターが点灯します。

w
インプット モード

INPUT MODEキー
VCR1、VCR2/DVR、TUNER、PHONO、MD/TAPE、6CH
INPUT以外の音声入力の優先／固定モードを切り換えるキーで
す。LD入力時は、AUTO／ドルビーデジタル RF固定／DTS固定
／DIGITAL固定／ANALOG固定の切り換えになり、その他の入
力時は、AUTO／DTS固定／ANALOG固定の切り換えになり
ます。
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は
じ
め
に

e
インプット

INPUT ／ セレクター
再生するソースを選択します。
“ ”／“ ”セレクターを押すと、入力ソースが順送り／逆送り
されます。

r
ボリューム

VOLUMEコントロール
全体の音量を調節します。右に回すと音量が大きくなり、左に回す
と小さくなります。

t
スピーカー

SPEAKERS A/Bスイッチ
メインスピーカーA、Bを選びます。A、B両方とも使うときはAとB
を押します。

y
フォーンズ

PHONES端子
ヘッドホンを接続します。EFFECT ONにするとヘッドホンDSP
再生になります。
深夜のプライベートリスニングの際は、ヘッドホンのご使用をお
すすめします。

メモ
● ヘッドホンを接続すると、信号はPREOUT端子に出力されません。ま
た、すべてのスピーカーから音は出ません。

u
バス エクステンション

BASS EXTENSION スイッチ
スイッチを押してオンにするとBASSインジケーターが点灯し、
メインL, Rの低域を＋6dB強調することができます。

i
プロセッサ－ ダイレクト

PROCESSOR DIRECT スイッチ
スイッチを押してオンにするとP.DIRECTインジケーターが点灯
し、トーンコントロールとバスエクステンション回路がバイパス
され、設定が無効になります。

o
バス トレブル

トーンコントロール（BASS/TREBLE）
メインL, Rの低音域／高音域を調節します。
BASS： 低音域を調節します。右（＋）に回すと低音域が強調さ

れ、左（－）に回すと減衰されます。中央の位置でフラッ
トな特性になります。

TREBLE：高音域を調節します。右（＋）に回すと高音域が強調さ
れ、左（－）に回すと減衰されます。中央の位置でフラッ
トな特性になります。

メモ
● トーンコントロールは、メインL, R信号だけにはたらき、エフェクト信
号にははたらきません。ただし、スピーカーモード1A、1C～1Fの設定
によってメインチャンネル以外のチャンネル（センター、リアL/R/
CT、LFE/BASS、フロントエフェクト）信号がメインスピーカーから
出力される場合は、これらの信号の低音域／高音域も調節されます。

● トーンコントロールにより、メインチャンネルを極端にブースト（増
強）、またはカット（減衰）した場合、フロントとリア（エフェクト）との
音のつながりが悪くなることがあります。

p
レック アウト

REC OUT セレクター
録音や録画するソースを選択します。

a
チャンネル インプット

6CH INPUTキー
6CH INPUT端子に接続した外部デコーダーからのディスクリー
ト音声を入力します。

s
プログラム

DSP PROGRAMセレクター
ドルビー プロロジック サラウンド効果をはじめとする12種類の
音場プログラム、およびタイプを選択します。
右／左に回すと、音場プログラム（タイプ）が順送り／逆送りされ
ます。

メモ
● EFFECT OFF状態では、音場効果はかかりません。音場効果をかけて
再生するときは、EFFECT ONにしてください。

d
エフェクト

EFFECTキー
音場プログラムの効果をオン／オフします。オフの状態では通常
のステレオ再生になり、センタースピーカーとエフェクトスピー
カー（フロント／リア／リアセンター）からの音は出ません。

メモ
● 6CH INPUT入力を選んでいるときは、音場効果はかかりません。

f
ビデオ　エイユーエックス

VIDEO AUX端子
ビデオなどを接続する予備入力端子です。
S VIDEO ： Sビデオ出力を接続します。
VIDEO ： ビデオ出力を接続します。
AUDIO L, R：オーディオ出力（音声）を接続します。オーディオ出

力がモノラルの場合は、L, Rどちらかの端子に接続
します。

OPTICAL： デジタル（光）出力を接続します。

各部の名称とはたらき
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リモコン
本機のリモコンは本機の操作はもとより、ラーニングやメーカーコードをセットアップすることで、ヤマハおよび他社のAV機器も操作
することができます。また、一連の操作を一つのキーにインプットさせるマクロ機能により、操作性が格段に向上しました。各機器の操作
についてはP.45、ラーニングおよびメーカーコードのセットアップについてはP.64、マクロ機能についてはP.52を参照してください。

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PUSH

PARAMETER

SET MENU

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

DVD

LIG
H

T

1 2 3 4 5 6j

k

l

7

8

9

0

q

w

e

r

t

y

u

i

o

p

a

s

d

f

g

h

各部の名称とはたらき
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は
じ
め
に

1
トランスミット

TRANSMITインジケーター
リモコン操作時に点灯します。　

2
リネーム

RE-NAMEボタン
入力の名前を付けかえるときに押します。

3
クリア

CLEARボタン
ラーニング内容を消去するときに押します。

4
ラーン

LEARNボタン
ラーニングするときに押します。

5
マクロ

MACROボタン
マクロ設定するときに押します。

6
マクロ

MACROスイッチ
オン

マクロ機能を使うときは"ON" の位置にします。マクロ機能を使わ
オフ

ないときは"OFF"の位置にします。

7 A  キー
予備の機器操作面を選択するキーです。入力ソースを選ぶことは
できません。
工場出荷時の状態では、このキーを押すと機器操作キーでヤマハ
LDプレーヤーを操作できます。

8 インプットセレクター
再生するソースを選択します。0 q s の機器操作キーが選ばれ
たソースの操作キーへ切り換ります。

9
チャンネル インプット

6CH INPUTキー
6CH INPUT端子に接続した外部デコーダーからのディスクリー
ト信号を入力します。

0 機器操作キー
インプットセレクターで選んだ機器の基本的な操作ができます。

メモ
● ヤマハ以外の機器は、ラーニング後またはメーカーコードセットアッ
プ後にリモコン操作できます。　

q 音場プログラムキー／数字キー
音場プログラムを選びます。6.1/ESキーを押すと6.1/ESデコー
ダーのオン／オフが切り換わります。
10KEY/DSPスイッチを10KEYの位置にすると、機器操作キー
の1～12数字キーとして使えます。

w
ミュート

MUTEキー
押すと音量が下がり（－∞dB）、“MUTE ON”と表示されます。も
う一度押すと“MUTE OFF”と表示され、もとの音量に戻ります。
リモコンで入力ソース、音場プログラムなどを選んだり、音量を調
節してもミュートは解除されます。

e
ボリューム

VOLUMEキー
＋キーを押すとスピーカーシステム全体の音量が大きくなり、－
キーを押すと小さくなります。

r
エフェクト

EFFECTキー
音場効果をオン／オフします。

t
パラメーター セット メニュー

PARAMETER/SET MENUスイッチ
パラメーターモードとセットメニューモードを切り換えます。

y パラメーター・セットメニューカーソルキー
パラメーターやセットメニューの選択・設定に使います。

u
スタンドバイ

STANDBYキー
電源を切るときに押します。

i
システム パワー

SYSTEM POWERキー
本体の電源を入れるときに押します。

o 表示窓
入力や操作状態を表示します。

p
ソース セレクト

SOURCE SELECT▽／△キー
インプットセレクターで入力した機器とは別に操作できる機器が
選べます。▽キーを押すとOPTN（オプション）面が選べます。

a
キー

10KEY/DSPスイッチ
本機を操作するときは”DSP“の位置にします。音場プログラムが
選べます。
他の機器を操作するときは“10KEY”の位置にします。1～12の
キーが数字キーとして使えます。

s 機器操作キー
インプットセレクターで選んだ機器の基本的な操作ができます。

メモ
● ヤマハ以外の機器は、ラーニング後またはメーカーコードセットアッ
プ後にリモコン操作できます。　

d
レベル

LEVELキー
出力レベルを調節するスピーカーを選びます。

f
オンスクリーン

ON SCREENキー
テレビ画面に本機の操作状態や音場プログラムのパラメーター内
容などを表示することができます。押すたびにフル表示→ショー
ト表示→表示オフが切り換わります。

g
スリープ

SLEEPキー
スリープタイマーを設定します。

h
テスト

TESTキー
押すとテストトーンを出力します。
スピーカーレベルを調節するときに使います。

j 送受信窓
リモコンのコントロール信号を送信・受信します。

k
ライト

LIGHTボタン
ボタンを押すと操作できるキーと表示窓が10秒間点灯します。す
ぐに消したいときはもう一度押します。

l スライドカバー
リモコンの上部を片手で持ち、図の
ように手前にスライドすると
PARAMETER/SET MENU、ON
SCREEN、TESTなどのキーが出
ます。これらのキーを使わないとき
は、スライドカバーをリモコン上部
に向けてスライドさせ、閉じておく
ことができます。

各部の名称とはたらき
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大型スクリーンシステムとの組み合わせや、本格
的に音場効果を引き出したい場合に効果的です。

セットメニューのフロントエフェクトスピー
カーモードを“YES（イエス）”に設定します。

メインスピーカー2本（L, R）、センタースピーカー1本、エフェク
トスピーカー4本（フロント／リア：各L, R）、合計7本のスピー
カーを使用するシステムです。リアセンタースピーカー（1本）を
これに加えると、8スピーカーシステムになります。

RL

FR

RR

FL
L C R

RC

7スピーカーシステムからセンタースピーカー1本を省い
たシステムです。
● セットメニューのリアセンタースピーカーモードは
“NONE”に設定します。

エフェクト
スピーカーを 使用するフロント

6スピーカーシステム

ムービーシアタープログラムで
は、70mmマルチトラックの迫
力と臨場感をリアルに再現し、
会話は画面上に定位し、効果音
は画面後方、音楽はさらにその
後方に広がりを持って再現され
ます。最も本機の性能を発揮で
きるシステムであり、6.1チャ
ンネルデジタルサラウンド再生
に最適なスピーカーシステムで
す。

センターチャンネルの定位感が
多少減少しますが、DSP音場が
立体感と奥行き感を持って創り
出されます。AV音場再生時の、
センターチャンネル信号は、
「NONE」モードを選択すること
で、メインのL, Rに振り分けて出
力されます。

7（8）スピーカーシステム

RL

FR

RR

FL
L R

（L+C）�（R+C）�

スピーカーシステムの構成

スピーカーを 使用しないセンター
メインスピーカーの間隔が狭い場合（TVセット
の両脇にメインスピーカーを置く場合など）は、セ
ンタースピーカーを使用しなくても充分な効果
が得られます。

セットメニューのセンタースピーカーモード
を“NONE（ノン）”に設定します。

スピーカーを 使用するセンター
センタースピーカーを使用すれば、ボーカルやセ
リフの定位が大きく改善されます。

大型スピーカーを使用する場合は、セットメ
ニューのセンタースピーカーモードを“LRG
（ラージ）”に設定します。

小型スピーカーを使用する場合は、セットメ
ニューのセンタースピーカーモードを
“SML（スモール）”に設定します。

スピーカーシステムの基本構成は「メインスピーカーL, R（2本）＋センタースピーカー（1本）＋フロント・エフェクトスピーカーL, R（2
本）＋リア・エフェクトスピーカーL, R（2本）」の7スピーカーシステム、または7スピーカーシステムにリアセンタースピーカー（1本）を
加えた8スピーカーシステムです。
また、センタースピーカーやフロント・エフェクトスピーカーL, Rの有無により、6～4スピーカーシステムでもお楽しみいただけます。
（サブウーファーの使用については、P.16を、リアセンターの使用についてはP.15を参照してください。）
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エフェクト
スピーカーを 使用しないリア

スピーカーシステムの構成

フロント・エフェクトスピーカーを使用しない場合
の設定です。

セットメニューのフロントエフェクトスピー
カーモードを“NONE（ノン）”に設定します。

7スピーカーシステムからフロント・エフェクトスピー
カー2本を省いたシステムです。
● セットメニューのリアセンタースピーカーモードは
“NONE”に設定します。

メインスピーカー2本（L, R）とリア・エフェクトスピーカー
2本、合計4本のスピーカーを使用するシステムです。
● セットメニューのリアセンタースピーカーモードは
“NONE”に設定します。

エフェクト
スピーカーを 使用しないフロント

5スピーカーシステム

音場の高さの表現が弱まります
が、AV音場再生時に音声などの
センター定位はそのままにして、
会話のシーンでは画面と一体化
した効果が得られます。フロン
ト・エフェクト信号はメインチャ
ンネルの信号とミックスして再
生されます。

ドルビー プロロジック再生時
のセンターチャンネル信号は、
「NONE」モードを選択するこ
とで、メインのL, Rに振り分け
て出力され、フロント・エフェク
ト信号はメインチャンネルの信
号とミックスして再生されま
す。

4スピーカーシステム

RL RR

L RC
（L+FL）�（R+FR）�

RL RR

L R
（L+C+FL）�（R+C+FR）�

5スピーカーシステムからリア・エフェクトスピーカー2
本を省いたシステムです。
● セットメニューのリアセンタースピーカーモードは
“NONE”に設定します。

メインスピーカー2本（L, R）だけを使用するシステムです。
● セットメニューのリアセンタースピーカーモードは
“NONE”に設定します。

3スピーカーシステム

センタースピーカーの定位はそ
のままにして、リア・エフェクト
スピーカー無しでもバーチャル
DSP処理による後方サラウンド
音が再生されます。

もっともシンプルな2スピー
カーのみの使用でシネマDSP
のフル効果が楽しめ、バーチャ
ルDSP処理による後方サラウ
ンド音が再生されます。

2スピーカーシステム

L RC
（L+FL�

+バーチャルRL）�
（R+FR�

+バーチャルRR）�

L R
（L+C+FL�
+バーチャルRL）�

（R+C+FR�
+バーチャルRR）�

フロントに加えリア・エフェクトスピーカーも使用
しないバーチャルモードの設定です。

セットメニューのリアL/Rスピーカーモードを
“NONE（ノン）”に設定します。
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6.1（5.1）チャンネル音声について

● 映画の音響システムを家庭で楽しむ際は、家庭でもそれに応
じた再生システムを構築しなければなりません。従来の劇場
用ドルビーステレオの場合は、ドルビー・プロロジックという
家庭用の規格［前方左右＋前方中央＋後方＝計4チャンネル］
が用意されました。そして、劇場用ドルビーデジタルに対し
て、家庭用に生まれた規格が“ドルビーデジタル”や“DTS（デ
ジタルシアターシステムズ）”の［前方左右＋前方中央＋後方
左右＋低域効果音（LFE：0.1チャンネル）＝計5.1チャンネ
ル］です。（最新の6.1チャンネルデジタルサラウンドでは、[前
方左右＋前方中央＋後方左右＋後方中央＋低域効果音＝計
6.1チャンネル]になります。）
ドルビーデジタル対応のレーザーディスク（LD）プレーヤー
は、RF信号で出力されていますが、DVDではデジタル信号で
出力されます。DSP-AX2はRF信号およびデジタル信号のド
ルビーデジタル信号を受けることができるように設計されて
います。

DTS対応のレーザーディスクおよびDVDはデジタル信号で
出力され、本機とLDプレーヤー、DVDプレーヤーをデジタル
端子でつなぐだけでDTS音声が楽しめます。

S S

L C R

RL RR

SW
L C R

ドルビー・プロロジック
4

前方左右＋前方中央＋後方

マトリクス処理、
ドルビー・サラウンド

再生チャンネル

音声処理

ドルビーデジタルおよびDTS
5.1

前方左右＋前方中央＋
後方左右＋低域効果音

ディスクリート処理、
ドルビーデジタルまたは

DTSデコード

6.1チャンネルデジタルサラウンド
6.1

前方左右＋前方中央＋
後方左右＋後方中央＋低域効果音

ディスクリート＋マトリクス処理、
ドルビーデジタルまたは

DTSデコード＋マトリクスデコード

RL RR

L C R

RC

SW

音声フォーマット

スピーカー設置

● LFE：0.1チャンネルについて
ドルビーデジタルやDTSで初めて家庭に導入されたLFEは、
特殊な低域効果音、あるいは5チャンネル部に収録しきれな
い部分の低域音として使用されます。ただしLFEチャンネル
だけでなく、各5チャンネルにはそれぞれの方向情報を持っ
た低域成分が含まれており、この低域をバランスよく再生す
ることが、映画サラウンドでの最重要課題となります。
本機では、低域再生をよりよく行えるように、セットメニュー
でスピーカーに応じて設定することができます。また、バラン
スよく再生した上で、システムの低域能力に応じてLFE量を
調節することも可能です。

6.1チャンネルデジタルサラウンド

ドルビーデジタルとDTS(デジタルシアターシステムズ）

今までの5.1チャンネル構成に「リアセンターチャンネル」を加え
た6.1チャンネル方式が6.1チャンネルデジタルサラウンドです。
リアセンターチャンネルは5.1チャンネルのリアステレオチャン
ネルにマトリクス方式でエンコードされており、専用のマトリク
スデコーダーでリアセンターチャンネルがデコードされます。前
方後方間の音の移動感が改善され、また前後の奥行感も改善され
ます。
本機には6.1チャンネルデジタルサラウンド専用のマトリクスデ
コーダー（6.1/ESデコーダー）が内蔵されているので、リアセン
ターチャンネルを含む6.1チャンネルサウンドデザインをご家庭
でお楽しみいただけます。

メモ
● ドルビーデジタル5.1chソース、DTS5.1chソースなど、リアがステ
レオであれば、6.1/ESデコーダーをオンにして効果を体験することが
できます。

ドルビーデジタルとDTSは、今日、私たちが家庭で体験できる5.1
チャンネルサラウンドサウンドシステムの双璧を成しています。
両者のあいだには、エンコード時のデータ圧縮の違いや、LDについ
ての考え方の違いなどはありますが、5.1チャンネル音声を基本と
した優れたオーディオパフォーマンスの再現において、ほとんど
差異は認められません。しかし、ドルビーデジタル、DTSにかかわ

らず、それぞれのソフト作成者の意図により（各チャンネルにどの
音を割り当てるかなど）数々の特長を持った個性あるソフトが生
み出されています。本機ではドルビーデジタルデコーダーとDTS
デコーダーの両方を搭載したことにより、ドルビーデジタル対応
およびDTS対応を問わずそれぞれのディスクの特長を生かした
オーディオパフォーマンスを体験できます。
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スピーカーの設置場所

テレビ�
（モニター）�

センター�
スピーカー�

テレビ�
（モニター）�メイン�

スピーカー�
メイン�
スピーカー�

RL

FR

RR

FL
L C R

0.5～1m1m位� 1.5～3m 0.5～1m 1m位�

フロントエフェクトスピーカーより広くても良い�

RC

L

C

R1/4

1

スクリーン�

■ エフェクト（フロント／リア）スピーカー

フロント・エフェクトスピーカーは、配置例のように、メインスピー
カー（L, R）の約0.5～1.0m外側、前方斜めに配置し、スピーカー
をリスニングポジションに向けます。
リアL、R・エフェクトスピーカーは、フロント・エフェクトスピー
カーと対称になるように、後方斜めに配置し、スピーカーをリスニ
ングポジションに向けます。
また、6.1チャンネルデジタルサラウンドを効果的に楽しむために
は、リアセンタースピーカーを設置してください。リアセンタース
ピーカーはリスニングポジションの後方、リアL, R・エフェクトス
ピーカーからほぼ等距離の位置に設置します。
エフェクトスピーカーの高さは、フロアーに直接座って聴く場合
は、床から約1.5m、椅子に座って聴く場合は、床から約1.8mが適
当です。これらの距離を目安に、調節と試聴を繰り返してメインス
ピーカーの音とサラウンド音場の拡がり感のバランスが良くなる
ように設定します。

スクリーンを使用する場合
イラストを参考にスピーカーを設置してください。

● メインスピーカーL, Rは、スクリーンの下辺から1/4位の高さが適
当です。

● センタースピーカーは、スクリーンの真下中央に設置します。セン
タースピーカーを使用すると、リアルな音像定位が得られます。

● スクリーン使用時には、フロント・エフェクトスピーカーの効果が
大きく得られます。
CINEMA-DSP音場プログラムでは、センタースピーカーからの音
像を上方に引き上げ、スクリーン映像との一体感が得られます。

ご注意

スピーカーによっては、テレビ（モニター）の画面が乱れる場合があ
ります。（画面が乱れた場合は、テレビとスピーカーを離してくださ
い。）画面近くに設置するセンタースピーカーやサブウーファーに
は、防磁型スピーカーの使用をおすすめします。

メインスピーカ－（L）�

メイン�
スピーカー（R）�

フロントエフェクト�
スピーカー（FR）�

フロントエフェクト�
スピーカー（FL）�

センタースピーカー（C）�

テレビ�
（モニター）�

リアエフェクト�
スピーカー（RL）�

リアセンター�
スピーカー（RC）�

リアエフェクト�
スピーカー（RR）�  1.5～�

　1.8ｍ�

スピーカーの配置例（7または8スピーカーシ
ステム）
● 音場用のエフェクトスピーカー（フロント／リア）の配置

は、下図のような位置関係が理想的です。
● 各スピーカーの再生音色が異なると、移動する人物の声な

ど（音色）が不自然に変化することがあります。できるだ
け、メーカーや音色の揃ったスピーカーの使用をおすすめ
します。

● 小型のスピーカーをご使用になる場合は、さらにサブウー
ファーの設置をおすすめします。映画のサラウンド効果を
充分にお楽しみいただけます。
また、6.1チャンネルデジタルサラウンドのリアルなサラ
ウンド音場を楽しむためには、リアセンタースピーカーを
設置してください。

■ メインスピーカー

ステレオ再生と同様に、左右のスピーカーをリスニングポジショ
ンから等距離に設置します。
テレビを設置している場合は、左右のスピーカーとテレビの距離
を等しく設置します。
スクリーンを設置している場合は、スクリーンの両脇に設置しま
す。

■ センタースピーカー

テレビを設置している場合は、テレビ画面とスピーカーの前面を
揃え、テレビの下／上など、できるだけテレビ画面に近いところに
設置します。テレビの下に設置した方が、フロント・エフェクトス
ピーカーにより音像の高さが補正され、音声が画面の人物などと
一致します。（リスニングポジションにも影響されます。）
スクリーンを設置している場合は、スクリーンの下中央に設置し
ます。
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REAR

SUB
WOOFER 

REAR
CENTER

CENTER

スピーカーシステムに、サブウーファーを加えると映画の迫力や臨場感をリアルに楽しむことができます。
大型のメインスピーカーを使用している場合も、良質なサブウーファーを設置すると、より大きな効果が得られます。

サブウーファーの設置

■ フロント側サブウーファー

SUBWOOFER（モノラル出力）端子にピンコードを使ってアンプ
内蔵サブウーファーを2台まで接続することができます。
低音の聞こえかたはスピーカーを置く位置と聞く位置の両方に影
響されるので、設置する位置を変えてお試しください。

メモ
● 本機のSUBWOOFER（モノラル出力）端子からは、内蔵のハイカット
フィルター（90Hz）を通った信号が出力されます。接続するサブウー
ファーのハイカット周波数は“最も高い周波数”でご使用ください。

● サブウーファーと各スピーカーとの音のつながりの調節については、
セットメニューの「2 LOW FREQ. TEST」を参照してください。

■ 設置例

フロント側サブウーファー
（1本の場合）
メインスピーカーの近くに
設置します。壁の反射音を避
けるために少し内側に向け
ます。

フロント側サブウーファー（2本の場合）
メインスピーカーL, Rの内側に設置します。

リア側サブウーファー
リスニングポジションより後
方に設置します。左右の位置
は、聴きやすい位置に設置して
ください。

■ リア側サブウーファー

映画ではリアチャンネル側の低音再生も非常に重要です。フロン
ト側の低音と、リア側の低音が再生されると、迫力が増すだけで
なく、CINEMA DSP音場プログラムのリアリティが大きく改善
されます。

リア側サブウーファーの接続
●左チャンネル（L）、右チャンネル（R）、“＋”（赤）、“－”（黒）を確認

して正しく接続してください。
1.サブウーファーのL、R入力端子を本機のREAR L、Rスピーカー端

子にスピーカーコードで接続します。
2.リアL、Rスピーカーをサブウーファーの出力端子に接続します。

リア側サブウーファーを接続した場合は、セットメニューの「1C
ラージ

REAR L/R SP」を“LRG”に設定してください。

リア側にサブウーファーを設置しない場合は、リアスピーカーの
スモール ラージ

大きさに応じて“SML/LRG”を設定してください。

メモ
● リア側サブウーファーのスピーカーレベル調節は、サブウーファー側
で行います。本機では調節できません。

リア�
エフェクト�
スピーカー�

L

リア�
エフェクト�
スピーカー�
R

リア側�
サブ�

ウーファー�

FRONT

REAR

A

+

–

+

–

+

–

(SURROUND)



17

準
　
備

MAIN

CENTER
6CH INPUT

SUB
 WOOFER

SURROUND

MD/TAPE

PHONO

IN (PLAY)

IN (PLAY)

OUT (REC)

OUT (REC)

CD

VCR 1

VCR 2
/DVR

DVD

VIDEO

D-TV
/LD

CABLE

SAT

IN

DVD

MON
OUT

D-TV
/LD

CENTER
REAR

CENTER

IN

OUT

OUT

CD-R

CD-R

CD-R

DVD

LD

D-TV
/LD

SAT

AUDIO 

SIGNAL GND

AUDIO VIDEO 
S VIDEO

COMPONENT VIDEO SPEAKERS

FRONT

REAR

AB

PB/CB PR/CRY

FRONT

REAR

SUB
WOOFER 

MAIN
IN 

MAIN IN 

MAIN
OUT

RS-232C

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

REAR
CENTER

CENTER
COAXIAL

CD

CABLE

OPTICAL

OPTICAL

DIGITAL OUTPUT

DIGITAL INPUT

COAXIAL:SELECT BY
SET MENU

TUNER

MONITOR
OUT

(SURROUND)

MAIN

6   MIN. /SPEAKER
6   MIN. /SPEAKER

CONTROL

PREOUT/MAIN IN

CAUTION SEE INSTRUCTION MANUAL FOR CORRECT SETTING.

6   MIN. /SPEAKERREAR CENTER :
6   MIN. /SPEAKERCENTER :
6   MIN. /SPEAKERMAIN A OR B :

 A+B :12   MIN. /SPEAKER

FRONT :
REAR :

AC OUTLETS

AC IN

100W MAX. TOTAL

SWITCHED

CD

MD/
TAPE

VRF
(AC-3)

接続のしかた

接続の準備 ● 接続前に、本機および外部機器の電源を切ってください。

● 外部機器によって、接続方法や端子名が異なる場合があります。外部機器の取扱説明書もあわせてご覧
ください。

● ピンジャックの入出力端子は、信号別に色分けされています。

● 入出力端子の接続には、市販のコード（ピンプラグコード、光ファイバーケーブル、同軸ケーブルおよび
Sビデオケーブル）を使用してください。

● COMPONENT VIDEO端子の接続には市販のビデオピンプラグコードを使用してください。

● 本機が外部機器（テレビ、チューナーなど）に影響を与える場合は、本機と外部機器の設置場所を離して
ください。障害をなくすために、チューナーやテレビのアンテナには外部アンテナを使用し、同軸ケー
ブルで接続することをおすすめします。

映像信号（コンポジット） ：黄

音声信号の左（L）チャンネル ：白

音声信号の右（R）チャンネル ：赤

コンポーネント映像信号 Y：緑、PB/CB：青、PR/CR：赤

モノラル音声信号 ：黒

ドルビーデジタルRF信号 ：黒

CD、CABLEデジタル信号 ：橙

ご注意

接続が終了したら、配線が正しいか、電源を入れる前にもう一度確認
してください。

デジタル端子の接続
→P.22

オーディオ機器の接続
→P.18

ビデオ機器の接続
→P.19～21

スピーカーの接続
→P.24

電源コードの接続
→P.27

6（5.1）チャンネル外部
デコーダーの接続
→P.23

業務用
コントロール
拡張端子

他のアンプとの接続
→P.25

オーディオ機器
の接続
→P.18
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接続のしかた

オーディオ機器の接続
● 右チャンネル（R）、左チャンネル（L）、入力（IN）、出力（OUT）を確認して正しく接続してください。
● デジタル接続はP.22を参照してください。

MMカートリッジ、または高出力型MCカートリッジ付のレ
コードプレーヤーを接続します。

メモ
● 低出力型MCカートリッジ付のレコードプレーヤーを接続する場
合は、昇圧トランス、またはMCヘッドアンプを使用してPHONO
端子に接続してください。

● SIGNAL GND端子は、安全アースではありません。アナログプ
レーヤーなどを接続した場合の雑音を低減するものです。（レ
コードプレーヤーによっては、まれにアース線をSIGNAL GND
端子に接続しない方がハムノイズが減少することがあります。）

PHONO端子について
メモ

● 本機をヤマハオーディオ機器と接続する場合は、各機器と本機の同じ
番号（四角囲いの  1  、  3  、  4  など）のついた端子を接続してくださ
い。（端子番号は今後発売されるヤマハオーディオ機器［CD、MD、テー
プデッキ、チューナー、コンポなど］にも表示される予定です。）

● テープデッキを接続している場合、テープデッキの電源を切ると本機
の音が歪むことがあります。本機の電源を入れている時は、常にテープ
デッキの電源も入れてください。

● 本機の電源を切った状態で、接続した外部機器の音をモニター、または
録音すると、音が歪むことがあります。本機の電源を入れた状態でご使
用ください。

PHONO

SIGNAL GND

MAIN

CENTER
6CH INPUT

SUB
 WOOFER

SURROUND

VCR 1

VCR 2
/DVR

DVD

D-TV
/LD

CABLE

SAT

IN

IN

OUT

OUT

CD-R

CD-R

DVD

LD

D-TV
/LD

SAT

AUDIO 

COAXIAL

CD

CABLE

OPTICAL

OPTICAL

DIGITAL OUTPUT

DIGITAL INPUT

COAXIAL:SELECT BY
SET MENU

CD

MD/
TAPE

VRF
(AC-3)

MD/TAPE

PHONO

IN (PLAY)

IN (PLAY)

OUT (REC)

OUT (REC)

CD

CD-R

AUDIO 

SIGNAL GND

TUNER

MD／テープデッキ�

CDプレーヤー�

LINE OUT

LINE OUT LINE IN

CD-R

LINE IN LINE OUT

FM/AMチューナー�

LINE OUT

レコードプレーヤー�

アース線� 出力コード�
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MAIN

CENTER
6CH INPUT

SUB
 WOOFER

SURROUND

MD/TAPE

PHONO

IN (PLAY)

IN (PLAY)

OUT (REC)

OUT (REC)

CD

VCR 1

VCR 2
/DVR

IN

IN

OUT

OUT

CD-R

CD-R

CD-R

DVD

D-TV
/LD

SAT

AUDIO 

SIGNAL GND

R

COAXIAL

CD

CABLE

OPTICAL

OPTICAL

DIGITAL OUTPUT

TUNER

CO

CD

MD/
TAPE

LD

DIGITAL INPUT

COAXIAL:SELECT BY
SET MENU

VRF
(AC-3)

DVD

VIDEO

D-TV
/LD

CABLE

SAT

AUDIO VIDEO 
S VIDEO

MONITOR
OUT

音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

S
映
像
出
力
�

音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

S
映
像
出
力
�

音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

S
映
像
出
力
�

ケーブルTVチューナー�

ド
ル
ビ
ー
デ
ジ
タ
ル
 R
F
出
力
�

音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

S
映
像
出
力
�

衛星放送チューナー�

音
声
出
力
�

映
像
出
力
�

S
映
像
出
力
�

DVDプレーヤー�

LDプレーヤー�

モニター�
（テレビまたは�
プロジェクター）�

映像入力�S映像入力�

デジタルTVチューナー�

ビデオ機器の接続

デジタル接続はP.22を参照してください。

■ DVDプレーヤー、デジタルTV、LDプレーヤー、ケーブルTV、衛星放送チューナー、モニター
の接続

● D-TV/LD端子には、デジタルTVチューナーまたはLDプレーヤーのいずれかを接続することができます。LDプレーヤーを接続する
場合は、V RF（AC-3）端子もつなぐことができます。

メモ
● モニターとしてワイドテレビを接続しても画面がワイドにならない場
合は、ワイドテレビ側の画面モードの設定を「ワイド」に切り換えてく
ださい。

接続のしかた

MONITOR OUT端子からは、映像信
号だけが送り出されます。
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MAIN

CENTER
6CH INPUT

SUB
 WOOFER

SURROUND

MD/TAPE

PHONO

IN (PLAY)

IN (PLAY)

OUT (REC)

OUT (REC)

CD

CD-R

CD-R

CD-R

DVD

D-TV
/LD

SAT

AUDIO 

SIGNAL GND

R

COAXIAL

CD

CABLE

OPTICAL

OPTICAL

DIGITAL OUTPUT

TUNER

CO

CD

MD/
TAPE

LD

DIGITAL INPUT

COAXIAL:SELECT BY
SET MENU

VRF
(AC-3)

DVD

VIDEO

D-TV
/LD

CABLE

SAT

AUDIO VIDEO 
S VIDEO

MONITOR
OUT

VCR 1

VCR 2
/DVR

IN

IN

OUT

OUT

音
声
出
力
�

S
映
像
出
力
�

音
声
入
力
�

S
映
像
入
力
�

映
像
出
力
�

映
像
入
力
�

音
声
出
力
�

S
映
像
出
力
�

音
声
入
力
�

S
映
像
入
力
�

映
像
出
力
�

映
像
入
力
�

1台目のVCR

2台目のVCR/DVR

S VIDEO

■ ビデオデッキ、DVRの接続

S VIDEO端子について

接続のしかた

S VIDEO信号は、ビデオ信号を「輝度を表す信号：Y信号」と「色を表す信号：C信号」に分
けて伝送する方式です。S VIDEO端子で接続すると映像信号をロスなく伝えることが
でき、より美しい映像で録画／再生が行えます。
S VIDEO端子の接続については、接続する機器の取扱説明書もあわせて参照してくだ
さい。

メモ
● S VIDEO端子の接続には、専用のSビデオケーブルを使用してください。
● 本機の「S VIDEO端子」と「VIDEO端子（ピンジャック）」は独立しています。ピンジャックか
ら入力された信号は、ピンジャックから出力され、S VIDEO端子から入力された信号は、S
VIDEO端子から出力されます。
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CENTER
REAR

CENTER

SPEAKERS

FRONT

REAR

AB

FRONT

REAR

SUB
WOOFER 

MAIN
IN 

MAIN IN 

MAIN
OUT

RS-232C

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

REAR
CENTER

CENTER

(SURROUND)

MAIN

6   MIN. /SPEAKER
6   MIN. /SPEAKER

CONTROL

CAUTION SEE INSTRUCTION MANUAL FOR CORRECT SETTING.

6   MIN. /SPEAKERREAR CENTER :
6   MIN. /SPEAKERCENTER :
6   MIN. /SPEAKERMAIN A OR B :

 A+B :12   MIN. /SPEAKER

FRONT :
REAR :

O

DVD

MON
OUT

D-TV
/LD

COMPONENT VIDEO
PB/CB PR/CRY

PREOUT/MAIN IN

DVDプレーヤー�

デジタルTVチューナー�

モニター�
（テレビまたは�
プロジェクター）�

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
�

映
像
出
力
�

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
�

映
像
出
力
�

LDプレーヤー�

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
�

映
像
出
力
�

コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
映
像
入
力
�

■ コンポーネント映像端子のある機器の接続
音声信号、ビデオ信号（コンポジット信号）とSビデオ信号もあわせて接続してください。
● D-TV/LD端子には、デジタルTVチューナーまたはLDプレーヤーのいずれかを接続することができます。

接続のしかた

COMPONENT VIDEO端子について
ビデオ信号を「輝度を表す信号：Y信号」と「色を表す信号：PB/CBおよびPR/CR信号」の3系統に分けて伝送します。それぞれが独
立しているため、色をより忠実に再現します。
COMPONENT VIDEO端子の接続については、接続する機器の取扱説明書もあわせて参照してください。

メモ
● COMPONENT VIDEO端子の接続には、市販のビデオピンプラグコードを使用してください。
● 本機のCOMPONENT VIDEO端子とVIDEO SIGNAL端子は独立しています。「COMPONENT VIDEO端子の入力信号」はVIDEO SIGNAL
OUTやMONITOR OUT端子に出力されず、「VIDEO SIGNAL端子の入力信号」はCOMPONENT VIDEO MONITOR OUT端子に出力さ
れません。

● 通常のVCRでは「COMPONENT VIDEO端子の信号」を録画することはできません。VIDEO SIGNAL端子接続で録画してください。
● COMPONENT VIDEOのMONITOR OUT端子につないだモニター画面には、オンスクリーン表示されません。
● コンポーネント映像端子名の表記には、“Y、PB、PR”、“Y、CB、CR”や“Y、B-Y、R-Y”などがあります。本機には端子名にかかわらず接続できます
が、これらの信号を正しくモニターに表示するためにはモニターおよび再生機器の取扱説明書を参照してください。

● COMPONENT VIDEO 端子の A はDVD、 B はD-TV/LDに設定されていますが、入力機器の設定をセットメニューで変更することもでき
ます。
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MAIN

CENTER
6CH INPUT

SUB
 WOOFER

SURROUND

MD/TAPE

PHONO

IN (PLAY)

IN (PLAY)

OUT (REC)

OUT (REC)

CD

CD-R

AUDIO 

SIGNAL GND

CD-R

CD-R

DVD

LD

D-TV
/LD

SAT

COAXIAL

CD

CABLE

OPTICAL

OPTICAL

DIGITAL OUTPUT

DIGITAL INPUT

COAXIAL:SELECT BY
SET MENU

CD

MD/
TAPE

VRF
(AC-3)

DIGITAL IN（光）�

DIGITAL IN（光）�

DIGITAL OUT（光）�

DIGITAL OUT（光）�

DIGITAL OUT（光）�

DIGITAL OUT（光）�

ドルビーデジタル�
RF出力�

DIGITAL OUT（光）�

DIGITAL OUT（同軸）�

DIGITAL OUT（同軸）�

MD

CDプレーヤー�
�

衛星放送チューナー�

ケーブルTVチューナー�

CD-R

DVDプレーヤー�

デジタルTVチューナー�

DIGITAL OUT（光）�

LDプレーヤー�

防塵キャップ�

デジタル端子の接続
本機は、アナログ端子の他にデジタル信号をダイレクトに接続できるデジタル端子（COAXIAL［同軸］／OPTICAL［光］）を装備していま
す。（デジタル端子はPCM/ドルビーデジタル/DTS兼用です。）
COAXIAL端子に接続する場合はピンプラグコード（市販）を、OPTICAL端子に接続する場合は光ファイバーケーブル（市販）を使用して
ください。
● D-TV/LD OPTICAL端子には、デジタルTVチューナーまたはLDプレーヤーのいずれかを接続することができます。LDプレーヤー

を接続する場合は、V RF（AC-3）端子もつなぐことができます。

防塵キャップについて

メモ
● CDのCOAXIAL端子とOPTICAL端子から同時にデジタル信号が入力
されると、COAXIAL端子からの入力信号を優先します。

● 本機のOPTICAL DIGITAL端子は、EIAJ規格に基づいて設計されてい
ます。EIAJ規格を満たさない光ファイバーケーブルを使用すると、正
常に動作しないことがあります。

● デジタルOUTとアナログOUT（REC）は独立しているため、アナログ
信号はアナログ端子に、デジタル信号はデジタル端子にのみ出力され
ます。

● デジタル入出力端子 ～ は、あらかじめ端子名の機器に設定され
ていますが、使用する機器のデジタル入出力の有無に応じてセットメ
ニューで変更することができます。

● PCMについて：本機のデジタル入力端子は、サンプリング周波数
32kHzの衛星放送AモードからCDやMDディスクの44.1kHz、衛星
放送BモードとDVDディスクの48kHzに対応しています。また、DVD
ディスクの96kHzにも対応しています。

光ファイバーケーブルを接続する場合は、OPTICAL端子に付
いているキャップを抜いてから接続してください。また、抜い
たキャップは大切に保管し、端子を使用しない場合は必ず
キャップを差し込んでください。（ほこりなどの侵入を防ぎま
す。）

接続のしかた

ドルビーデジタルRF出力のある
LDプレーヤーを接続するときのみ。

VRF（AC-3）/COAXIAL入力端子について

本機に接続するLDプレーヤーに、ドルビーデジタルRF出力
端子がある場合は、本機のVRF(AC-3)入力端子と接続しま
す。（ドルビーデジタルRF信号とデジタル／アナログ信号を
同時に入力した場合、ドルビーデジタルRF信号が最優先され
ます。「入力モードについて」P.37参照）

●ドルビーデジタルRF信号はREC OUT出力されません。
LDを録音／録画する場合は、LDのOPTICAL端子または
アナログAUDIO端子も同時に接続してください。

● LD V RF端子として使用しない場合は、セットメニュー
の設定を変更することで他の機器からのデジタル同軸入
力端子として使うことができます。

LD

COAXIAL:SELECT BY
SET MENU

VRF
(AC-3)
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IN (PLAY)

IN (PLAY)

OUT (REC)

OUT (REC)

CD

CD-R
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CD-R

CD-R

DVD

LD

D-TV
/LD

SAT

COAXIAL

CD

CABLE

OPTICAL

OPTICAL

DIGITAL OUTPUT

DIGITAL INPUT

COAXIAL:SELECT BY
SET MENU

CD

MD/
TAPE

VRF
(AC-3)

MAIN

CENTER
6CH INPUT

SUB
 WOOFER

SURROUND

外部デコーダー�サテライト (BSデジタル) �
チューナーなど�

メイン出力�

出力� 入力�

サブウーファー出力�

サラウンド出力�

センター出力�

6（5.1）チャンネル入力端子の接続
● 6CH INPUT端子に6（5.1）チャンネル外部デコーダーなどを接続することができます。インプットセレクターで選択した映像と

外部デコーダーの音声を楽しめます。

メモ
● 6CH INPUT端子から入力した信号には、スピーカーモードの設定が効きません。外部デコーダーにスピーカーモードがある場合は、外部デコーダー
で設定してください。

● 6CH INPUT端子から入力した信号には、本機の音場効果はかかりません。

デコーダー内蔵の多チャンネル対応DVDプレーヤーを接続する
場合
DVDプレーヤーの多チャンネル音声出力端子を本機の6CH
INPUT端子に直接つなぎます。

ハイビジョンテレビやMUSEデコーダーのディスクリート音声
（3.1）も接続できます。
ハイビジョンテレビ（デコーダー）の音声L、R出力およびセンター
出力を本機のMAIN L、R 入力端子およびCENTER 入力端子に接
続します。
サブウーファー出力がある場合は、本機のSUBWOOFER入力に
接続します。
サラウンド出力がステレオの場合は、市販のピンプラグケーブル
を使って、本機のSURROUND L、R入力端子に接続します。（サラ
ウンド出力がモノラルの場合は、市販の1P→2P分岐ピンプラグ
ケーブルを使って本機のSURROUND L、R入力端子に接続しま
す。）

接続のしかた

サブウーファー出力について：
ハイビジョンテレビやMUSEデコーダーなどの3.1ディスクリー
ト音声端子にはサブウーファー出力がありませんが、メインス
ピーカーのL、R端子にサブウーファーを接続すると、メインチャン
ネルの低音域をサブウーファーから出力することができます。接
続については、サブウーファーの取扱説明書をご覧ください。
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バナナプラグ�

スピーカーコード�

CENTER
REAR

CENTER

SPEAKERS

FRONT

REAR

AB

+

–

+

–

+

–

+

–

+

–

(SURROUND)

MAIN

6   MIN. /SPEAKER
6   MIN. /SPEAKER

CAUTION SEE INSTRUCTION MANUAL FOR CORRECT SETTING.

6   MIN. /SPEAKERREAR CENTER :
6   MIN. /SPEAKERCENTER :
6   MIN. /SPEAKERMAIN A OR B :

 A+B :12   MIN. /SPEAKER

FRONT :
REAR :フロント�

エフェクト�
スピーカー�
（右）�

フロント�
エフェクト�
スピーカー�
（左）�

リア�
エフェクト�
スピーカー�
（左）�

メイン�
スピーカー�

B�
（右）�

センター�
スピーカー�

メイン�
スピーカー�

B�
（左）�

メイン�
スピーカー�

A�
（右）�

メイン�
スピーカー�

A�
（左）�

リア�
センター�
スピーカー�

リア�
エフェクト�
スピーカー�
（右）�

10mm
スピーカーコード先端の絶縁部を10mm位はがします。ショートを防ぐために、芯線を
しっかりとよじります。スピーカー端子を左に回してゆるめ、スピーカー端子の穴にス
ピーカーコードを差し込み、スピーカー端子を右に回して締め付けてください。

市販のバナナプラグを使用する場合は、端子を強く締めてから差し込んでください。

スピーカーの接続
●ここでは7スピーカーシステム＋リアセンタースピーカーの8スピーカーシステムを基本に説明しています。8スピーカーシステム以

外の接続はP.12～13を参照のうえ、ご自分のスピーカーシステムに応じて必要なスピーカーを接続してください。サブウーファー
の接続は、P.16、25～26をご覧ください。

●接続する際に、右チャンネル（R）、左チャンネル（L）、“＋”（赤）、“－”（黒）を確認して正しく接続してください。極性（＋／－）を間違えて
接続した場合、不自然な再生音になります。

●スピーカーコードを接続する場合、ショートしないように注意してください。ショートした状態で電源を入れると、保護回路が働いて
自動的に電源が切れますが、故障の原因になる恐れがあります。電源を入れたとき、本体ディスプレイに“CHECK SP WIRES!”と表
示された場合は、スピーカーの接続をもう一度確認してください。

●接続するスピーカーのインピーダンスは6Ω以上のものを使用してください。メインスピーカーA, Bを同時に鳴らす場合は、1台につ
き12Ω以上のものを使用してください。それ以下のインピーダンスのスピーカーを使用すると、故障する恐れがあります。

スピーカーコードの接続

● 正しいバランスでサラウンド再生を楽しんでいただくために、メイン、センター、リア・エフェクト、リアセンター、フロント・エフェ
クトに（性能の）異なるスピーカーを使用する場合は、本機内蔵のテストトーンによってレベルを合わせてください。

接続のしかた
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MAIN IN 

MAIN
OUT

REAR
CENTER

CENTER

PREOUT/MAIN IN

他のアンプとの接続
● スピーカー出力をパワーアップする場合や、お手持ちのアンプを使用する場合などは、PREOUT/MAIN IN端子と外部パワーアン

プを接続します。アンプ内蔵のサブウーファーは、SUBWOOFER端子に接続します。
● 他のアンプを接続した場合でも、本機のSPEAKERS端子からは同様に出力されます。

センター

CENTERチャンネル端子
センターチャンネルの信号
を出力します。外部のパワー
アンプを接続して、センター
スピーカーを駆動する場合
に使用します。

フロント

FRONTエフェクトチャンネル端子
フロント・エフェクトチャンネルの信号を出力します。外部のパ
ワーアンプを接続して、フロント・エフェクトスピーカーを駆動し
たい場合に使用します。

リア

REARエフェクトチャンネル端子
リア・エフェクトチャンネルの信号を出力します。外部のパワーア
ンプを接続して、リア・エフェクトスピーカーを駆動したい場合に
使用します。

サブウーファー

SUBWOOFER端子
サブウーファーを使用して、重低音を補強する場
合に使用します。
メイン、センター、リア、リアセンターチャンネルお
よびLFE信号をミックスして、90Hz以下の低域信
号を出力します。セットメニュー「1 SPEAKER
SET」の設定に応じてミックスされるチャンネル
が決まります。設定によっては、SUBWOOFER端
子から出力されないチャンネルの信号があり
ます。

メモ
● サブウーファーのスピーカーレベル調節について
は、P.39を参照してください。

メインチャンネル端子
MAIN OUT： メインL, Rチャンネルの出力端子です。外部のパ

ワーアンプを接続して、メインスピーカーを駆動
する場合に使用します。

MAIN IN ： 本機のメイン用パワーアンプの入力端子です。こ
の端子を使用すると、本機のプリアンプ部とメイ
ンアンプ部が切り離されます。

接続のしかた

リア センター

REAR CENTERチャンネル端子
リアセンターチャンネルの信号を出力します。外
部のパワーアンプを接続してリアセンタースピー
カーを駆動する場合に使用します。
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FRONT

REAR

SUB
WOOFER 

MAIN
IN 

MAIN IN 

MAIN
OUT

REAR
CENTER

CENTER

PREOUT/MAIN IN

1台目の�
アンプ内蔵�

サブ�
ウーファー�
（モノラル）�

INPUT

INPUT

 INPUT

2台目の�
アンプ内蔵�

サブ�
ウーファー�
（モノラル）�

 INPUT

メイン用�
パワーアンプ�

INPUTセンター用�
パワーアンプ�

フロント・エフェクト用�
パワーアンプ�

INPUT リア・エフェクト用�
パワーアンプ�

INPUT リアセンター用�
パワーアンプ�

■ 接続図
●本機のPREOUT端子は、パワーアンプのINPUT端子と接続します。
●機器によって端子名などが異なる場合があります。接続する機器の取扱説明書もあわせてご覧ください。

接続のしかた
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100W MAX. TOTAL

SWITCHED

AC IN

電源コードの接続

● 接続が終了したら、配線が正しいか、電源を入れる前にもう一度確認してください。

■ AC OUTLETS SWITCHED（電源供給コンセント）
外部オーディオ機器に電源を供給するコンセントで、本機の
POWERスイッチと連動しています。合計で消費電力100Wまで
のオーディオ機器を接続し、電源を供給することができます。
接続するときの電源プラグの向き（極性）によって音が変わること
があります。お好みの向きで接続してください。

■ 電源コード
すべての接続が終わったら、電源コードを本機のAC INにしっかり
と差し込み、家庭用AC100V、50/60HzのACコンセントに電源
プラグを接続してください。本機の消費電力は360Wです。
接続するときの電源プラグの向き（極性）によって音が変わること
があります。お好みの向きで接続してください。

ご注意

必ず付属の電源コードをお使いください。それ以外のコードを使用
すると本機の故障、火災、感電などの原因となります。

接続のしかた
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≥  Europe Hall A 
  INIT.DLY…………30ms
  ROOM SIZE…………1.0
  LIVENESS…………………5

P01  CONCERT HALL 1

P01  CONCERT HALL 1
    Europe Hall A

オンスクリーン・ディスプレイ

本機にモニター（テレビ、またはプロジェクター）を接続すると、本
機の操作内容などを映像に重ねて表示させることができます（オ
ンスクリーン表示）。
セットメニューやパラメーターコントロールを設定する際にオン
スクリーンを利用すれば、項目や設定値が分かりやすく表示され
るため、本体のディスプレイ表示に比べて大変便利です。

メモ
● 映像信号が入力されていないときのモニター画面はブルーバック（青
色）になりますが、セットメニューで変更することもできます。

● モニターによってはオンスクリーン表示の位置が上下にずれることが
ありますが、このような場合はセットメニューで表示位置を調節する
ことができます。

● オンスクリーン表示はVCR1やVCR2/DVR OUTに出力されないの
で映像と一緒に録画されることはありません。

■ 表示の種類
オンスクリーン表示には次の3種類があります。
フル表示： 音場プログラムのパラメーターが、常にモニター

表示されます。
音場プログラムのパラメーターについては、「音場
プログラムのパラメーターを変更する」（P.55）を
参照してください。

ショート表示： 本体のディスプレイと同じ内容（操作状態）が、モ
ニター画面の下に数秒間表示された後、消えます。

表示OFF： モニター画面の下に「DISPLAY OFF」が表示さ
れた後、消えます。ON SCREENキー以外のキー
を操作しても何も表示されません。

メモ
● セットメニューやTEST DOLBY SUR.、TEST DSPは表示の種類
にかかわらずモニター表示されます。

● インプットセレクター／レベルコントロールなどの操作は、本体ディ
スプレイと同じ内容が画面下に数秒間表示されます。

■ 表示の切り換え
1 電源を入れると、モニター画面、および本体のディスプレイ

にメインボリュームレベルが表示されます。

2 リモコンのON SCREENキーを押すと、表示フォーマット
がフル表示→ショート表示→表示OFF（DISPLAY OFF）→
フル表示→…の順に切り換わります。

メモ
● S VIDEOとVIDEOの両方を接続しているソースをインプットセレク
ターで選択し、さらにMONITOR OUTにS VIDEOとVIDEOの両方
が接続されている場合、映像は両方に出力されますが、オンスクリーン
はS VIDEO側に表示され、VIDEO側には表示されません。（映像信号
が入力されていない場合は、両方に表示されます。）

● COMPONENT VIDEOのMONITOR OUT端子につないだモニター
画面には、オンスクリーン表示されません。

● コピーガード信号が入ったビデオソフトを再生したり、ノイズの多い
映像信号を受信した場合、オンスクリーンの表示がブレたり、ズレたり
することがありますが、本機の故障ではありません。

フル表示例

ショート表示例

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

–
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ご使用になるスピーカーシステムに合わせて、7種類のスピーカーモード（センタースピーカー／メインスピーカー／リアL、Rスピーカー
／リアセンタースピーカー／バスアウト／フロントエフェクトスピーカー／メインレベル）を設定します。セットメニューの「1  SPEAKER
SET」を呼び出し、各スピーカーモードの確認、および設定を行ってください。

メモ
● サンプリング周波数が96kHzのデジタル信号を入力する場合は、1A、1Cおよび1Fのスピーカーモードの設定は適用されません。（1Bと1Eは設定
できます。）

● 6CH INPUT入力では、1A～1Fのスピーカーモードの設定は適用されません。

セットメニュー「1 SPEAKER SET」の設定内容

項目 設定内容 可変範囲（太字は初期設定）
センタースピーカー

1A  CENTER SP センタースピーカーの性能や有無に応じて、出力モードを選択します。 LRG/SML/NONE
メインスピーカー

1B  MAIN SP メインスピーカーの性能に応じて、出力モードを選択します。 LARGE/SMALL
リアエルアールスピーカー

1C  REAR L/R SP リアスピーカーL/Rの性能や有無に応じて、出力モードを選択します。 LRG/SML/NONE
リアセンタースピーカー

1D  REAR CT SP リアセンタースピーカーの性能や有無に応じて出力モードを設定します。 LRG/SML/NONE
エルエフイー バスアウト

1E  LFE/BASS OUT LFE/BASS（低音）信号を出力するスピーカーを選択します。 SWFR/MAIN/BOTH
フロントエフェクトスピーカー

1F  FRNT EFCT SP フロント・エフェクトスピーカーの有無に応じて、出力モードを選択します。 YES/NONE
メインレベル

1G  MAIN LEVEL メインスピーカーレベルを選択します。 Normal/－10dB

メモ
● セットメニュー2～15の詳細はP.56を参照してください。
● メインスピーカーレベルの左右のバランスは、セットメニュー「3 L/R BALANCE」で調節します。

スピーカーモードの設定

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

q

q

+–

‚LRG   SML  NONE

1A CENTER SP

■ スピーカーモード（1A～1G）の設定方法

1 PARAMETER/SET MENUスイッチを“SET MENU”に
合わせます。

2 カーソルキー“▽”または“△”を押して、モニター画面の「1
SPEAKER SET」に ≥ を移動します。本体のディスプレ
イは「1 SPEAKER SET －/＋：Enter」表示に切り換わ
ります。
（カーソルキー“▽”を押すと、「1 SPEAKER SET」→「2
LOW FREQ TEST」→……→「15 MEMORY GUARD」
→音場プログラム……の順に循環します。また、カーソル
キー“△”を押すと、逆の順序で循環します。）

メモ
● 電源を切らない限り、前回選択したセットメニューから表示されます。
電源を切るとセットメニュー1から表示されます。

カーソルキー

PARAMETER/SET MENUスイッチ

≥ 1 SPEAKER SET
2 LOW FREQ.TEST
3 L/R BALANCE
4 HP TONE CTRL
/ : Up/Down

-/+ : Enter

SET MENU 1/4

1 SPEAKER SET
 -/+ : Enter

3 カーソルキー“＋”または“－”を押すと、モニター画面および
本体のディスプレイは、「1A CENTER SP」に切り換わり
ます。

4 スピーカーモードには1A～1Gの7種類があります。カーソ
ルキー“▽”または“△”を押してスピーカーモードを選択し、
“＋”または“－”で設定します。（各スピーカーモードの内容
についてはP.30～32を参照してください。）

5 設定が終わったら、リモコンのPARAMETER/SET MENU
スイッチを“PARAMETER”に戻し、カーソルキー“▽”“△”
“＋”“－”のいずれかを押して、モニター画面、および本体の
ディスプレイを音場プログラム表示に切り換えます。

メモ
● TEST DOLBY SUR.、およびTEST DSP中に、スピーカーモードの
設定を行うと、モニター画面では、テストトーンが出ているスピーカー
が点滅表示されます。

‚を移動して設定する
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■ 1A CENTER SP
（センタースピーカーモード）

使用するセンタースピーカーに合わせて、モード（LRG/SML/
NONE）を選択します。
ラージ

LRG： センタースピーカーに大型のスピーカーを使用する
モードです。センターチャンネル信号の全帯域が、そ
のままセンタースピーカーに出力されます。

スモール

SML： センタースピーカーに小型のスピーカーを使用する
モードです。センターチャンネル信号の90Hz以下の
低音域は、「1E LFE/BASS OUT」で選択したスピー
カーに出力されます。

ノン

NONE： センタースピーカーを使用しないときのモードで
す。センターチャンネル信号は、メインのL, Rスピー
カーに同じレベルで振り分けられます。

モニター画面には、センタースピーカーモードの状態がイラスト
表示されます。
LRGのとき、センタースピーカーは大型になります（観客3人）。
SMLのとき、センタースピーカーは小型になります（観客3人）。
NONEのときはセンタースピーカーはなくなり、観客も1人にな
ります。センタースピーカーを使用することで画像と音像が一致
し、より多くの観客で楽しめることを表しています。

メモ
● センタースピーカーをNONEに設定した場合のモニター画面は、他の
スピーカーモードの設定にかかわらず観客は1人になります。

スピーカーモードの設定

‚LRG   SML  NONE

1A CENTER SP

“LRG   SML ‚NONE

1A CENTER SP

“LRG  ‚SML  NONE

1A CENTER SP   1B MAIN SP

“LARGE  ‚SMALL

  1B MAIN SP

‚LARGE   SMALL

■ 1B MAIN SP
（メインスピーカーモード）

使用するメインスピーカーに合わせて、モード（LARGE/
SMALL）を選択します。

ラージ

LARGE： メインスピーカーに大型のスピーカーを使用する
モードです。メインL, Rチャンネル信号の全帯域が、
そのままメインL, Rスピーカーに出力されます。

スモール

SMALL： メインスピーカーに小型のスピーカーを使用する
モードです。メインL, Rチャンネル信号の90Hz以下
の低音域は、「1E LFE/BASS OUT」で選択されたス
ピーカーに出力されます。

モニター画面には、メインスピーカーモードの状態がイラスト表示さ
れます。LARGEのときメインスピーカーは大型になり、SMALLのと
きはメインスピーカーは小型になります。

メモ
●“SMALL”設定時でも、LFE/BASS OUTの設定が“MAIN”の場合は、
メインL, Rチャンネル信号の90Hz以下の低音域はメインに出力され
ます。
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スピーカーモードの設定

  1C REAR L/R SP

“LRG  ‚SML  NONE

  1C REAR L/R SP

‚LRG   SML  NONE

■ 1C REAR L/R SP
（リアL/Rスピーカーモード）

使用するリアL/Rスピーカーに合わせて、モード（LRG/SML/
NONE）を選択します。
ラージ

LRG: リアL/Rスピーカーに大型のスピーカーを使用した
り、リアL/Rスピーカーへサブウーファーをスピー
カーケーブル結線で接続して使用する場合のモード
です。リアL/Rチャンネル信号の全帯域が、そのまま
リアスピーカーに出力されます。

スモール

SML: リアL/Rスピーカーに小型のスピーカーを使用する
モードです。リアL/Rチャンネル（サラウンド）信号の
90Hz以下の低音域は、「1E LFE/BASS OUT」で選択
されたスピーカーに出力されます。

ノン

NONE: リアL/Rスピーカーを使用しないときのモードです。
リアL/Rチャンネルの信号をメインチャンネルL/R
にミックスして出力します。

バーチャルDSPについて
NONEに設定するとバーチャルDSPモードになり、
リアスピーカーの成分はバーチャル処理されてメイ
ンスピーカーから出力されます。セットメニューで
センタースピーカーやフロントエフェクトスピー
カーの有無を設定することにより、5～2スピーカー
システムまで幅広い使い方が可能です。

モニター画面には、リアL/Rスピーカーモードの状態がイラスト表
示されます。LRGのときリアスピーカーは大型になり、SMLのと
きはリアスピーカーは小型になります。

メモ
● NONEに設定すると、自動的にリアセンタースピーカーも“使用しな
い”設定となり、セットメニューから「1D REAR CT SP」がスキップ
されます。

  1C REAR L/R SP

“LRG  “SML ‚NONE

■ 1D REAR CT SP
（リアセンタースピーカーモード）

使用するリアセンタースピーカーに合わせて、モード（LRG/
SML/NONE）を選択します。
ラージ

LRG: リアセンタースピーカーに大型のスピーカーを使用
するモードです。リアL/Rチャンネルに含まれるリア
センター信号の全帯域がそのままリアセンタース
ピーカーに出力されます。

スモール

SML: リアセンタースピーカーに小型のスピーカーを使用
するモードです。リアセンター信号の90Hz以下の低
音域は「1E LFE/BASS OUT」で選択したスピー
カーに出力されます。

ノン

NONE: リアセンタースピーカーを使用しないときのモード
です。リアセンターチャンネル信号はリアL/Rチャン
ネルにミックスされます。

モニター画面には、リアセンタースピーカーモードの状態がイラ
スト表示されます。LRGのとき、リアセンタースピーカーは大型に
なり、SMLのときは小型になります。NONEのときはリアセン
タースピーカーは表示されません。

メモ
●「1C REAR L/R SP」がNONEに設定されていると、セットメニュー
から「1D REAR CT SP」がスキップされ、設定できません。

‚LRG   SML  NONE

1D REAR CT SP

1D REAR CT SP

 LRG  ‚SML  NONE

 LRG  “SML ‚NONE

1D REAR CT SP
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スピーカーモードの設定

■ 1E LFE/BASS OUT
（バスアウトモード）

LFE/BASS信号を出力するスピーカーを設定します。
（LFE信号：ドルビーデジタルやDTS動作時に出力される低域効果
音）
サブウーファー

SWFR: サブウーファーを使用する場合。
LFEと、1A～1Dの設定により他チャンネルの低音
域（90Hz以下）が、サブウーファーに出力されます。

メイン

MAIN: サブウーファーを使用しない場合。
LFEと、1A～1Dの設定により他チャンネルの低音
域（90Hz以下）が、メイン L/Rスピーカーに出力さ
れます。

ボース

BOTH: サブウーファーを使用し、さらにメインスピーカー
モードの設定に関わりなく、メインスピーカーの低
音域をサブウーファーにミックスする場合。
LFE、メインチャンネルの低音域（90Hz以下）と、1A
と1C～1Dの設定により他チャンネルの低音域
（90Hz以下）がサブウーファーに出力されます。
メインチャンネルの低音域は、メインスピーカーに
も出力されます。

メモ
● バスアウトモードの設定中は、モニター画面では、LFE/BASS OUT信
号が出力されるスピーカーが点滅表示されます。

“SWFR“MAIN ‚BOTH

  1E LFE/BASS OUT

“SWFR‚MAIN  BOTH

  1E LFE/BASS OUT

■ 1F FRNT EFCT SP
（フロント・エフェクトスピーカーモード）

フロント・エフェクトスピーカーの有無を選択します。
イエス

YES: フロント・エフェクトスピーカーを使用するときの
モードです。フロント・エフェクトチャンネルの信号
がそのままフロント・エフェクトスピーカーに出力
されます。

ノン

NONE: フロント・エフェクトスピーカーを使用しないときの
モードです。フロント・エフェクトチャンネルの信号
をメインチャンネルL、Rにミックスして出力します。

■ 1G MAIN LEVEL（メインレベルモード）
メインスピーカーの音量レベルを選択します。テストトーンでの
スピーカーレベル調節の際に設定しておけば、再度設定する必要
はありません。

ノーマル

Normal: 通常はこの設定にします。テストトーンでのスピー
カーレベル調節も、まずこの設定で行います。

－10dB: テストトーンでのスピーカーレベル調節の際、フロ
ント／リア・エフェクトスピーカーおよびセンター
スピーカーの音量レベルを最大（＋10dB）にしても
メインスピーカーより音が小さい場合は、この設定
にします。メインスピーカーの音量レベルを約1/3
に下げることができます。

モニター画面のメインスピーカーは点滅し続けます。

  1F FRNT EFCT SP

“YES ‚NONE

  1F FRNT EFCT SP

‚YES  NONE

1G MAIN LEVEL

‚Normal    -10dB

“Normal   ‚-10dB

1G MAIN LEVEL

  1E LFE/BASS OUT

‚SWFR MAIN  BOTH
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スピーカーのレベル調節

本機内蔵のテストトーンを使ってスピーカーの出力レベルを調節
します。調節にはドルビーサラウンド音場のためのTEST
DOLBY SUR.と、DSP音場のためのTEST DSPがあります。本
機の音場プログラムを楽しむにはこれら2つの調節が必要です。

メモ
● スピーカーレベルの調節は、必ずリスニングポジションで行ってくだ
さい。

● ヘッドホンをつないでいるとテストモードに入れません。PHONES端
子からヘッドホンを抜いてください。

● 一度調節すれば、スピーカーや部屋を変えない限り再調節の必要はあ
りません。

■ 調節の前に行うこと
本体のトーンコントロール（BASS, TREBLE）を中央の位
置に合わせます。
（セットメニュー「3 L/R BALANCE」でL/Rメインチャン
ネルのバランスを調節してある場合は、”0”に戻してくださ
い。）

リモコンのPARAMETER/SET MENUスイッチを
PARAMETERにします。

メモ
● PARAMETER/SET MENUスイッチがSET MENUになっていると
スピーカーのレベル調節はできません。

■ 調節に使うキー

BASS TREBLE

+– +–

PARAMETER

SET MENU

0 +10 +100

+ + +
TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

CHP/INDEX

– – –

q

q

+–

TESTキー�

スピーカーを�
選択する�

全体の音量を�
調節する�

レベルを�
調整する�

■ 2種類のテストモードについて
TEST DOLBY SUR.
センタースピーカーとリア・エフェクトスピーカーの音量をメイ
ンスピーカーに合わせるためのテストモードです。
テストトーンを出力するチャンネル（スピーカー）は、LEFT→
CENTER→RIGHT→RIGHT SURROUND（REAR RIGHT）→
REAR CENTER→LEFT SURROUND（REAR LEFT）→…の
順で循環し、それに合わせてモニター画面のスピーカーが点滅し
ます。

TEST DSP
フロント・エフェクトスピーカーの音量をメインスピーカーに合
わせるためのテストモードです。
テストトーンを出力するチャンネル（スピーカー）は、MAIN←→
FRONTが交互に入れ替わり、それに合わせてモニター画面のス
ピーカーが点滅します。

CONCERT HALL 1
Europe Hall A

TEST DOLBY SUR.
     LEFT

   TEST DSP
     MAIN

TESTキーを1回押す�

TESTキーを1回押す�

TESTキーを1回押す�
（テスト終了）�

通常状態�
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EFFECT  LEVEL
CENTER    0dB

   TEST DOLBY SUR.

3 カーソルキーの“▽”または“△”を押して調節するスピー
カーを選びます。
▽キーを押すと、LEFT（メインLスピーカー）→CENTER
（センタースピーカー）→RIGHT（メインRスピーカー）→R.
SUR.（リアR・エフェクトスピーカー）→REAR CT（リアセ
ンタースピーカー）→L. SUR.（リアL・エフェクトスピー
カー）→…の順に選択できます。△キーを押すと逆順に選択
できます。

● ▽または△キーを押し続けると、その間テストトーンは
選んでいるスピーカーに固定されます。

4 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、エフェクトスピー
カーの音量がメインスピーカーの音量と同じになるように
調節します。

● 各スピーカーのレベルは、±10dBの範囲で調節できま
す。

メモ
● センタースピーカーの音色が異なる場合は、セットメニュー「5
CENTER GEQ」を使って音色が合うように調節してください。

● リア・エフェクトスピーカーおよびセンタースピーカーの音量レベル
を＋10dBまで上げてもメインスピーカーより音が小さい場合は、
セットメニューの「1G MAIN LEVEL」を“－10dB”に設定します。メ
インスピーカーの音量レベルを約1/3に下げることができます。メイ
ンレベルを変更した場合は、センタースピーカー、リア・エフェクトス
ピーカーのレベル調節をもう一度行ってください。

● 他のアンプにリア・エフェクトスピーカーおよびセンタースピーカーを
接続しているとき、これらのスピーカーの音量レベルを＋10dBまで上げ
てもメインスピーカーより音が小さい場合は、それぞれのアンプで音量
を調節してください。

5 手順3と4を繰り返してセンタースピーカー、リア・エフェク
トスピーカー（LおよびR）、リアセンタースピーカーの音量
調節を行ってください。

調節が終わったら、次にTEST DSPのスピーカーレベルの調節（次
ページ）を行います。

TEST DOLBY SUR.

ドルビーサラウンド音場のスピーカーレベル調
節（センタースピーカー／リア・エフェクトス
ピーカー）
1 TESTキーを押し、モニター画面、および本体のディスプレ

イに「TEST DOLBY SUR.」を表示させます。

2 テストトーンが聞こえるようにVOLUMEで音量を調節し
ます。
テストトーンは、LEFT（メインLスピーカー）→CENTER*
（センタースピーカー）→RIGHT（メインRスピーカー）→R.
SUR.*（リアR・エフェクトスピーカー）→REAR CT*（リア
センタースピーカー）→L. SUR.*（リアL・エフェクトスピー
カー）→…の順で循環し、それぞれ約2.5秒間ずつ聞こえま
す。

* スピーカーモードでNONEに設定されているスピーカーは
スキップされ、テストトーンは出ません。手順 3 でカーソ
ルキーの“g”または“h”でスピーカーを選ぶときもこれら
のスピーカーはスキップされ、テストトーンは出ません。

メモ
● LEFT（メインLスピーカー）とRIGHT（メインRスピーカー）のレベル
は調節できません。

● スピーカーモード「1A CENTER SP」をNONEに設定した場合、セン
タースピーカーの信号は左右のメインスピーカーに同じレベルで振り
分けられ、調節することはできません。

● スピーカーモード「1C REAR L/R SP」をNONEに設定した場合は、
左右リアスピーカーおよびリアセンターレベルを調節することはでき
ません。

● テストトーンが聞こえない場合は、VOLUMEを絞り電源を切ってから
スピーカーの接続を確認してください。

TEST DOLBY SUR.
     LEFT

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

–

スピーカーのレベル調節

RL

FR

RR

FL
L C

RC

R

テストトーンを出しているスピーカー
が点滅します。

EFFECT     LEVEL
CENTER       0dB

リアR・エフェクトスピーカーの調節中はR. SUR.表示
リアセンタースピーカーの調節中は、REAR CT表示
リアL・エフェクトスピーカーの調節中はL. SUR.表示
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準
　
備

3 メインスピーカーとフロント・エフェクトスピーカーの音量
が同じになるよう、カーソルキーの“＋”または“－”キーを押
して調節します。
“＋”または“－”キーで調節しているあいだは、テストトーン
がフロント・エフェクトスピーカーから聞こえます。

● フロント・エフェクトスピーカーのレベルは、±10dBの
範囲で調節できます。

メモ
● センタースピーカーの音色が異なる場合は、セットメニュー「5
CENTER GEQ」を使って音色が合うように調節してください。

● フロント・エフェクトスピーカーの音量レベルを＋10dBまで上げて
もメインスピーカーより音が小さい場合は、セットメニューの「1G
MAIN LEVEL」を“－10dB”に設定します。メインスピーカーの音量
レベルを約1/3に下げることができます。メインレベルを変更した場
合は、前頁の「TEST DOLBY SUR.」でセンタースピーカー、リア・エ
フェクトスピーカーのレベル調節をもう一度行ってください。

● 他のアンプにフロント・エフェクトスピーカーを接続しているとき、フ
ロント・エフェクトスピーカーの音量レベルを＋10dBまで上げても
メインスピーカーより音が小さい場合は、フロント・エフェクトスピー
カーを接続しているアンプで音量を調節してください。

4 調節が終わったら、TESTキーを押してテストトーンを止め
ます。
以上で音場プログラム再生の準備が完了しました。

フロント・エフェクトスピーカーを使わない場合は、セットメ
ニューの「1F FRNT EFCT SP」を“NONE”に設定します。
DSPのフロント・エフェクト信号がメインチャンネルにミック
スされてメインスピーカーから出力されるので、フロント・エ
フェクトスピーカーを使わない場合でもDSP音場を楽しめま
す。

EFFECT     LEVEL
FRONT        0dB

EFFECT  LEVEL
FRONT     0dB

      TEST  DSP

スピーカーのレベル調節

   TEST DSP
     MAIN

RL

FR

RR

FL L C R

RC

テストトーンを出しているスピーカー
が点滅します。

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

–

TEST DSP

DSP音場のスピーカーレベル調節
（フロント・エフェクトスピーカー）

●フロント・エフェクトスピーカーを使用しない場合（スピーカー
モード「1F. FRNT EFCT SP」をNONEに設定しているとき）、
TEST DSPモードには入れません。

1 TESTキーを押して、モニター画面、および本体のディスプ
レイに「TEST DSP」を表示させます。

2 テストトーンが聞こえるようにVOLUMEで音量を調節し
ます。
テストトーンは、MAIN（メインL/Rスピーカー）←→FRONT
（フロントL/R・エフェクトスピーカー）が交互に、約2.5秒間
ずつ繰り返し聞こえます。（各チャンネルのL/Rは同時に出力
されます。）

メモ
● フロント・エフェクトスピーカーのレベルを左右別々に調節すること
はできません。

● LEFT（メインLスピーカー）とRIGHT（メインRスピーカー）のレベル
は調節できません。

● テストトーンが聞こえない場合は、VOLUMEを絞り電源を切ってか
ら、スピーカーの接続を確認してください。
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ビ
デ
オ
系

再 生

● 操作手順のキーイラストはおもにリモコンのキーで示してい
ます。本体のキーで操作するときは、手順番号のついた下記の
本体イラストを参照してください。

● 使用するスピーカーをSPEAKERS A/Bスイッチで選んで
ください。

1 電源を入れます。
SYSTEM POWERスイッチを押
して電源を入れます。ディスプレ
イに音量レベルが数秒間表示され
たあと、前回電源を切った時のプ
ログラムが表示されます。

SYSTEM
POWER

LD
D-TV

CBL/SAT
VCR 1
VCR 2

VCR 3
V-AUX

DVD
MD
TAPE
TUNER
CD
PHONO

ZONE  2
SLEEP

REO

O
ING

ORY

V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

選んだソースの�
インジケーターが点灯する�

PHONES

BASS TREBLE

NATURAL SOUND   AV AMPLIFIER DSP-AX2

INPUT MODE
INPUT 

VOLUME

S VIDEO VIDEO L RAUDIO OPTICAL

VIDEO AUX

VCR 2/DVR

CD

VCR 1

TUNERCABLE

CD-RD-TV/LD
MD/TAPEDVD

PHONO

VIDEO AUX

SAT

REC OUT

SOURCE

BASS
EXTENSION

PROCESSOR
DIRECT

STANDBY
/ON

6CH 
IMPUT

SILENT

EFFECT

DSP PROGRAM

SPEAKERS
A B

D I G I T A L

D I G I T A L

S U R R O U N D

+– +–

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

SPEAKERS A/B 5、66CH INPUT

1

EFFECT

1

PARAMETER/�
SET MENU

－、＋�

4

5、6

6CH INPUT

2

INPUT MODE 42EFFECT

オ
ー
デ
ィ
オ
系

2 ソースを選びます。

再生するソースのインプットセレクターを押します。（本体
では、INPUT / セレクターを押して選択します。）
6CH INPUT端子に接続した外部デコーダーからのディス
クリート信号を再生するときは6CH INPUTキーを押しま
す。

DVD: DVDを見る。
D-TV/LD: デジタルテレビ放送またはLDを見る。
CABLE: ケーブルテレビ放送を見る。
SAT: 衛星放送を見る。
VCR 1: ビデオデッキ1のビデオを見る。
VCR 2/DVR: ビデオデッキ2のビデオ、またはDVR

を見る。
V-AUX: 前面のVIDEO AUX端子につないだ

AV機器を再生する。

PHONO: レコードを聴く。
CD: CDを聴く。
TUNER: AM/FM放送を聴く。
CD-R: CD-Rを聴く。
MD/TAPE: MD、またはテープデッキのテープを

聴く。

メモ
● 本機に接続した録音・録画機器（MD/TAPE OUT、CD-R OUT、VCR1
OUTまたはVCR2/DVR OUT端子に接続した機器）の電源を切ると
音声が歪んだり音量が下がることがあります。このような場合は、これ
らの機器の電源を入れてお使いください。
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基
本
操
作

 INPUT D-TV/LD
 AUTO:DOLBY D.







INPUT D-TV/LD
AUTO:DOLBY DGTL

  

再 生

入力ソースを選択すると、ディスプレイと画面に入力ソース名
と入力モードを次のように数秒間表示したあと元の画面に戻り
ます。
LDのドルビーデジタルRF信号が入力できるとき：AUTO／D.
D. RF／DTS／DGTL／ANALOG
その他のデジタルソースを入力したとき：AUTO／DTS／
ANALOG

TUNER、VCR1、VCR2/DVR、PHONO、MD/TAPEでは入力
ソース名だけを表示して、元の画面に戻ります。

メモ
●“6CH INPUT”が表示されているときは、他の入力ソースを再生でき
ません。6CH INPUT端子から入力しないときは、6CH INPUTキー
を押して、表示を消してください。

■入力モードについて
本機には、多彩な入力端子（ドルビーデジタル RF［LDのみ］、
DIGITAL OPTICAL［CD、CD-R、DVD、D-TV/LD、SAT、
V-AUX］、DIGITAL COAXIAL［CD、CABLE］、アナログ）が装備
されています。入力モードは、これらの入力端子の優先／固定を切
り換えることにより、ソースに収録されているドルビーデジタル
音声、デジタル音声、アナログ音声をそれぞれ楽しんでいただける
機能です。入力モードにはこれに加えて、DTS対応ディスク用に
「DTS」固定モードがあります。

入力モード 入力信号の優先および固定

AUTO ドルビーデジタル対応のLDからドルビーデジタ
ルRF信号とデジタル信号とアナログ信号が入力
された場合、自動的に「ドルビーデジタルRF→デジ
タル（PCM）→アナログ」の優先順位で信号を選択
します。
DTS対応のソフトでは、DTS信号を優先して入力
します。
その他の入力（工場出荷時の状態：CD、CD-R、
DVD、D-TV/LD、SAT、CABLE）では、「ドルビー
デジタル→デジタル（DTS）→デジタル（PCM）→
アナログ」の優先順位で信号を選択します。

D. D. RF ドルビーデジタルRF入力固定。

DTS DTS信号固定。

DGTL デジタル入力固定（LD入力時のみ）。デジタルの
光端子から入力されたデジタル信号を再生しま
す。
DTS対応ソフトではデジタル信号を優先して入
力します。

ANALOG アナログ入力固定。アナログ端子から入力された
信号を再生します。ドルビーデジタル再生やDTS
再生は行われません。

 AUTO:DTS 
DTS再生時�

 AUTO:PCM 
PCM再生時�

 AUTO:--- 
PCM、DTS、ドルビーデジタル以外の�
デジタル信号入力時�
（ドルビーデジタル、DTS、PCM、�
アナログ信号入力がないとき）�

 AUTO:ANALOG 
アナログ再生時�

 D.D.RF
ドルビーデジタルRF再生時�

 D.D.RF:---
ドルビーデジタルRF信号�
入力がないとき�

 DGTL:DOLBY D.
ドルビーデジタル再生時�

 DGTL:PCM
PCM再生時�

 DGTL:DTS
DTS再生時�

 DGTL:---
デジタル信号入力がないとき�

アナログ再生時� アナログ信号入力がないとき�

 ANALOG  ANALOG:---

 AUTO:DOLBY D.
ドルビーデジタル再生時�

● AUTO

● ドルビーデジタルRF

 DTS
DTS再生時�

 DTS:---
DTS信号入力がないとき�

● DTS

● DIGITAL

● ANALOG

 INPUT D-TV/LD
 AUTO:DOLBY D.

ドルビーデジタルRF信号の再生と入力モードについて
● ドルビーデジタルRF信号を再生する場合は、入力モードを“AUTO”

または、“D.D. RF（固定）”に設定してください。
● ドルビーデジタルRF出力端子付のLDプレーヤーを本機に接続して

も、通常のディスク（ソフト）ではドルビーデジタル再生になりませ
ん。ドルビーデジタル対応のディスク（ソフト）を再生してください。

例：入力ソースがLDでドルビーデジタル
信号を入力しているとき

DTSソースの再生と入力モードの切り換えについて
● DTS対応のCDやLDを“ANALOG”の設定で再生すると、DTS

エンコード信号をそのまま再生するためノイズが出力されます。
DTSソースを再生するときは必ずデジタル入力端子に接続し、
“AUTO”、“DTS”または“DGTL”に設定してください。

● DTS対応のCDやLDを“AUTO”または“DGTL”で再生し、停止
すると、その後約30秒間はミュートがかかり インジケー
ターが点滅します。点滅している間は、PCMまたはアナログ信号
の再生が禁止されます。ミュート状態は約30秒経過すると解除
されますが、通常のLDやPCM CDを引き続きすぐに再生したい
場合は、入力モードを希望する設定に切り換えてください。
ミュート（ インジケーター点滅）状態は解除されます。

● デジタル出力のレベルが調節できるデジタル機器でDTS対応ソ
フトを再生する場合は、出力レベルを最大またはニュートラル
（フラット）にします。これは、DTSデータをエラーなく本機に出
力させるためです。この操作を行わないと、DTS対応ソフトは再
生できないので注意してください。

● 一部のプレーヤーでは、本機とデジタル接続をしてもDTS再生が
できない場合やノイズが発生する場合があります。プレーヤーの
デジタルアウトデータに何らかの処理がされている場合、通常の
デジタル音声ではわずかな音量差やわずかな周波数特性差にし
かならない処理でも、DTSデータではエラーを生じ、再生ができ
なくなるからです。

● DTS対応のLDやCDの再生中に、状況によってはプレーヤーの
デジタル出力にエラーが生じることがあり、“INPUT DATA
ERROR”と表示されます。この場合、再生を止め、プレーヤーの電
源を入れ直してください。
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CONCERT HALL 2
Live Concert

CONCERT HALL 2
U.S.A. Hall C

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

TV
THEATER

MOVIE
THEATER 2

MOVIE
THEATER 1

V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

再 生

■入力モードの切り換えかた
リモコンのインプットセレクター、または本体のINPUT MODE
キーを押すと、現在の入力モードを表示します。入力モード表示中
にもう一度押すと入力モードを切り換えることができます。

メモ
● 接続する再生機器によっては、アナログとデジタルで異なる信号を出
力する場合があります。必要に応じて入力モードを切り換えてくださ
い。

● デジタル音声が入っていないLDソフトでは、LDプレーヤーをアナロ
グ接続し、入力モードを“ANALOG”に設定してください。

● 電源を切ると入力モードは“AUTO”にリセットされますが、セットメ
ニュー「8 INPUT MODE」で最後に選んでいた入力モードにリセッ
トされるように設定することもできます。

● LD入力の“AUTO”モードは、ドルビーデジタル音声入りのLDを検出
すると自動的にデコーダーが切り換わるため、何も操作しなくてもド
ルビーデジタル音声が楽しめます。また、LDプレーヤーの通常の再生
中以外では、ドルビーデジタル信号が検出されなくなるため、自動的に
デコーダーがPCM、またはアナログ音声に切り換わります。

● LDのドルビーデジタル音声再生時、ポーズ／チャプター送りなどから
再生に切り換えると、ドルビーデジタル音声に切り換わる前に、PCM
／アナログ音声が一瞬出力されることがあります。このような場合は、
インプットモードを“ドルビーデジタル RF”（固定）へ切り換えると、
音声の断続は起こりません。

● デジタル端子が接続されていない入力ソースでは、入力モードが
“ANALOG”（固定）となり、変更できません。

6 音場プログラムのタイプを選択します。

5 で選択した音場プログラムと同じキーを押して、プログ
ラムのタイプを選択します。

例）「CONCERT HALL 2のLive Concert」を選ぶ：
音場プログラムキーの“HALL 2”をもう一度押すと
「Live Concert」が選べます。

●カーソルキーの“＋”または“－”を押して、タイプを選択
することもできます。
この場合は、PARAMETER/SET MENUスイッチを
“PARAMETER”に合わせてから操作します。

● 6.1チャンネルデジタルサラウンド用音場を選ぶには、
6.1/ESキーを押します。6.1/ESデコーダーがオンにな
ります。セットメニュー「10 6.1/ES AUTO」がONに設
定されている場合は、6.1チャンネルデジタルサラウン
ドの自動認識対応ソフトが再生されると自動的に6.1/
ESデコーダーがオンになります。

●以下の場合は“6.1/ES －－－”が表示され、6.1/ESデ
コーダーはオンにできません。
- セットメニュー「1C REAR L/R SP」が“NONE”に
設定されている。

- リアが2チャンネルのドルビーデジタル／DTS信号
以外の信号を入力している。

- 音場プログラムNo.7の“8ch Stereo”が選ばれている。
- ドルビーデジタルカラオケソースを入力している。
- ヘッドホンをつないでいる。

●リアチャンネルがステレオになっているマルチチャンネ
ルソースの再生時には、6.1/ESデコーダーをオンにする
ことができます。

メモ
● 音場プログラムは各入力ごとにメモリーされます。入力を選ぶと、前回
設定した音場プログラムになります。

● 音場プログラム内容については、「音場効果を楽しむ」（P.40）を参照し
てください。

● 音場効果はヘッドホンでも楽しめます。

バーチャルDSPについて
リアスピーカーなしでも仮想的リアスピーカーでDSPの音場
サラウンド効果を楽しめるバーチャルDSPアルゴリズムを開
発搭載しました。
セットメニュー「1C REAR L/R SP」をNONEに設定すると、
DSP処理がNo. 1～12の全音場プログラムに応じたバーチャ
ルDSPモードに切り換わります。また、セットメニューでセン
タースピーカーやフロントエフェクトスピーカーの有無を設定
することにより、最小でメインL/Rの2スピーカーシステムま
で幅広い使い方が可能です。

以下の場合はバーチャルDSPになりません。
- 音場プログラムNo.7の“8ch Stereo”またはNo.12の
“Normal”が選ばれている。

- ドルビーデジタルカラオケソースを入力している。
- テストトーンでスピーカーのレベル調節をしている。

+
VOLUME

–

3 機器の再生を始めます。
再生する機器の取扱説明書を参照してください。

4 音量を調節します。
VOLUME“＋”または“－”キーで
音量を調節します。（本体では、
VOLUMEコントロールを回して
調節します。）

メモ
● OUT(REC)端子と接続している機器の電源が切れている場合、再生音
が歪んだり、音量が下がることがあります。このような場合は、接続し
ている機器の電源を入れて使用してください。

5 音場プログラムを選択します。

音場プログラムキーで12種類の中から好みの音場プログラ
ムを選択します。
●本体のDSP PROGRAMセレクターを回すと、音場プロ
グラム名とタイプが順に変わります。

メモ
● 6CH INPUTを入力しているときは、音場プログラムを選択すること
はできず、音場効果はかかりません。

● デジタル入力で、サンプリング周波数が96kHzの場合は音場効果はか
かりません。ステレオ再生になります。
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再 生

BGV機能
リモコンのインプットセレクターでソースを選択すると、BGV
（バックグラウンドビデオ）機能を使うことができます。BGV機
能とは、ビデオ系ソースの映像と、オーディオ系ソースの音声を
組み合わせて楽しむ機能です。

ビデオ系ソースを選択した後、リモコンのインプットセレク
ターで、オーディオ系ソースを選択します。

PHONOV-AUX

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

   EFFECT  OFF

通常のステレオ再生
EFFECTキーを押して「EFFECT OFF」にすると、通常のステ
レオ再生になります。

ドルビーデジタル／DTS／PCM再生時に「EFFECT OFF」に
すると、ディスプレイにサンプリング周波数（fs）とチャンネル
数（ドルビーデジタル時、in：フロント／リア）が表示されます。
ドルビーデジタルカラオケソースのサラウンド左右チャンネル
に含まれるボーカル成分は、メインL、Rにそれぞれ加算処理さ
れ、出力されます。

メモ
● EFFECT OFFの時は、フロント、リア、センタースピーカーから音
は出ません。

● ドルビーデジタルソフトによっては、ダイナミックレンジの“MIN”
設定時や、「EFFECT OFF」時に音量が極端に下がる場合がありま
す。このような場合は「EFFECT ON」にしてください。

例）サンプリング周波数
48kHz、ドルビーデジタル
フロント3チャンネル、リア
2チャンネルの信号が入力
されている場合

   EFFECT  OFF
 fs=48k   in:3/2

q

q

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

+–

LEVELキーについて
ソースの再生音を聴きながらメインスピーカー以外のスピー
カー出力レベルを調節することができます。

1 PARAMETER/SET MENUスイッチをPARAMETER
にします。

2 LEVELキーを押すごとに、センター→リアR・エフェク
ト→リアセンター・エフェクト→リアL・エフェクト→フ
ロント・エフェクト→サブウーファー→センターの順で
スピーカーを選択できます。
調節したいスピーカーをLEVELキーで選んでから、カー
ソルキーの“－”または“＋”でレベルを調節します。

センター、リア、フロントスピーカーの調節範囲は、
±10dBです。
サブウーファーの調節範囲は、－20dB～0dBです。

メモ
● LEVELキーでスピーカーレベルを調節すると、TEST DOLBY
SUR.およびTEST DSPで調節したスピーカーレベルも変更され
ます。

● PARAMETER/SET MENUスイッチがSET MENUのとき、レ
ベル調節はできませんが、LEVELキーを押すごとに各スピーカー
のレベルが表示されるのでスピーカーレベルの確認ができます。

● LEVELキーでレベル表示にすると、リモコンの“△”または“▽”
キーでもスピーカーを選択することができます。“▽”キーを押す
とLEVELキーと同じ順序でスピーカーが選択され、“△”キーを押
すと逆方向に選択されます。

● セットメニュー「SPEAKER SET」で“NONE”に設定したスピー
カーのレベルは“－－dB“と表示され、調節することはできません。

PARAMETER/SET MENULEVEL

－、＋

EFFECT     LEVEL
CENTER       0dB

EFFECT     LEVEL
FRONT        0dB

EFFECT     LEVEL
SWFR        0dB

EFFECT     LEVEL
R SUR.     0dB

EFFECT     LEVEL
REAR CT     0dB

EFFECT     LEVEL
L SUR.     0dB

センター�

リアR・エフェクト�

リアセンター・エフェクト�

リアL・エフェクト�

フロント・エフェクト�

サブウーファー�

ヘッドホンで音場効果を楽しめるサイレントシ
アターについて
高精度なHRTF（頭部伝達関数）を用いた両耳間クロストーク処
理により、自然で立体感あふれる音場効果のヘッドホンDSPア
ルゴリズムを開発搭載しました。
音場ごとにヘッドホン用のパラメーターが設定され、No.1～
12の全音場プログラムをヘッドホンでも楽しめます。夜間の視
聴などにお使いください。
●ヘッドホンをつなぐと、各チャンネルのエフェクトレベルを
調節することはできません。
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音場効果を楽しむ

本機には、世界各地の著名な演奏会場での実測データを元に作成されたHi-Fi DSP音場プログラムに加え、より幅広い表現力を持つCIN-
EMA-DSP音場プログラムを内蔵しています。メモリーされている音場プログラムは全49ポジション。再生するときに好みの音場を呼
び出して、その臨場感と効果をお楽しみください。
プリセットされている音場プログラムは、大きく分けてHi-Fi用とAV用の2つのグループに分けることができます。

メモ
● 6CH INPUTを入力しているときは、音場効果はかかりません。
● デジタル入力でサンプリング周波数が96kHzの場合は、音場効果はかかりません。ステレオ再生になります。

音場とは
「その空間が持つ特有な音の響き」を音場と呼んでいます。
コンサートホールなどで、私たちは、楽器の音や歌手の声が直接聴こえてくる「直接音」のほかに、床や壁・天井などに一回反射してから聴
こえてくる「初期反射音」、さらに何回も反射をくり返し、次第に減衰していく「後部残響音」を聴くことになります。（図A）
私たちは、直接音、初期反射音、後部残響音の一連の流れを一つの音として聴いているわけです。
反射音は、壁などに反射してから耳に到達するため、直接音より遅れてきます。そして時間経過とともに、壁や床・天井などに吸音され、直
接音よりレベルが小さくなります。（図B）
これらの初期反射音と残響音の構成は、建物内部の形状や広さ、内装材料の種類などによって異なり、そのホール特有の響きが生まれます。
それが「音場」です。
ヤマハでは、世界の著名なコンサートホールやオペラハウスなどで、反射音の方向・強さ・帯域特性・遅延時間などの音場情報を実際に測定
し、その膨大なデータをROMに蓄積しています。
本機は、音場を再現するヤマハDSP（デジタルサウンドフィールドプロセッサー）を搭載、この音場実測データをもとに作成された音場プ
ログラムを自由に選択し、著名ホールやライブハウスの音場をリスニングルームに再現することができます。

信
号
の
強
さ
（
レ
ベ
ル
）�

直接音�
初期反射音�

時間�

直接音�

音源�

図A

図B

反射音�

後部残響音�

初期反射音�

音源�

後部残響音�

音源�
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No. プログラム名

1
コンサート ホール

CONCERT HALL 1

2
コンサート ホール

CONCERT HALL 2

3
チャーチ

CHURCH

4
ジャズ クラブ

JAZZ CLUB

5
ロック コンサート

ROCK CONCERT

6
スタジアム

STADIUM

7
エンターテイメント

ENTERTAINMENT

タイプ 特長または最適ソース
ヨーロッパ ホールエー

Europe Hall A ヨーロッパに多くみられる内装材にシックな木の内張りが使われた、
ミュンヘンにある2500席程度のコンサートホールです。繊細な美しい
響きが豊かに拡がり、落ち着いた雰囲気を持っています。座席の位置は、
1階の中央左寄りです。

ヨーロッパ ホールビー

Europe Hall B フランクフルトにある木製の内装材を使った2400席弱のシューボッ
クス型コンサートホールです。ステージ上方のマホガニー色に塗装され
た幾層もの反射板によって、ステージ方向からの反射音が強く、直接音
が増強される傾向にあり、力強い響きが特長です。座席の位置は1階中
央右寄りです。

ユーエスエー ホールシー

U. S. A. Hall C ヨーロッパの伝統をふまえて設計された、ボストンにある大規模なコン
サートホールです。客席数は2600席程度で、内装はよりシンプルにま
とめられ、アメリカ的な処理が感じられます。中高音の豊かな響きが特
長です。

ライブコンサート

Live Concert 円形ホールをイメージさせる広大な音場で、全周囲に反射音が拡がり、
サラウンド感が強く、豊麗な響きが特長です。

フライブルグ

Freiburg ドイツ南部の120m近い尖塔を持つ大きな教会です。
石を積み上げて造られており、天井が高く、細長い空間を持っています。
残響時間は非常に長くなりますが、逆に初期反射は少なくなります。そ
のため、直接音の厚みは余りありませんが、響きが多く、教会特有の音場
を再現します。

ロワイヨーモン

Royaumont パリ近郊ロワイヨーモンにある美しい中世ゴシック建築の修道院の食
堂大広間の音場です。
天井をささえる石柱毎に構成されるドーム状の多くの天井空間に残響
が響きあい、余韻の美しい音場です。

ヴィレッジ ゲート

Village Gate ニューヨークにあるライブハウスで、比較的広いことから小ホールのよ
うな響きです。ステージに向かい中央左寄りの音場です。

ザ ボトム ライン

The Bottom Line ニューヨークで話題のライブハウス“ザ ボトム ライン”のステージ正面
の音場です。フロアは300席ある左右に幅広い客席で占められ、リアル
でライブな音場です。

ロキシー シアター

Roxy Theatre ロサンゼルスにあるロック系ライブハウスで、客席は最高時で約460
程です。客席中央左寄りの音場です。

アリーナ

Arena 広いアリーナの音場です。
アナハイム

Anaheim ロサンゼルスにある直径300m以上もある大きなスタジアムの音場で
す。遠く離れた場所からの反射音が遅れて聞こえ、野外にいる雰囲気が
再現されます。

ボール

Bowl すり鉢状に客席が並ぶ野外スタジアムの音場です。遠く離れた客席から
の反射音が全周囲方向に感じられます。

ディスコ

Disco ディスコミュージックに包まれる乗りの良い音場空間を演出するプロ
グラムです。

チャンネル ステレオ

8ch Stereo ホームパーティーなどでのBGMを演出する音場です。

Hi-Fi DSP音場プログラムのタイプと特長
●メインスピーカーL, Rからは、入力されたままのステレオ音声が出力されます。
●センタースピーカーから音は出ません。（ドルビーデジタルまたはDTS入力時に、これらのプログラムを選んだ場合は出力されます。ま

た、音場プログラム「8ch Stereo」を選ぶと、入力ソースにかかわらず、セットメニューで設定したすべてのスピーカーから出力され
ます。）

●エフェクトスピーカーからの出力で、リスニングルームにプログラム通りの音場を再現します。
●入力信号に応じてドルビーデジタルデコーダー、DTSデコーダーが使用されます。

音場効果を楽しむ

メモ
● 実測音場データを採用しているため、プログラムによってはエフェクトチャンネルのL, Rのバランスが異なるものもあります。
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CINEMA-DSP音場プログラムのタイプと特長

■ CINEMA-DSP音場プログラムのサウンドデザイン
映画製作者の意図するサウンドは、セリフは明瞭にスクリーン上に定位し、効果音はその奥に、音楽はさらにその奥に拡がり、そしてサラ
ウンドは視聴者を取り囲んでスクリーンの映像と一体になるようにデザインされています。
ヤマハDSPをAV再生用に進化させたプログラムが「CINEMA-DSP」です。映画サラウンドデコーダーであるドルビー プロロジック、ド
ルビーデジタルやDTSの各デコーダーとヤマハDSPを融合し、映画のサウンドを最良の状態でデザインするダビングステージ（最終的
な映画のサウンドデザインを完成させるファイナルミックス）でのクオリティをAVルームに再現するサラウンド音場です。
CINEMA-DSP音場プログラムでは、フロントのL, C, RチャンネルにもヤマハDSP処理を加えることで、視聴者はセリフの実在感や効
果音、音楽の奥行き感とともに、スムーズな音源の移動感とスクリーンまで回り込むサラウンド音場に包まれます。

音場効果を楽しむ

■ MOVIE THEATERプログラム
通常手にする映画のパッケージソフトは、ドルビーサラウンドのマトリックス技術によって4チャンネル（L/C/R/S）の音声情報がエン
コード処理され、L/Rに収められています。それをデコード（復元）するのがドルビー プロロジック デコーダーです。ムービーシアタープ
ログラムは、エンコード・デコード処理によって失われがちな拡がり感や微妙な音のニュアンスまでも再現しようというものです。マト
リックス処理を行わない70mmフィルムの6チャンネルマルチトラックで得られるような明瞭な音源の定位と豊かな拡がりを、ダビン
グステージのクオリティと理想的な音場で楽しめるのがムービーシアター70mmプログラムです。また、最新の映画館用デジタルサラ
ウンドシステムである「ドルビーステレオデジタル」や「DTS（デジタルシアターシステムズ）」のサウンドをそのまま家庭でも楽しめるよ
うに開発されたのが「ドルビーデジタルデコーダー」および「DTSデコーダー」です。そしてさらに、リアセンターチャンネルを設けること
により、新たなサウンドデザインが可能になりました。本機のムービーシアタープログラムでは、映画館用にデザインされたドルビーデ
ジタルやDTSサウンド、リアセンターチャンネルを追加した6.1チャンネルデジタルサラウンドに対応しており、家庭用のスピーカーシ
ステムで、家庭のスペースで再生しても、臨場感あふれるスケールの大きな音場を楽しめます。

メイン左 センター メイン右�

リア左 リア右�

メイン左 センター メイン右�

リア左 リア右�

メイン左 センター メイン右�

リア左 リア右�リアセンター�

�
�

映画館の音場再生�

�
�

家庭でのサラウンド再生�

�
CINEMA DSP�
による音場再生�

CINEMA DSP＋�
ドルビーデジタル／DTS�

による音場再生�

効果音�

プレゼンス�
音場�

サラウンド音場�
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タイプ 特長または最適ソース
ゲーム

Game モノラル、ステレオを問わず、ゲームサウンドにビビッドな奥行き
とサラウンド感を与え、迫力と臨場感のあるゲームが楽しめます。

ポップ ロック

Pop/Rock ロック、ジャズ等のライブコンサート会場のイメージです。サラウ
ンド音場に広いホールのデータを使用しているため、間接音成分が
豊かに回り込み、スクリーン周囲への映像空間、音場空間がいっぱ
いに拡がり、熱狂的な雰囲気にひたれます。
6.1/ESデコーダー動作時は、リアセンター音源とリアセンター音
場が加わります。

クラシカル オペラ

Classical/Opera 響きの量を適度に抑えてあり、声の奥行き感、明瞭度に優れていま
す。オペラではステージでの定位や臨場感と共に、オーケストラ
ボックスの響きが眼前にくり広げられます。サラウンド音場は控え
めながら、コンサートホールのデータを使用することで音楽の美し
さを演出。長時間のオペラものでも疲れません。
6.1/ESデコーダー動作時は、リアセンター音源とリアセンター音
場が加わります。

モノ ムービー

Mono Movie 古いモノラル名作映画専用のポジションです。オペラハウス系のプ
レゼンス音場と適度な残響処理により、往年の名作映画のモノラル
音声が臨場感を持って再生されます。
6.1/ESデコーダー動作時は、リアセンター音源が加わります。

バラエティ スポーツ

Variety/Sports プレゼンス音場はやや狭いが、サラウンド音場にはコンサートホー
ルのデータを使用しており、様々なバラエティーや中継番組に、適
用範囲の広い音場効果を再現。スポーツ中継のステレオ放送では、
解説者は中央に定位し、歓声や場内の雰囲気は周囲へと拡がりま
す。後方回り込みは適度に抑えてあるので、長時間使用しても違和
感がありません。
6.1/ESデコーダー動作時は、リアセンター音源とリアセンター音
場が加わります。

70mm映画の大画面シアターそのものの超ワイドな空間に映画の
空気がそのまま存在するようなスペクタクルな音場です。微妙な音
の響きまでも再現する表現力をもち、映像と空間に今までにないリ
アリティを生みだします。70mm映画初期の作品から最新のドル
ビーソフトおよびDTSソフトまで、幅広くスペクタクルな世界が
楽しめます。
6.1/ESデコーダー動作時は、リアセンター音源とリアセンター音
場が加わります。

最新のSFX映画のサウンドデザインをセリフと音楽効果音にクー
ルに描き分け、静けさの中に広大なシネマ空間を演出します。高度
なテクニックを駆使したドルビーステレオ、ドルビーデジタル、
DTSソフトまで、Science Fictionの世界を仮想空間音場で楽し
めます。
6.1/ESデコーダー動作時は、リアセンター音源とリアセンター音
場が加わります。

No. プログラム名

7
エンターテイメント

ENTERTAINMENT

8
コンサート ビデオ

CONCERT VIDEO

9
テレビ シアター

TV THEATER

10
ムービー シアター

MOVIE THEATER 1

●入力信号に応じて、ドルビー プロロジック デコーダー、方向性強調回路、ドルビーデジタルデコーダー、DTSデコーダーが使用されま
す。

●センタースピーカーを使用した場合は、良好なセンター定位が得られます。
●メインL, Rも方向性強調に信号処理された出力になります。
●No. 10～12はビジュアルソフト  または  と表示されているドルビー エンコードソースおよび  と表示

されているDTSエンコードソースの再生に最適なプログラムです。

ステレオ入力
スペクタクル

　● 70mm Spectacle
ドルビーデジタル入力
　● DGTL Spectacle*1

　● Spectacle 6.1*2

DTS入力
　● DTS Spectacle*1

　● Spectacle ES*2

ステレオ入力
サイエンスフィクション

　● 70mm Sci-Fi
ドルビーデジタル入力
　● DGTL Sci-Fi*1

　● Sci-Fi 6.1*2

DTS入力
　● DTS Sci-Fi*1

　● Sci-Fi ES*2

*1　6.1/ESデコーダーがオフのとき
*2　6.1/ESデコーダーがオンのとき

音場効果を楽しむ
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メモ
● 入力モードが“AUTO”に設定されている場合、ドルビーデジタル信号、またはDTS信号が入力されると、音場プログラムは自動的に“ドルビーデジ
タル再生用音場”または“DTS再生用音場”に切り換わります。

● セットメニュー「12 6.1/ES AUTO」が“ON”に設定されている場合、6.1チャンネルデジタルサラウンド自動認識対応のソフトを再生すると6.1/
ESデコーダーが自動的にオンになり、対応した音場プログラムに切り換わります。

● ドルビーデジタル5.1チャンネル再生またはDTS 5.1チャンネル再生のとき、リモコンの6.1/ESキーで6.1/ESデコーダーをオン／オフできます。
● 音場プログラムは名前にこだわらず、聴感上最も気に入ったものを選択してください。また、実際に聴くときは、プログラムの音場にリスニングルー
ム自体の音場が付加されます。プログラムの音場を楽しむには、リスニングルームをできるだけデットに（反射音がないように）しましょう。

● フロント・エフェクトスピーカーを使用するシステムでは、モノラルソースをCINEMA-DSP音場プログラム（No.7のGame、No.8～12）で再生す
ると、メインスピーカーから音は出ません。
また、フロント・エフェクトスピーカーを使用しない5チャンネルシステムでは、モノラルソースをCINEMA-DSP音場プログラム（No.7のGame、
No.8～11）で再生すると、メインスピーカーからフロント・エフェクト信号が出力されます。CINEMA-DSP音場プログラムNo.12で再生した場
合はフロント・エフェクト信号は出力されず、メインスピーカーから音は出ません。

*1　6.1/ESデコーダーがオフのとき
*2　6.1/ESデコーダーがオンのとき

タイプ 特長または最適ソース

最新の映画サウンドデザインを最高に再現するプログラムです。
70mm／ドルビーデジタルおよびDTSマルチトラックにデザイ
ンされた演出を忠実に再現すると共に音場プログラム自体の響き
をできるだけ抑え、響きをデットにした最新の映画館とコンセプト
を同じにしています。プレゼンス音場に、オペラハウス音場データ
を使用。会話の定位、立体感に優れています。サラウンド音場にはコ
ンサートホールのデータを使用、力強い響きと共にアクション、ア
ドベンチャーなどのデザインされたサウンドを明確に再現し、痛快
な臨場感をもたらします。6.1/ESデコーダー動作時は、リアセン
ター音源とリアセンター音場が加わります。

70mm/ドルビーデジタルおよびDTSマルチトラックのサウンド
を再現するプログラムで、全体に柔らかい拡がり感のある響きが特
長です。
プレゼンス音場はやや狭い印象で、セリフの響きを抑え明瞭度を損
なわずにスクリーン周囲とスクリーンの奥に立体的に再現されま
す。サラウンド音場は後方の広い空間に音楽やコーラス等のハーモ
ニーが美しく響く印象です。6.1/ESデコーダー動作時は、リアセ
ンター音源とリアセンター音場が加わります。

ドルビーサラウンド プロロジック／ドルビーデジタルデコーダー
またはDTSデコーダーで正確に処理されたムービーサウンドをス
トレートに再生します。（フロントエフェクト信号は出力されませ
ん。）セパレーション特性に優れ、スムーズで正確な音源の移動や定
位が得られます。6.1/ESデコーダー動作時はリアセンター音源が
加わります。

ドルビーサラウンドまたはDTSサラウンドのオリジナル定位を乱
すことなく、正確なデコード動作とDSP処理を行います。
35mm映画館のマルチサウンドスピーカーを、より理想的なもの
へシミュレーションした音場です。サラウンド音場は、視聴者を左
右後方から美しい響きで包み込みます。そのため、音の移動は後方
から左右、スクリーンに自然につながり、映画制作側の意図する効
果を再現します。6.1/ESデコーダー動作時はリアセンター音源と
リアセンター音場が加わります。

No. プログラム名

11
ムービー シアター

MOVIE THEATER 2

12 （ステレオ入力時）
プロ ロジック

 PRO LOGIC
（ドルビーデジタル入力時）

ドルビー デジタル

 DOLBY DIGITAL

（DTS入力時）
ディーティーエスデジタルサラウンド

DTS DIGITAL SUR

ステレオ入力
アドベンチャー

　● 70mm Adventure
ドルビーデジタル入力
　● DGTL Adventure*1

　● Adventure 6.1*2

DTS入力
　● DTS Adventure*1

　● Adventure ES*2

ステレオ入力
ジェネラル

　● 70mm General
ドルビーデジタル入力
　● DGTL General*1

　● General 6.1*2

DTS入力
　● DTS General*1

　● General ES*2

ステレオ入力
ノーマル

● Normal
ドルビーデジタル入力
● Normal*1

● Matrix 6.1*2

 DTS入力
● Normal*1

● ES*2

ステレオ入力
エンハンスド

● Enhanced
ドルビーデジタル入力
● Enhanced*1

● Enhanced 6.1*2

 DTS入力
● Enhanced*1

● Enhanced ES*2

音場効果を楽しむ
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TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP

POWER REC STOP PAUSE PLAY

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

PUSH

DVD

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

V-AUX PHONO

6CH INPUT

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

TV
THEATER

MOVIE
THEATER 2

MOVIE
THEATER 1

V/DTS
SUR.

0 +10 +100

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12
6.1/ES

CHP/INDEX

MUTE

EFFECT

VOLUME

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

�
入力名（機器面）表示�

�
インプットセレクター�

�
10KEY/DSPスイッチ�

6CH INPUTキー�

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

DVD

V-AUX PHONO

CD-R CD

VCR2/DVR DVD

D-TV/LD TUNER MD/TAPE

CABLE SAT VCR 1

PUSH

入力名�
（機器面）表示�

インプット�
セレクター／�
機器面の切り換え�

キー�

10KEY/DSP�
スイッチ�

操作エリア�

A

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12
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ENTER

MENU SOUNDDISPLAY
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MENU SOUNDDISPLAY
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CONCERT STADIUM

CONCERT
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THEATER
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THEATER 2
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THEATER 1
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0 +10 +100
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1 2 3 4
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9 10 11 12
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CONCERT STADIUM

CONCERT
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MENU SOUNDDISPLAY
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ROCK
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VIDEO

ENTER-
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POWER REC STOP PAUSE PLAY
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TV

THEATER
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THEATER 2
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THEATER 1
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MENU SOUNDDISPLAY

SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB
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5 6 7 8
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10KEY DSP

リモコンで操作する

本機のリモコンでは本機だけでなく、ヤマハ各機器の操作はもちろんのこと、ラーニングやメーカーコードのセットアップにより他社
の機器の基本的な操作が行えます。さらに、一つのキーを押すだけで「続けて行ういくつかの操作」ができるマクロ機能があります。

メモ
● ラーニングおよびセットアップについてはP.64をご覧ください。

機器個別の操作をする

メモ
● DVD、CD-R、MD、CD、TUNER面にはヤマハのリモコン対応機器の基
本的な操作の信号があらかじめプリセットされています。 A  面には
ヤマハのリモコン対応LDプレーヤーの信号がプリセットされていま
す。これらのプリセット済みの面にも必要に応じて他社のメーカー
コードをセットアップしたり、他のリモコン信号をラーニングするこ
とができます。

● V-AUX、PHONO、D-TV/LD、CABLE、SAT、VCR1、VCR2/DVR各
面には信号が入っていません。これらのキーに他のリモコンキーの信
号をラーニングするか、メーカーコードをセットアップすると操作で
きます。

全部で14の機器面があります。各面にメーカーコード名をセット
アップしたり他のリモコン信号をラーニングして対応する機器を
操作することができます。（OPTN面にはラーニングできますが、
セットアップはできません。）

■ 本機の操作面
10KEY/DSPスイッチを“DSP”側にセットすると、グレーで示
されているキーで本機を操作できます。他の機器面（表示窓に表示
される）が選ばれていても操作できます。

■ 各機器面の操作エリア
10KEY/DSPスイッチを“10KEY”側にセットすると、グレーで
示されているキーで各機器を操作できます。インプットセレク
ターまたは A  キーで機器を選ぶと表示窓に機器名が表示され、操
作エリアのキーは各機器面に応じた機能に切り換わり、その機器
の操作ができます。

● ヤマハのコードがプリセットされているDVD、LD、CD-R、MD、CD、
TUNER面の操作についてはP.47～49を参照してください。VCR1、
VCR2/DVR、SAT、CABLE、D-TV/LD面に対応機器のメーカーコー
ドをセットアップした場合の操作についてはP.50～51を参照してく
ださい。
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TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK CONCERTENTER-

POWER REC STOP PAUSE PLAY

+–

1 2 3 4

DVD

LIG
H

T

照光機能について
LIGHTキーを押すと、操作できるキーとリモコンの表示窓が約
10秒間点灯します。すぐに消したいときは、LIGHTキーをもう
一度押します。

点灯範囲

SOURCE SELECTキーについて
SOURCE SELECT▽／△キーを使って機器面を選ぶと、イン
プットセレクターで入力している機器とは別にその機器の操作
ができます。

SOURCE SELECT▽キーを押すとまずOPTNになり、その
後、次の順序で機器が切り換わります。SOURCE SELECT△
キーを押すと逆の順序で切り換わります（OPTNには切り換わ
りません）。

OPTN面について
OPTN面は予備の操作面です。この面には他のリモコン信号の
ラーニングができますが、メーカーコード名のセットアップは
できません。

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

POWER REC STOP PAUSE PLAY

+–

DVD

A　　V-AUX　　PHONO　　TV/LD　　TUNER　　MD　　CD-R�
�

DVD　　VCR2　　VCR1　　SAT　　CABLE　　CD

リモコンで操作する
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SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

CD

CDのディスプレイ表示切り換え�

TVの入力切り換え*1

“10KEY”側にセットする�
�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�

インデックス表示*3

TVの音量*1

CLEARキー*3

ディスクスキップ*3�
（CDチェンジャーのみ）�

トラックスキップ�

再生�

ポーズ*2

停止*2�
�

+10キー*3

CDの電源オン／オフ�
（ラーニングまたは他社のメーカー�
コード名をセットアップした場合）�
�

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

DVD

タイトル�
�

DVDのディスプレイ表示切り換え�
�

TVの入力切り換え*1

“10KEY”側にセットする�

メニュー表示�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�
�

タイトル／インデックス表示�

TVの音量*1

CLEARキー�

ディスクスキップ*2�

（DVDチェンジャーのみ）�

メニューカーソル／エンター�

サウンド�

チャプタースキップ�

再生�

ポーズ�

停止�

+10キー�

DVDの電源オン／オフ�
（ラーニングまたは他社のメーカー�
コード名をセットアップした場合）�

リターン�

リモコンで操作する

■ DVDキー（DVD面）

■ CDキー（CD面）

ご注意

機種によっては操作できないもの、操作方法が異なるもの、または限られた機能しか操作できないものがあります。その場合はラーニングするこ
とでご希望の操作になるように補ってください。

*1 D-TV/LDまたはPHONO面にTVのメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを操作できます。（D-TV/LD
とPHONO面の両方にTVのメーカーコード名をセットアップした場合は、D-TV/LDにセットアップした信号が出ます。）

*2 他社のDVDメーカーコード名をセットアップした場合は操作できないことがあります。

*1 D-TV/LDまたはPHONO面にTVのメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを操作できます。（D-TV/LD
とPHONO面の両方にTVのメーカーコード名をセットアップした場合は、D-TV/LDにセットアップした信号が出ます。）

*2 工場出荷時およびヤマハのCDコード“Yama1”をセットアップすると、これらのキーは （ポーズ／停止）キーとして働きます。
*3 他社のCDメーカーコード名をセットアップした場合は操作できないことがあります。



48

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

MD

ディスプレイ表示切り換え*2

TVの入力切り換え*1

“10KEY”側にセットする�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�
�

TVの音量*1

トラックスキップ*2

再生�

ポーズ�

停止�

+10キー*2

電源オン／オフ�
（ラーニングまたは他社のメーカー�
コード名をセットアップした場合）�

録音�

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

CD-R

CD-Rのディスプレイ表示切り換え*3

TVの入力切り換え*1

“10KEY”側にセットする�
�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�

インデックス表示*3

TVの音量*1

CLEARキー*3

トラックスキップ*3

再生�

ポーズ*2

停止*2�
�

+10キー*3

CD-Rの電源オン／オフ�
（ラーニングまたは他社のメーカー�
コード名をセットアップした場合）�
�

■ MD/TAPEキー（MD面）
ヤマハのMDコードがプリセットされていますが、テープデッキを操作する場合はTAPEのメーカーコード名をセットアップしてください。

リモコンで操作する

■ CD-Rキー（CD-R面）

*1 D-TV/LDまたはPHONO面にTVのメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを操作できます。（D-TV/LD
とPHONO面の両方にTVのメーカーコード名をセットアップした場合は、D-TV/LD面にセットアップした信号が出ます。）

*2 工場出荷時およびヤマハのCD-Rコード“Yama1”をセットアップすると、これらのキーは （ポーズ／停止）キーとして働きま
す。

*3 他社のCD-Rメーカーコード名をセットアップした場合は操作できないことがあります。

*1 D-TV/LDまたはPHONO面にTVのメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを操作できます。（D-TV/LD
とPHONO面の両方にTVのメーカーコード名をセットアップした場合は、D-TV/LD面にセットアップした信号が出ます。）

*2 他社のMDメーカーコード名をセットアップした場合は操作できないことがあります。
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SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

TUNER

プリセットグループ�
A/B/C/D/E切り換え*2

“10KEY”側にセットする�
プリセット番号P1～P8の選択*1

プリセット局選択�

チューナーの電源オン／オフ�
（ラーニングまたは他社のメーカー�
コード名をセットアップした場合）�

左からプリセットグループ�
A、B、C、D、Eの選択*1

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

A

LDのディスプレイ表示切り換え�

TVの入力切り換え*1

“10KEY”側にセットする�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�
�

チャプター／タイム表示�

TVの音量*1

CLEARキー�

サウンド�

チャプタースキップ�

再生�

ポーズ�

停止�

+10キー�

LDの電源オン／オフ�
（ラーニングまたは他社のメーカー�
コード名をセットアップした場合）�

リモコンで操作する

■ TUNERキー（チューナー面）

■ Aキー（LD面）
LDプレーヤーを本機に接続せず、テレビなどに直接つないでいる場合でも操作できます。A キーにはインプットセレクターとしての機
能はないので、このキーでLDを入力ソースに選ぶことはできません。

*1 D-TV/LDまたはPHONO面にTVのメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを操作できます。（D-TV/LD
とPHONO面の両方にTVのメーカーコード名をセットアップした場合は、D-TV/LD面にセットアップした信号が出ます。）

*1 ヤマハのチューナーコード“Yama2”をセットアップすると、これらのキーを操作できます。
*2 他社のTUNERメーカーコード名をセットアップすると、メーカーコード名によってはFM/AM切り換えキーになります。
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SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

TV/LD

TV画面表示切り換え�

TV入力切り換え�

“10KEY”側にセットする�

TVのミュート�

VCR1の巻戻し／早送り*1

1～9チャンネル選択�

チャンネル決定�

TV音量調節�
�

TVのチャンネル選択�

VCR1の再生*1�
�VCR1のポーズ*1

VCR1の停止*1

0キーまたは10キー�
�

テレビの電源オン／オフ�
VCR1の録音*1

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

VCR 1

“10KEY”側にセットする�

巻戻し／早送り�

1～9チャンネル選択�

TV／ビデオ切り換え�

ビデオデッキの�
チャンネル選択�

再生�

ポーズ�

停止�

0キーまたは10キー�

ビデオデッキの電源オン／オフ�
�録音*1�
�

TV入力切り換え*2

TV音量調節*2

TVのミュート*2

リモコンで操作する

■ VCR1、VCR2/DVRキー（ビデオデッキ面）
VCR1またはVCR2/DVR面にVCRのメーカーコード名をセットアップした後で操作できます。

■ D-TV/LDキー（TV面）
D-TV/LD面にTVのメーカーコード名をセットアップした後で操作できます。

●本機に接続したLDプレーヤーを操作する場合は、LDのメーカーコード名をセットアップしてください。このようにTV以外のメーカー
コード名をセットアップする場合、TVのメーカーコード名はPHONO面にセットアップしてください。

*1 RECキーは2回押すと操作信号が出力されます。
*2 D-TV/LDまたはPHONO面にTVのメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを操作できます。（D-TV/LD

とPHONO面の両方にTVのメーカーコード名をセットアップした場合は、D-TV/LD面にセットアップした信号が出ます。）

*1 VCR1面にメーカーコード名をプリセットするとこれらのキーでVCR1の操作ができます。
RECキーは2回押すと操作信号が出力されます。
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SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

PHONO

“10KEY”側にセットする�

TV入力切り換え*1

TV音量調節*1

TVのミュート*1

リモコンで操作する

■ CABLE、SATキー（ケーブルTVチューナー、衛星放送チューナー面）
CABLE（ケーブルTVチューナー）およびSAT（衛星放送チューナー）面にメーカーコード名をセットアップした後で操作できます。

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

CABLE

ディスプレイ表示切り換え�

TV入力切り換え*2

“10KEY”側にセットする�

メニュー表示�

TVのミュート*2

VCR1の巻戻し／早送り*1

1～9チャンネル選択�

チャンネル決定�

TV音量調節*2

リコール�

チャンネル選択�

メニューカーソル／エンター�

VCR1の再生*1

VCR1のポーズ*1

VCR1の停止*1

0キー�

電源オン／オフ�

VCR1の録音*1

“CABLE”または“SAT”表示�

*1 VCR1面にメーカーコード名をプリセットするとこれらのキーでVCR1の操作ができます。
RECキーは2回押すと操作信号が出力されます。

*2 D-TV/LDまたはPHONO面にTVのメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを操作できます。（D-TV/LD
とPHONO面の両方にTVのメーカーコード名をセットアップした場合は、D-TV/LD面にセットアップした信号が出ます。）

■ PHONO、V-AUXキー、OPTN（PHONO、V-AUX、OPTN面）
PHONO、V-AUX、OPTN面にメーカーコード名をセットアップした後で操作できます。

*1 D-TV/LD面にTVのメーカーコード名をセットアップすると、これらのキーでテレビを操作できます。
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2番目　 3番目

リモコンで操作する

マクロ機能を使う
マクロ機能とは、ソースを再生するときに行う一連のキー操作を１つのキー操作でできるようにする機能です。
例えばCDを再生する場合、通常、 システムの電源を入れる→ CDに入力切換→ PLAYキー（再生開始）・・などの操作が必要です。マ
クロ機能を使うと、一連のキー操作の代りにインプットセレクターのCDキーを押すだけで、CDを再生することができるようになります。
下の表に示すように、本リモコンのマクロキー（すべてのインプットセレクター、 A  キーおよびSYSTEM POWERとSTANDBYキー）
には、マクロ機能があらかじめプリセットされています。
また、マクロキーにはオリジナルのマクロ操作を設定することもできます（P.69参照）。

プリセットされているマクロ動作

マクロキー 1番目　

CD

TUNER

D-TV/LD

MD/TAPE

V-AUX

CABLE

SYSTEM
POWER

STANDBY

テレビの電源が入る（*2）

D-TV/LDまたはPHONOの
POWERキーにラーニングま
たはセットアップしたテレビ
電源入の信号が出る

本機の電源が切れる
（接続した機器の電源が切
れる）

PHONO

入力切換：V-AUX

本機の電源が入る
（接続した機器の電源が入
る*1）

入力切換：CD ヤマハCDの再生開始（*4） CDのw信号が出る

本機の電源が入る
（接続した機器の電源が入
る*1）

入力切換：TUNER（*3）

入力切換：D-TV/LD

入力切換：MD/TAPE ヤマハMDの再生開始（*4） MDのw信号が出る

入力切換：PHONO

入力切換：CABLE

CD-R

入力切換：CD-R ヤマハCD-Rの再生開始（*4） CD-Rのw信号が出る

VCR 1 VCR 2/DVR 入力切換：VCR 1
VCR 2/DVR

VCR 1またはVCR 2/
DVRの再生開始（*5）

VCR 1またはVCR 2/
DVRのw信号が出る

SAT

入力切換：SAT

DVD

入力切換：DVD ヤマハDVDの再生開始（*4） DVDのw信号が出る

＊1 接続した機器の電源を入れるためには、接続機器の電源プラグを本機の
SWITCHED AC OUTLETSに接続し、電源のオン／オフを本機に同
期させるようにします。（機器によっては電源のオン／オフが本機に同
期しないものもあります。接続する機器の取扱説明書をご覧ください。）

＊2 キーを押すごとに電源のオン／オフが切り換わるテレビやビデオデッ
キの場合は、希望の操作にならないことがあります。
例：すでに電源の入っているテレビでは、SYSTEM POWERキーを押
すと電源が切れます。

＊3 入力がTUNERになると、ヤマハのチューナーは電源を切る前に受信し
ていた局を受信します。

＊4 再生が始まるのは、ヤマハのリモコン対応CDプレーヤー、CD-R、MD、
DVDプレーヤーです。他の機器はラーニングまたはメーカーコード
セットアップが必要です。

＊5 ヤマハ以外の機器をマクロ操作するときは、その機器の入力面の
PLAYwキーにラーニングしておくか、メーカーコードをセットアップ
しておくことが必要です。
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リモコンで操作する

■ マクロ機能で操作する

1 MACROスイッチを「ON」の位置にします。

2 希望のマクロキーを押します。

メモ
● マクロ操作中は、すべてのマクロ信号の出力が終わるまで、（TRASMIT
インジケーターが消灯するまで）他のキーの操作は受け付けません。

● マクロ操作中は、すべてのマクロ信号の出力が終わるまで、本リモコン
の送受信窓を本体および操作する機器のリモコン受光窓の方向に向け
続けてください。

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

マクロキー�
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VCR 2/DVR

CD

VCR 1

TUNERCABLE

CD-RD-TV/LD
MD/TAPEDVD

PHONO

VIDEO AUX

SAT

REC OUT

SOURCE

録音と録画

本機はREC OUTセレクターを装備しているため、再生中のソー
スを録音／録画、または、再生中のソースとは別のソースを録音／
録画することができます。

メモ
● 録音／録画する場合、事前に「試し録音」「試し録画」を行ってください。
● 本機の電源を切ると、接続した機器間の録音／録画は行えません。
● トーンコントロール（BASS, TREBLE）、BASS EXTENSION、セッ
トメニューの「3 L/R BALANCE」、VOLUME、音場プログラムなど
を操作しても、録音／録画には影響しません。

● 入力ソースと同一のOUT（REC）には出力されません。（たとえば、
VCR1の信号はVCR1のOUTには出力されません。）

● S VIDEO端子からの録画は、S VIDEO端子同士のみ有効です。
● DIGITAL端子からの録音は、DIGITAL端子同士のみ有効です。
● 6CH INPUT端子から入力した信号は録音できません。
● ドルビーデジタル RF信号は、OUT（REC）には出力されません。

ご注意

DTS信号はOUT（REC）に出力されますが、録音機器（MD、DATな
ど）によっては再生時にDTSデコードできない機器もあります。ま
た、DTS信号は通常のPCM音楽信号とは周波数成分の異なったデ
ジタルのデータなので、DTSデコーダーを通さずに録音・再生する
とノイズが出力され、スピーカーが破損する恐れがあります。ご注意
ください。

1 再生する機器の電源を入れます。

2 REC OUTセレクターを設定します。

見ている（聴いている）ソースを録音
／録画するには
REC OUTセレクターを“SOURCE”
の位置にします。

見ている（聴いている）ソースとは別
のソースを録音／録画するには
REC OUTセレクターを録音したい
ソースの位置にします。

3 ソースを再生します。
「再生」（P.36）の手順で録音／録画するソースを再生しま
す。

4 録音／録画を開始します。
MD、テープデッキ、CD-Rまたはビデオデッキ、DVRで録音
／録画を開始します。

メモ
● 録音レベルの調節は、それぞれのデッキで行います。ご使用になる機器
の取扱説明書を参照してください。

PHONES

BASS TREBLE

NATURAL SOUND   AV AMPLIFIER DSP-AX2

INPUT MODE
INPUT 

VOLUME

S VIDEO VIDEO L RAUDIO OPTICAL

VIDEO AUX

VCR 2/DVR

CD

VCR 1

TUNERCABLE

CD-RD-TV/LD
MD/TAPEDVD

PHONO

VIDEO AUX

SAT

REC OUT

SOURCE

BASS
EXTENSION

PROCESSOR
DIRECT

STANDBY
/ON

6CH 
IMPUT

SILENT

EFFECT

DSP PROGRAM

SPEAKERS
A B

D I G I T A L

D I G I T A L

S U R R O U N D

+– +–

REC OUTセレクター�

BGV録画
見ているソースを録画する場合（REC OUTセレクターが
「SOURCE」のとき）、リモコンのインプットセレクターで
ソースを選択すると、BGV（バックグラウンドビデオ）録画を
行うことができます。BGV録画とは、ビデオ系ソースの映像
と、オーディオ系ソースの音声を組み合わせて録画する機能で
す。

録画するビデオ系の映像をインプットセレクターで選択した
後、リモコンで録音するオーディオ系の音声を選択して、録画
します。 PHONOV-AUX

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD
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≥ Europe Hall A
≥*INIT.DLY…………43ms
  ROOM SIZE…………1.0
  LIVENESS…………………5
  S.DELAY……………10ms

P01  CONCERT HALL 1

プログラムNo.

カーソル� パラメーター�

プログラム名� プログラムタイプ�

音場プログラムのパラメーターは、プリセット値のままで十分お楽しみいただけます。基本的に設定を変更する必要はありませんが、音
場プログラムの一部のパラメーターは、プリセット値を変更することができます。パラメーターを変更すれば、音場キャラクターを活か
したまま、ソースや部屋の音響に合わせて音場プログラムをアレンジして楽しめます。

メモ
● リモコンで操作します。
● 各パラメーターの詳細については「パラメーターガイド」（P.76）をご覧ください。
● ヘッドホンとスピーカーでの視聴別にパラメーターを設定できます。
● 変更したパラメーターはメモリーに記憶されるため、コンセントを抜かない限り電源を切っても消えません。（P.83の「メモリーバックアップにつ
いて」参照）

■ パラメーターの変更

1 PARAMETER/SET MENUスイッチを“PARAMETER”
側にセットします。

2 音場プログラム、およびタイプを選択します。

3 カーソルキーの“▽”または“△”を押して、変更したいパラ
メーター名に ≥ を移動します。

4 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、パラメーターの設
定値を変更します。
モニター画面では、初期設定値以外に変更すると、パラメー
ター名の前にアスタリスク（＊）が表示されます。

「MEMORY GUARD!」が表示された場合：
メモリーガードが「ON」に設定されている場合は、パラメー
ターを変更できません。パラメーターを変更する場合は、
セットメニュー「15 MEMORY GUARD」で、メモリーガー
ドを“OFF”に設定してください。

5 必要に応じて、2～4の手順を繰り返し、他のプログラムの
パラメーターを変更します。

メモ
● プログラムによっては、パラメーターは数ページ（画面）に分けて表示
されます。ページを変更する場合は、カーソルキー“▽”または“△”を押
し続けてください。

ドルビーデジタル再生時の表示例

音場プログラムのパラメーターを変更する

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

2

“DSP”側に�
セットする�

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU
1

3、4

■ パラメーターを初期設定値に戻すには

●パラメーターの一部を初期設定値に戻すには
パラメーターをカーソルキーの“▽”または“△”で選択し、“＋”
または“－”を押し続けます。パラメーター値が続けて変化し、初
期設定値で一旦表示が止まります。（モニター画面では、パラ
メーター名の前のアスタリスク（＊）が消えます。）

●音場プラグラム内のパラメーターをすべて初期設定値に戻すには
セットメニューの設定で、各音場プログラムごとにパラメーター
をすべて初期設定値に戻せます。セットメニュー「9 PARAM.
INI」をご覧ください。
ドルビーデジタル、DTS音場やヘッドホン音場を含み、すべて
のパラメーターが初期化されます。

9 PARAM. INI
 *1   2   3   4

消える�

q

q

– +
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1
スピーカー セット

SPEAKER SET

2
ロー フリケンシー テスト

LOW FREQ. TEST

3
エル/アール バランス

L/R BALANCE

4
ヘッドホントーンコントロール

HP TONE CTRL

5
センター グラフィックイコライザー

CENTER GEQ

6
インプット リネーム

INPUT RENAME

7
アサイン

I/O ASSIGN

8
インプット モード

INPUT MODE

9
パラメーター イニシャライズ

PARAM. INI

10
ドルビー デジタル セット

DOLBY D. SET

11
ディーティーエス セット

DTS SET

12
オート

6.1/ES AUTO

13
スピーカーディレイタイム

SP DELAY TIME

14
ディスプレイ セット

DISPLAY SET

15
メモリー ガード

MEMORY GUARD

1A
センター スピーカー

CENTER SP

1B
メイン スピーカー

MAIN SP

1C
リア エル/アール スピーカー

REAR L/R SP

1D
リア センター スピーカー

REAR CT SP

1E
エルエフイー バス アウト

LFE/BASS OUT

1F
フロント エフェクト スピーカー

FRNT EFCT SP

1G
メイン レベル

MAIN LEVEL

10A
エルエフイー レベル

LFE LEVEL

10B
ダイナミックレンジ

D-RANGE

11
エルエフイー レベル

LFE LEVEL

本機には、15項目のセットメニューがあります。使用するスピーカーシステムに合わせて設定するスピーカーモードや、センターグラ
フィックイコライザー、パラメーターイニシャライズなどの便利な機能もセットメニューに納められています。必要に応じてセットメ
ニューを呼び出し、設定します。

メモ
● 再生中もセットメニューの設定を行えます。
● セットメニューはモニター画面を見ながら設定することをおすすめします。本体のディスプレイ表示でも設定できますが、モニター画面の方が視
覚的に分かりやすく設定できます。

セットメニューの設定

センタースピーカーの性能や有無に応じて出力モードを選択します。
（P.30参照）

メインスピーカーの性能に合った出力モードを選択します。（P.30参照）

リアL/Rスピーカーの性能や有無に応じて出力モードを選択します。
（P.31参照）

リアセンタースピーカーの性能や有無に応じて出力モードを設定します。
（P.31参照）

LFE/BASS信号を出力するスピーカーを選択します。（P.32参照）

フロント・エフェクトスピーカーの有無に応じて出力モードを選択しま
す。（P.32参照）

メインスピーカーの音量レベルを選択します。（P.32参照）

サブウーファーと各スピーカーの音のつながりをテスト（確認）します。

メインL、Rチャンネルのバランスを調節します。

ヘッドホンで聴くときの高音、低音を調節します。

センタースピーカーの音色をメインスピーカーと合わせるためにイコライザーを調節します。

各入力の名前を変更することができます。

COMPONENT VIDEO入力端子 A 、 B 、DIGITAL INPUT/OUTPUT端子 ～ に設定されて
いる機器の割り当てを、使用する機器に応じて変更できます。デジタル入力が不足したときなど、
使用する機器に応じて端子を設定できます。

電源投入時の入力モードを設定します。

プログラムのパラメーターを元の初期設定値に戻します。

ドルビーデジタルでのLFE信号の再生レベルを設定します。

ドルビーデジタル再生時のダイナミックレンジを設定します。

DTSでのLFE信号の再生レベルを設定します。

6.1/ESデコーダーのAUTO ON/OFFを設定します。

センターおよびリアセンタースピーカーのディレイタイムを設定します。

映像信号が入力されていないときの画面の色、オンスクリーン表示の位置、本体ディスプレイの明る
さを設定します。

設定したパラメーターやレベルなどを保護します。
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セットメニュー1～15の設定内容
各セットメニューの操作文は、カーソルキーの“▽”または“△”で
セットメニュー項目を選び、“＋”または“－”を押して設定したいメ
ニュー項目に入るところから記載されています。

メモ
● センタースピーカーがスピーカーモードで“NONE”に設定されている
と、「5 CENTER GEQ」の調節は無効になります。お手持ちのスピー
カーシステムに合わせ、「スピーカーモードの設定」をご確認ください。

1 SPEAKER SET（スピーカーセット）

スピーカーの種類に合った出力モードを設定します。「1A
CENTER SP」 ～ 「1G MAIN LEVEL」の設定が含まれています。
詳細は「スピーカーモードの設定」を参照してください。
サブウーファーを使用するときも、スピーカーモードを設定してく
ださい。

2 LOW FREQ. TEST
（ローフリケンシーテスト）

サブウーファーと各スピーカーの音のつながりを周波数の低いテ
ストトーンによってテスト（確認）します。

1 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「2 LOW FREQ.
TEST」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“▽”または“△”を押して、TEST TONEを選
び、“＋”または“－”を押してテストトーンを“ON”に設定し
ます。
“OFF”に設定すると、テストトーンは鳴りません。

メモ
● ヘッドホンをつないでいるとテストトーンを“ON”に設定できません。
ヘッドホンを抜いてください。
また、テスト中にヘッドホンをつなぐとテストトーンは“OFF”になり
ます。

3 カーソルキーの“▽”または“△”を押して、OUTPUTを選択
し、カーソルキーの“＋”または“－”を押して、確認したい
チャンネル（MAIN LR/MAIN L/CENTER/MAIN R/R
SUR./REAR CT/L SUR./SWFR（SUBWOOFER）/
FRONT）を選びます。
SUBWOOFER選択時は、90Hz以上のテストトーンはハイ
カットフィルタでカットされます。また、セットメニュー1
の設定により、90Hzを境にテストトーン出力チャンネルが
変わることがあります。

1 SPEAKER SET
 -/+ : Enter

セットメニューの設定

セットメニューの操作手順
リモコンで操作します。

1 PARAMETER/SET MENUスイッチを“SET MENU”に
合わせます。

2 カーソルキーの“▽”または“△”を押します。モニター、およ
び本体ディスプレイがセットメニュー表示に切り換わりま
す。

3 カーソルキーの“▽”または“△”を押して設定したいメ
ニュー項目に ≥ を移動します。

メモ
● モニター画面は、1～15のセットメニューを4ページに分けて表示し
ます。

4 カーソルキーの“＋”または“－”を押して各メニュー項目に
入り、“＋”または“－”で設定値を変更します。

設定が終わったら、カーソルキーの“▽”または“△”を押して
メニュー項目を切り換え、カーソルキーの“＋”または“－”を
押して、各メニューの設定値を変更します。

5 設定が終わったら、リモコンのPARAMETER/SET MENU
スイッチを“PARAMETER”側に切り換え、カーソルキーの
“▽”または“△”を押して、セットメニュー表示からプログラ
ム表示に戻します。

PARAMETER

SET MENU

q

q

– +

q

q

– +

q

q

– + 1 SPEAKER SET
≥ 2 LOW FREQ.TEST

3 L/R BALANCE
4 HP TONE CTRL

/ : Up/Down
-/+ : Enter

SET MENU 1/4

q

q

– +PARAMETER

SET MENU

≥ TEST TONE…………ON
OUTPUT…MAIN L/R
FREQ.………………88Hz

2 LOW FREQ.TEST

≥ TEST TONE…………ON
OUTPUT…MAIN L/R
FREQ.………………88Hz

2 LOW FREQ.TEST

2 LOW FREQ.TEST
TEST TONE…………ON
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セットメニューの設定

4 テストトーンが聞こえるように、VOLUMEを調節します。
（ソースの再生中は、テストトーンが優先され、ソースの再生
音は出力されません。）

5 サブウーファーとの音のつながりがスムーズなことを確認
するために、テストトーンの中心周波数を変えます。カーソ
ルキーの“▽”を押して、FREQ.（周波数）を選択し、“＋”また
は“－”を押して中心周波数（35～250, 35-250Hz）を設
定します。

メモ
● サブウーファーのレベル調節は、サブウーファー側で行いますが、本機
のリモコンのLEVELキーを使って調節することもできます。

● テストトーンが聞こえない場合は、ボリュームを絞ってから電源を切
り、スピーカーの接続を確認してください。

ご注意

ローフリケンシーテストのテストトーンは通常の再生信号よりも音
量が小さく設定されています。“TEST TONE ON”から“OFF”に戻
す前に、音量を絞ってください。

テストトーンについて

●本機のテストトーンはトーンジェネレーターによって作り
出しています。

●全帯域フラットな広帯域ノイズから、急峻なバンドパスフィ
ルターでFREQ.指定された周波数を中心とした帯域を切り
出します。

●中心周波数は、35Hz→39Hz→44Hz→「1/6オクターブ
ステップ」で変わります。

●帯域幅「35～250Hz」を設け、低域全体のバランスチェック
も行えます。

●本機では、テストトーンの中心周波数の分解能を上げなが
ら、その帯域幅で平均化を図り、急峻なピークディップの影
響を少なくしています。

●サブウーファーのレベル調節ばかりでなく、部屋の中の低域
特性チェックにも応用できます。特に超低域ではリスニング
ポジションや、スピーカーの設置場所、サブウーファーの極
性によって状態が大きく変わります。いろいろ試してみま
しょう。

デジタルトーンジェネレーター・広帯域ノイズ発生�

ノイズ�

FREQ.

バンドパスフィルター�

35Hz～250Hz

FREQ.�
（中心周波数）�

3 L/R BALANCE（L/Rバランス）

メインL、Rチャンネルのバランスを調節します。

1 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「3 L/R BALANCE」
表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、メインL/Rチャン
ネルのバランスを調節します。
L側に設定するほどR側の音が小さくなり、R側に設定する
ほどL側の音が小さくなります。通常は、0の位置（中央）に設
定します。

メモ
● L/R BALANCEはメインL、R信号だけに働き、エフェクト信号には働
きません。

L R
0

-/+ : Adjust
/ : Exit

3 L/R BALANCE
.......... ..........||

3 L----------R
0

- -

4 HP TONE CTRL
（ヘッドホントーンコントロール）

ヘッドホンの低音域および高音域を調節します。－6dB～＋3dB
の範囲でカット（減衰）／ブースト（強調）することができます。

1 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「4 HP TONE
CTRL」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“▽”または“△”を押して、「BASS」または
「TRBL」を選びます。

3 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、レベルを調節しま
す。
レベルを大きくするほどブースト（強調）量が多くなり、小さ
くするほどカット（減衰）量が多くなります。

4 HP TONE CTRL
≥ BASS |
TRBL | 4 HP TONE -- --

BASS 0dB -- --

4 HP TONE CTRL
BASS |

≥ TRBL | 4 HP TONE -- --
TRBL 0dB -- --

----------


---------+

0dB

| |
| |

----------


---------+

0dB

| |
| |

カーソルの移動と本体ディスプレイ表示は同期しています。
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カーソルの移動と本体ディスプレイ表示は同期しています。

5 CENTER GEQ
（センターグラフィックイコライザー）

センタースピーカーの音色を、メインL/Rスピーカーの音色と合わ
せるためにセンターチャンネルのグラフィックイコライザーを調
節します。

1 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「5 CENTER
GEQ」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“▽”または“△”を押して、グラフィックイコ
ライザーの中心周波数（100Hz, 300Hz, 1kHz, 3kHz,
10kHz）を選びます。

3 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、レベル（－6dB～
＋6dB）を設定します。
レベルを大きくするほどブースト（強調）量が多くなり、小さ
くするほどカット（減衰）量が多くなります。0dBに設定する
とフラットになります。

テストトーンでのスピーカーレベルの調節中にCENTER GEQ
の調節を行うと、テストトーンを聞きながらセンタースピー
カーの音色を調節できます。この場合テストトーンはCENTER
固定で出力されます。
PARAMETER/SET MENUスイッチをSET MENUの位置
にし、カーソルキー“△”または“▽”を押してSET MENUの「5
CENTER GEQ」を選んでから、上記の手順1～3の操作で音色
調節をします。
テストトーンを通常のTEST DOLBY SUR.またはTEST
DSPに戻すにはPARAMETER/SET MENUスイッチを
PARAMETERの位置にし、カーソルキー“△”または“▽”を押
します。

≥ 100Hz
300Hz
1kHz
3kHz

10kHz
- +

dB

5 CENTER GEQ

5 CENTER- -----
100Hz - -----

|- |
| |

6 INPUT RENAME
（インプットリネーム）

各入力名を変更することができます（英数字などで8文字まで）。変
更後は、その名前で入力が表示されます。
「7 I/O ASSIGN」で入力端子に接続する機器を変更した場合な
ど、機器に応じて名前を付け替えると便利です。

1 カーソルキーの“＋”または“－”を押して「6 INPUT
RENAME」表示に切り換えます。

2 名前を変更するインプットセレクターを押します。
1文字目のカーソルが点滅します。

DVD -> DVD


-/+ : Position
/ : Character

6 INPUT RENAME

 DVD ->A DVD
 --------

≥ [A]………… DVD
[B]…………D-TV/LD

7A CMPNT-V INPUT

7A CMPNT-V INPT
[A]………… DVD

7A CMPNT-V INPT
[B]…………D-TV/LD

3 カーソルキーの“▽”または“△”を押して文字を選びます。

4 カーソルキーの“＋”を押します。
2文字目のカーソルが点滅します。

5 3 と 4 を繰り返して、最大8文字の名前を入力します。

6 入力が終わったら、8文字目にカーソルを移動し、カーソル
キーの“＋”を押します。（または1文字目にカーソルを移動
し、カーソルキーの“－”を押します。）
セットメニュー選択画面に戻ります。

入力できる文字
カーソルキーの“▽”を押すと次の順序で表示されます。“△”を押す
と逆の順序で表示されます。
A～Z→スペース→0～9→スペース→a～z→スペース→＃＊＋，－．
／：＜＞？→スペース→A～Z………

文字を修正するには
カーソルキーの“＋”または“－”を押して修正したい文字にカーソ
ルを移動し、“▽”または“△”を押して文字を選びます。
文字を消す場合は、“▽”または“△”を押して“スペ－ス”を選びま
す。

7 I/O ASSIGN（I/Oアサイン）
使用する機器と本機のCOMPONENT VIDEO入力端子や
DIGITAL INPUT/OUTPUT端子の設定（端子の機器名）が異なる
場合は、使用する機器に合わせて端子を割り当てることができま
す。また、使用する機器によりデジタル入力端子が足りなくなった
場合など、端子の割り当てを変更することでより多くの機器を有
効に接続することができます。

7A CMPNT-V INPUT
（コンポーネントビデオインプット）

COMPONENT VIDEO入力端子の A にはDVDが、 B にはD-
TV/LDがあらかじめ設定されていますが、使用する機器に応じ
て変更することができます。この設定により、変更後の機器をイ
ンプットセレクターで選べるようになります。

1 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「7 CMPNT-V
INPUT」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“▽”または“△”を押して、 A または B 端
子を選びます。

3 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、DVD、D-TV、
CABLE、SAT、VCR1、VCR2/DVR、またはV-AUXを設定
します。

メモ
●  A には自由に設定できますが、 B には A で設定された機器は選
べません。
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7B OPTICAL OUT（オプチカルアウト）
DIGITAL OUTPUT端子の にはMD/TAPEが、 にはCD-R
があらかじめ設定されていますが、使用する機器に応じて変更する
ことができます。

1  「7A CMPNT-V INPUT」表示から、カーソルキーの“▽”を
押して「7B OPTICAL OUT」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“▽”または“△”を押して、 または 端子
を選びます。

3 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、DVD、MD/
TAPE、D-TV/LD、CABLE、SAT、VCR1、VCR2/DVR、V-
AUX、PHONO、CD、TUNERまたはCD-Rを設定します

メモ
● には自由に設定できますが、 には で設定された機器は選べま
せん。

7C OPTICAL IN（オプチカルイン）
OPTICAL DIGITAL INPUT端子の にはCD、 にはCD-R、

にはDVD、 にはD-TV/LD、 にはSATがあらかじめ設定
されていますが、使用する機器に応じて変更することができます。
この設定により変更後の機器をインプットセレクターで選べるよ
うになります。

1「7B OPTICAL OUT」表示から、カーソルキーの“▽”を押
して「7C OPTICAL IN」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“▽”または“△”を押して、 ～ の変更し
たい端子を選びます。

3 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、CD、TUNER、
CD-R、MD/TAPE、DVD、D-TV/LD、CABLE、SAT、
VCR1、VCR2/DVRまたはPHONOを設定します

メモ
● V-AUXを設定することはできません。
● には自由に設定できますが、 には で設定された機器、 に
は 、 で設定された機器、 には ～ で設定された機器、
には ～ で設定された機器は選べません。

7D COAXIAL IN（コアキシャルイン）
COAXIAL DIGITAL INPUT端子の にはCD、 には
CABLE、 にはLD RFがあらかじめ設定されていますが、使用す
る機器に応じて変更することができます。
この設定により変更後の機器をインプットセレクターで選べるよ
うになります。

1「7C OPTICAL IN」表示から、カーソルキーの“▽”を押し
て「7D COAXIAL IN」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“▽”または“△”を押して、 ～ の変更し
たい端子を選びます。

3 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、LD RF（ を選
んだときのみ）、CD、TUNER、CD-R、MD/TAPE、DVD、D-
TV/LD、CABLE、SAT、VCR1、VCR2/DVR、V-AUXまた
はPHONOを設定します

メモ
● には自由に設定できますが、 には で設定された機器、 に
は 、 で設定された機器は選べません。

● をLD VRF入力端子として使わない場合は、他の機器に設定する
ことで通常の同軸デジタル入力端子として使えます。

デジタル入力端子を有効に割り当てる

例：CDの光／同軸デジタル端子の割り当てかた

工場出荷時の状態では、CDに光デジタル入力 と同軸デジタ
ル入力 が設定されています。CDプレーヤーに同軸デジタル
出力端子だけがある場合は、光デジタル入力 を他の機器から
の入力端子として設定できます。また、光デジタル端子だけがあ
る場合は、同軸デジタル を他の機器からの入力端子として設
定できます。
このように、使用する機器のデジタル端子の有／無、使用／不使
用に応じて本機のデジタル端子を割り当て、有効にお使いくだ
さい。

≥ (1)…………MD/TAPE
(2)………… CD-R

7B OPTICAL OUT

7B OPTICAL OUT
(1)…………MD/TAPE

7B OPTICAL OUT
(2)………… CD-R

≥ (3)………… CD
(4)………… CD-R
(5)………… DVD
(6)…………D-TV/LD
(7)………… SAT

7C OPTICAL IN

7C OPTICAL IN
(3)………… CD

7C OPTICAL IN
(6)…………D-TV/LD

7C OPTICAL IN
(4)………… CD-R

7C OPTICAL IN
(7)………… SAT

7C OPTICAL IN
(5)………… DVD

≥ (8)………… CD
(9)………… CABLE
(10)……… LD RF

7D COAXIAL IN

7D COAXIAL IN
(8)………… CD

7D COAXIAL IN
(10)……… LD RF

7D COAXIAL IN
(9)………… CABLE
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8 INPUT MODE（インプットモード）

デジタル接続されている入力ソース（工場出荷時の状態ではCD、
CD-R、DVD、D-TV/LD、SATおよびCABLE）の「電源投入時の入
力モード」を設定します。

AUTO: 電源を入れると“AUTO”に設定されます。
LAST: 入力モードの最後の設定がメモリーされ、電源を入れる
と同じ設定になります。

1 カーソルキーの“＋”または“－”を押して「8 INPUT
MODE」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、入力モード
（AUTOとLAST）を切り換えます。

8 INPUT MODE
“AUTO LAST

>AUTO LAST


-/+ : Select
/ : Exit

8 INPUT MODE

9 PARAM. INI
（パラメーターイニシャライズ）

音場プログラムのパラメーターを、プログラムごとにイニシャラ
イズします（初期設定値に戻します）。

1 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「9 PARAM. INI」
表示に切り換えます。

2 パラメーターが変更されている音場プラグラムは、そのプロ
グラムナンバーの前にアスタリスク（＊印）が付いています。
リモコンの音場プログラムキー（1～12）を押すと、その音
場プラグラムがイニシャライズされます。

メモ
● 各音場プログラムには2～3タイプの音場がありますが、タイプごとの
イニシャライズは行えません。ドルビーデジタル用、DTS用、およびス
テレオ入力用でパラメーターが異なる場合でも、独立したパラメー
ターイニシャライズは行えません。
また、ヘッドホンを接続している場合と、していない場合で、個別に設
定したパラメーターも別々にイニシャライズは行えません。

● アスタリスク（＊）が付いていないプログラムをイニシャライズして
も、何も変わりません。

● 本機のディスプレイにはカーソルキーの“▽”を押すごとに、4音場ずつ
表示されます。

ご注意

イニシャライズした音場プログラムを、元の状態（パラメーターが変
更された状態）に戻すことはできません。

*1 2 3 4


5 6 7 8


9 10 11 12


Press No. Key

9 PARAM. INI

9 PARAM. INI
*1 2 3 4

10 DOLBY D. SET
(ドルビーデジタルセット）

10A　LFE LEVEL（LFEレベル）
ドルビーデジタルでのLFE信号の再生レベルを設定します。
通常の、スピーカーでの設定に加え、ヘッドホン使用時のヘッドホ
ンDSPでのLFE信号再生レベルも設定できます。

1 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「10A LFE
LEVEL」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“▽”または“△”を押して「SPEAKER」また
は「HEADPHONE」を選びます。

3 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、LFEレベルを調節
（－20dB～0dB）します。

LFE信号は、ドルビーデジタルまたはDTSソースにおいて、意図さ
れたシーンでのみ出力される特殊な低域効果音です。使用するサブ
ウーファーやヘッドホンなどの能力に応じて、LFE LEVELを調節
して使用してください。

メモ
● 通常、ご家庭での視聴では－6～－8dBに調節してください。

10B　D-RANGE（ダイナミックレンジ）
ドルビーデジタル再生時のダイナミックレンジを、MAX、STDま
たはMINの3種類から設定します。
通常の、スピーカーでの設定に加え、ヘッドホン使用時のヘッドホ
ンDSPでのダイナミックレンジも設定できます。

1「10A LFE LEVEL」表示から、カーソルキーの“▽”を押し
て、「10B D-RANGE」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“▽”または“△”を押して「SP」（スピーカー）
または「HP」（ヘッドホン）を選びます。

≥ SPEAKER………………0dB
HEADPHONE…………0dB

10A LFE LEVEL

10A LFE LEVEL
SP………………0dB

10A LFE LEVEL
HP………………0dB

≥ SP: >MAX STD MIN
HP: >MAX STD MIN

10B D-RANGE

10B D-RANGE
SP:‚MAX STD MIN

10B D-RANGE
HP:‚MAX STD MIN
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13 SP DELAY TIME
（スピーカーディレイタイム）

センタースピーカーおよびリアセンタースピーカーのディレイタ
イムを設定します。

1 カーソルキーの“＋”または“－”を押して「13 SP DELAY
TIME」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“▽”または“△”を押して「CENTER」または
「REAR CNTR」を選びます。

3 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、ディレイタイム
（CENTER：0～5 ms、REAR CNTR：0～30ms）を設定
します。

≥ CENTER…………………0ms
REAR CNTR…………3ms

13 SP DELAY TIME

セットメニューの設定

MAX

最大レンジ
本格的なホームシ
アター向のオリジ
ナルサウンドレベ
ルです。映画オリジ
ナルのダイナミッ
クサウンドが楽し
めます。

STD

標準レンジ
一般的な設定

MIN

最小レンジ
ダイナミックレン
ジを圧縮し、小音量
でも聴き取りやす
く楽しめるモード
です。深夜などに最
適です。

会話�
レベル�

会話�
レベル�

会話�
レベル�

出
力
サ
ウ
ン
ド
レ
ベ
ル

3 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、MAX、STDまた
はMINを選びます。

MAX: 信号ソースのダイナミックレンジを
最大限に再生します。

STD（STANDARD）: ソフト製作者が家庭用として推奨するダ
イナミックレンジです。

MIN: 小音量でも聴きやすく、深夜の視聴に
適したダイナミックレンジです。

メモ
● ドルビーデジタルソフトによっては、ダイナミックレンジの“MIN”に
対応していないため、音量が極端に下がる場合があります。このような
ときは、ダイナミックレンジを“MAX”または“STD”に設定してご使用
ください。

11 DTS SET(DTSセット）

11 LFE LEVEL（LFEレベル）
DTSでのLFE信号の再生レベルを設定します。
通常のスピーカーでの設定に加え、ヘッドホン使用時のヘッドホ
ンDSPでのLFE信号再生レベルも設定できます。

1 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「11  L F E
LEVEL」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“▽”または“△”を押して「SPEAKER」また
は「HEADPHONE」を選びます。

3 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、LFEレベルを調節
（－10dB～＋10dB）します。

LFE信号は、ドルビーデジタルまたはDTSソースにおいて、意図さ
れたシーンでのみ出力される特殊な低域効果音です。使用するサ
ブウーファーやヘッドホンなどの能力に応じて、LFE LEVELを調
節して使用してください。

メモ
● 通常、ご家庭での視聴では0dBに調節してください。

≥ SPEAKER………………0dB
HEADPHONE…………0dB

11 LFE LEVEL

11 LFE LEVEL
SP………………0dB

11 LFE LEVEL
HP………………0dB

12 6.1/ES AUTO（6.1/ESオート）

6.1/ESデコーダーのオン／オフを、入力信号に応じて自動的に動
作させるか、リモコンの6.1/ESキーでオン／オフにするかを設定
します。

1 カーソルキーの“＋”または“－”を押して「12 6.1/ES
AUTO」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“＋”または“－”を押してONとOFFを切り換
えます。
ON: リモコンの6.1/ESキーの設定にかかわらず、6.1

チャンネルデジタルサラウンド自動認識対応ソフ
トが再生されると、6.1/ESデコーダーが自動的に
オンになります。

OFF: リモコンの6.1/ESキーのオン／オフで、6.1/ES
デコーダーをオン／オフできます。

メモ
●「ON」、「OFF」どちらの設定でも、スピーカーモード「1C REAR L/R
SP」を“NONE”に設定している場合は6.1/ESデコーダーをオンにで
きません。

● EFFECT OFF、6CH INPUT入力、サンプリング周波数96kHz入力の
ときは6.1/ESデコーダーは働かず、オン／オフの切り換えもできませ
ん。

● ヘッドホンをつないでいるときは、6.1/ESデコーダーは働きません。

12 6.1/ES AUTO
“ON OFF

>ON OFF


-/+ : Select
/ : Exit

12 6.1/ES AUTO

13 SP DLY TIME
CENTER………………0ms

13 SP DLY TIME
REAR CNTR………3ms



63

応
用
操
作

14 DISPLAY SET
DIMMER………………………0

14 DISPLAY SET
OSD SHIFT………………0

14 DISPLAY SET
BLUE BACK……AUTO

≥ BLUE BACK………AUTO
OSD SHIFT………………0
DIMMER………………………0

14 DISPLAY SET

3 カーソルキーの“＋”または“－”を押して設定します。
BLUE BACK： AUTO：映像入力信号がないときは、モ

ニター画面がブルーバックに
なります。

OFF： 映像入力信号がないときは、モ
ニター画面にはオンスクリー
ン表示も含めて何も表示され
ません。

OSD SHIFT： オンスクリーン表示の上下位置を変更
します。0（標準）から＋5（下方）、－5（上
方）まで選べます。

DIMMER： 本体ディスプレイの明るさを設定しま
す。0～－4まで選べます。使用環境に応
じて、ディスプレイが明るすぎるときは
マイナス値に設定します。

15 MEMORY GUARD（メモリーガード）

設定したパラメーターやレベルなどを保護します。「ON」に設定し
ておけば、誤操作によるパラメーター変更を防ぐことができます。

1 カーソルキーの“＋”または“－”を押して「15 MEMORY
GUARD」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、ON/OFFを切り
換えます。

メモリーガードで保護される設定
・音場プログラムのパラメーター設定値
・MEMORY GUARD以外のセットメニュー
・センター／フロント／リア／サブウーファーのレベル
・オンスクリーン表示の設定

メモ
● メモリーガードを「ON」に設定すると、テストモードに入れません。
● メモリーガードを「ON」に設定すると、他のセットメニューは呼び出せ
ません。

セットメニューの設定

15 MEMORY GUARD
“OFF ON

>OFF ON


-/+ : Select
/ : Exit

15 MEMORY GUARD

14 DISPLAY SET（ディスプレイセット）

BLUE BACK： 映像入力信号がないときのモニター画面を
ブルーバックにするかしないか選びます。

OSD SHIFT： オンスクリーン表示の位置を変更します。
VFD DIMMER： 本体ディスプレイの明るさを設定します。

1 カーソルキーの“＋”または“－”を押して、「14 DISPLAY
SET」表示に切り換えます。

2 カーソルキーの“▽”または“△”を押して、“BLUE BACK”、
“OSD V-OFFSET”または“VFD DIMMER”を選びます。

L C

C
R

仮想センター位置�

仮想リアセンター位置�

RL RC

RC

RR

センターディレイの必要性
通常センタースピーカーはL, Rスピーカーと同一線上に置きます
が、本来ならば同時に出た音が同時にリスナーの耳に届くように、
3つのスピーカーとリスナーの距離が同一になるのが理想的です。
ディレイタイムを設定することによって、仮想的にセンタース
ピーカーの位置を遠ざけ、等価的にリスナーと3つのスピーカーと
の距離を合わせることができます。目安として1ms増すと約
30cm遠ざかったことになります。センターディレイは、特にス
モールモードでセンタースピーカーを使用しているときは、セリ
フの量感を増すのに効果があります。また、スモールモードでリア
センタースピーカーを使用しているときは、音に360度取り囲ま
れる“360度パン”などにすぐれた効果が期待されます。
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TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

DVD

インプット�
セレクター�

SOURCE�
SELECT�
△／▽キー�

10KEY側へ�
セットする�

機器操作キー(37キー×14面＝518キーの広大なエリア）�

 A  キー�

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

OPTN

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

A

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

V-AUX

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

PHONO

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

CD

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

DVD

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

CD-R

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

VCR 2

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

MD

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

VCR 1

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

TUNER

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

SAT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

TV/LD

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

CABLE

● ラーニング可�
● セットアップ不可�

● ラーニング可�
● セットアップ可�
● 初期�
 L：LD�
 コード：Yamah

● ラーニング可�
● セットアップ可�
● 初期�
 L：VCR�
 コード：空�

● ラーニング可�
● セットアップ可�
● 初期�
 L：TV�
 コード：空�

● ラーニング可�
● セットアップ可�
● 初期�
 L：CD�
 コード：Yama1

● ラーニング可�
● セットアップ可�
● 初期�
 L：DVD�
 コード：Yama1

● ラーニング可�
● セットアップ可�
● 初期�
 L：CD-R�
 コード：Yama1

● ラーニング可�
● セットアップ可�
● 初期�
 L：VCR�
 コード：空�

● ラーニング可�
● セットアップ可�
● 初期�
 L：MD�
 コード：Yama1

● ラーニング可�
● セットアップ可�
● 初期�
 L：VCR�
 コード：空�

● ラーニング可�
● セットアップ可�
● 初期�
 L：TUNER�
 コード：Yama1

● ラーニング可�
● セットアップ可�
● 初期�
 L：SAT�
 コード：空�

● ラーニング可�
● セットアップ可�
● 初期�
 L：TV�
 コード：空�

● ラーニング可�
● セットアップ可�
● 初期�
 L：CABLE�
 コード：空�

SELECT�

gを押す�

本機のリモコンは、他の機器のリモコン信号を学習するラーニング機能とメーカーコードのセットアップ機能を持っています。ラーニ
ングやセットアップをしておくと、本リモコンでヤマハ以外のAV機器も操作することができます。

操作エリアについて

リモコンの学習機能とセットアップ機能

本機のリモコンはインプットセレクターと A  キーごとに各ソースの機器操作
キー（37キー）を持っています。また、SOURCE SELECT▽キーを押すことで、
さらに予備用のOPTN（オプション）面を持ち、計14面（下図）の機器操作キーエリ
アが用意されています。
また、本機のリモコンにはテレビやビデオデッキなど、他の機器のメ－カ－リモコ
ン信号がたくさんプリセットされています。それらのメーカーリモコン信号群を
「ライブラリー」と呼びます。（例えば、DVDのライブラリーは“L:DVD”と表示さ
れます。）
したがって、この広大な操作エリアをラーニングしたり、ライブラリーからメ－カ
－コ－ド名をセットアップして、有効に活用することができます。
効率のよい使いかたとしては、先にメ－カ－コ－ド名をセットアップし、操作でき
ない部分をラーニングで補うことをおすすめします。
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TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

DVD

10KEY/�
DSP�
スイッチ�

アンプ操作�
キーエリア�
学習可�
セットアップ可�
（L：AMPのみ）�
初期�
　コード：YPC

リモコンの学習機能とセットアップ機能

ラーニングとメーカーコードセットアップの優先順位について
ラーニングが優先されます。たとえば、TV/LDのTV INPUTキー
がラーニングされている場合、TV/LDのコードをセットアップし
てもラーニングが優先され、セットアップした信号は出ません。TV
INPUTキーのラーニング信号を消去するとセットアップした信号
が出ます。

アンプ操作キーエリアについて

10KEY/DSPスイッチをDSP側にセットするとこのエリア
にもラーニングすることができますが、本機の操作ができなく
なり、音場プログラムの選択もできませんのでご注意ください。
誤ってラーニングしてしまった場合は、P.72の「すべてのキー
を消去するには」で“L:AMP”を選択すれば簡単に元に戻すこと
ができます。
また、アンプライブラリー（L：AMP）には4種類のコードが用意
されており、必要に応じてセットアップすることができます。

メモ
● ラーニングするときは、本リモコンのキーマークと、他の機器のリモコ
ンのキーマークを一致させておくと便利です。

● メーカーコードをセットアップした後でもラーニングすることができ
ます。また、ラーニングしたキーの信号は、セットアップしても消えま
せん。

● ラーニングできるキー数はヤマハ機器の信号で約150キーです。
（ラーニングの内容により異なります。）

ラーニングの前に
本リモコンは赤外線方式を使用しています。外部機器のリモコン
が同じ赤外線方式であれば、ほとんどのリモコン信号をラーニン
グできますが、特殊な信号や非常に長い信号の場合、ラーニングで
きないことがあります。
また、メモリー容量がいっぱいになっている場合は、リモコンの表
示窓に“FULL”が表示され、それ以上のラーニングはできません。
新しいラーニングをするときは、ラーニング済みのキーから不要
のものを消去してください。

ラーニングできるキーについて
● TUNER、MD、CD-R、CD、DVD面および A  キーの面にはす
でにヤマハのコードがプリセットされていますが、プリセット
済みのキーもラーニングすることができます。ラーニングして
も、プリセットされている機能は消去されません。ラーニング内
容を消去すると、再度プリセットされている機能を使うことが
できます。

●VCR1、VCR2/DVR、SAT、CABLE、TV/LD、PHONO、V-
AUX、OPTN（オプション）面の機器操作キーは空きキーです。

●機器操作キーエリアにラーニングするときは、10KEY/DSP
スイッチを10KEY側にセットしておきます。

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

DVD

機器操作キーにラーニングする�

10KEY側へ�
セットする�

ラーニングする機器面を選ぶ�
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LEARN

LEARN

TV/LD

交互表示�

ラーニングのしかた

ここでは例として、TV INPUTキーに、「テレビをビデオ入力に
切り換える信号」をラーニングします。次に、POWERキーに「テ
レビの電源をオン／オフする信号」をラーニングします。

1 インプットセレクター、 A  キーまたはSOURCE SELECT
△／▽キーでラーニングする機器面を選びます。

●OPTN（オプション）を選ぶには、SOURCE SELECT▽
キーを押して“OPTN”をリモコンの表示窓に表示させま
す。

2 本リモコンの送受信部と、外部機器リモコンの送信部を5～
10cm間隔で向かい合わせます。

3 LEARNボタンを押し、すぐに離します。

LEARNボタンはボールペンなど先の細いもので押します。
リモコン表示窓に機器名と“LEARN”が交互に表示され、
ラーニングモードを示します。

メモ
● LEARNボタンは長く押さないでください。3秒以上押すとセットアッ
プモードに入ってしまいます。

● 手順の操作は約30秒以内に行ってください。30秒を経過すると自動
的にラーニングモードは解除されます。その場合はもう一度LEARN
ボタンを押します。

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

5～10cmの�
間隔をあける�

本リモコン� 他のリモコン�

TR
AN

SM
IT

R
E-N

AM
E

C
LEAR

M
A

C
R

O
M

AC
R

O
LEAR

N
O

F
F

O
N

S
Y

S
T

E
M

P
O

W
E

R
S

TA
N

D
B

Y
V

-A
U

X
P

H
O

N
O

D
-T

V
/LD

T
U

N
E

R
M

D
/T

A
P

E
C

D
-R

C
D

C
A

B
LE

S
A

T
V

C
R

 1
V

C
R

2/D
V

R
D

V
D

6CH INPUT

T
IT

LE

リモコンの学習機能とセットアップ機能

4 本リモコンのラーニングするキーを押します。

交互表示が止まり、“LEARN”が表示されます。

メモ
● ラーニングできないキーが押されると“ERROR”が表示されます。他
のキーを押してください。また、2つ以上のキーが同時に押されても
“ERROR”が表示されます。

● ラ－ニング中はMACROスイッチを切り換えないでください。

5 他の機器のリモコンのラーニングさせたいキーを押します。

ラーニングが成功すると“OK”が表示され、手順 3 の状態
に戻り、機器名と“LEARN”が交互に表示されます。

“NG”が表示されたとき： ラーニングに失敗しました。手順

4 からもう一度操作してくださ
い。

“FULL”が表示されたとき：メモリ－容量がいっぱいで、こ
れ以上ラーニングすることが
できません。ラーニング済みの
キーから不要な学習内容を消
したあと、ラーニングしてくだ
さい。

本リモコン� 他のリモコン�

TRANSM
IT

RE-NAM
E

CLEAR
M

A
C

R
O

M
AC

R
O

LEARN
O

F
F

O
N

S
Y

S
T

E
M

P
O

W
E

R
S

TA
N

D
B

Y
V

-A
U

X
P

H
O

N
O

D
-T

V
/LD

T
U

N
E

R
M

D
/T

A
P

E
C

D
-R

C
D

C
A

B
LE

S
A

T
V

C
R

 1
V

C
R

2/D
V

R
D

V
D

6CH INPUT

T
IT

LE

例：�
TV INPUTキーを押す�

A / B / C / D / E

TV INPUT

本リモコン� 他のリモコン�

TRANSM
IT

RE-NAM
E

C
LEAR

M
A

C
R

O
M

AC
R

O
LEARN

O
F

F
O

N

S
Y

S
T

E
M

P
O

W
E

R
S

TA
N

D
B

Y
V

-A
U

X
P

H
O

N
O

D
-T

V
/LD

T
U

N
E

R
M

D
/T

A
P

E
C

D
-R

C
D

C
A

B
LE

S
A

T
V

C
R

 1
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入力切換� 例：�
テレビのリモコンの入力切換�
ボタンを押す�
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6 他のキーをラーニングさせる場合は、手順4～5の操作を繰
り返します。
例：POWERキーにテレビの電源のオン／オフをラーニン

グするときは、手順 4 でPOWERキーを押してから手
順 5 でテレビのリモコンの電源ボタンを押します。

ラーニングする機器面を変更する
一つの機器面のラーニングが済み、続けて他の機器面にラーニ
ングしたいときはSOURCE SELECT▽／△キー、インプット
セレクターまたは A  キーで機器面を選び、手順 4 から操作し
ます。

SOURCE SELECT▽キーを押すとまずOPTNになり、その
後、次の順序で機器面が切り換わります。SOURCE SELECT
△キーを押すと逆の順序で切り換わります。（OPTNには切り
換わりません。）

●インプットセレクターまたは A キーで機器面を選ぶと、
“LEARN”と表示され、4 の状態になります。ラーニングし
たいキー（たとえばPLAYキーなど）を押してラ－ニング操
作を続けてください。
“LEARN”と表示されるのは、インプットセレクターやA
キーもラーニングできるので、ラーニングするためのキーと
見なされるからですが、引き続き操作キーを押すことで機器
が変更されたことをリモコンが認識します。

7 ラーニングを終えるときは、
LEARNボタンを押します。

ラーニングができない（何度操作しても“NG”が表示され
る、または何も表示されない）ときは、下記の方法で、もう
一度操作をし直してください。

メーカーコードセットアップのしかた
メーカーコードセットアップは、メーカーコード名を選ぶだけで
機器操作キーのエリア全体を一度にセットアップする機能です。

各機器別のメーカーコード名をセットアップすると、機器操作
キーでそれらの機器を操作できます。TUNER、MD、CD-R、CD、
DVDおよび A  面の機器操作キーにはすでにヤマハのコードが
プリセットされていますが、これらの機器面も含めてすべての入
力機器面（計13）にメーカーコード名をセットアップすることが
できます。
メーカーコード名は次のように区分けされており、入力機器面と
組み合わせて自由にセットアップすることができます。これらの
機器とメーカーコード名の集合を「ライブラリー」と呼びます。

メモ
● OPTN（オプション）面にメーカーコード名をセットアップすることは
できません。ラーニングのみ可能です。

機
器

リモコンの学習機能とセットアップ機能

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

POWER REC STOP PAUSE PLAY

+–

DVD

インプット�
セレクター�

SOURCE�
SELECT�
△／▽�

 A  キー�

LEARN

A　　V-AUX　　PHONO　　TV/LD　　TUNER　　MD　　CD-R�
�

DVD　　VCR2　　VCR1　　SAT　　CABLE　　CD

本リモコンまたは相手
のリモコンの電池が消
耗している

乾電池をすべて新しい乾
電池に交換する

向かい合わせたリモコ
ンの間隔が離れすぎて
いる、または近すぎる

リモコンの間隔を5～
10cmにして操作をす
る

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

DVD

セットアップ�
する機器面を選ぶ�

機器操作キーは�
メーカーコードに�
応じてセットアップ�
される�

TV CABLE DBS SAT VCR DVD

Admi1 Haml1 RCA Haml1 Admir DENON
Admi2 Haml2 SONY Haml2 Aiwa1 JVC
． ． ． ． ． ．
． ． ． ． ． ．
． ． ． ． ． ．
Zeni1 Zeni1 Zeni1 Yama4 Yama1
Zeni2 Zeni2 Zeni2 Zenit Yama2

LD CD MD TAPE CD-R TUNER AMP

DENON Denon Kenwood DENO1 Phili Admir YPC
KENWOOD Fisher Pioneer DENO2 Pioni Aiwa (ZONE2)
． ． ． ． Yamah ． DSP
． ． ． ． ． NO
． ． ． ． ．
SONY Yama1 Yama1 Yama1 Yama1
Yamah Yama2 Yama2 Yama2 Yama2

メ
ー
カ
ー
コ
ー
ド
名

機
器

メ
ー
カ
ー
コ
ー
ド
名

アンプライブラリーについては69ページを参照してください。



68

リモコンの学習機能とセットアップ機能

1 インプットセレクター、 A  キーまたはSOURCE SELECT
△／▽キーでセットアップする機器面を選びます。

2 リモコンの表示窓に“SETUP”と機器名が交互に表示され
るまで（約3秒）LEARNボタンを押し続けます。

LEARNボタンはボールペンなどの先の細いもので押しま
す。

メモ
● LEARNボタンは3秒以上押し続けてください。短く押して離すとラー
ニングモードに入ってしまいます。

● 手順の操作は約30秒以内に行ってください。30秒を経過すると自動
的にセットアップモードは解除されます。その場合はもう一度LEARN
ボタンを押します。

● セットアップモードに入ってからENTER、▽/△以外のキーや2つの
キーを同時に押すと”ERROR”が表示されます。この場合は以下から
操作をやり直してください。

● セットアップ中はMACROスイッチ、10KEY/DSPスイッチ、
PARAMETER/SET MENUスイッチを切り換えないでください。

セットアップする機器面を変更したいとき
SOURCE SELECT▽/△キー、インプットセレクターまたは
A  キーで機器面を選び直します。

3 ENTERカーソルキーの▽/△を押してメーカーコード名を
選びます。

●キーを押し続けるとメーカーコード名が速い速度で表示
されます。

●5文字以上の名前はスクロールして表示されます。
<例＞

V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

LEARN

SETUP

TV/LD

交互表示�

SOURCE

SELECT
q

q

または

V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

ENTERq

q

q

w

Yamaha1 Yamaha1 Yamaha1 Yama1

スクロールし�
終わると�

コード名が�
表示される�

セットアップを確認するには
メーカーコード名が表示されるとセットアップが完了しますが、
正しくセットアップされているかを確認することができます。
POWERやPLAYなどのメイン操作のキーを押して、お手持ちの
機器が正しく動作することを確認してください。正しく動作しな
いときは、もう一度手順 3 を行い、メーカーコードを選びなおし
てください。

機器面の種類（ライブラリー）を変更したいとき
セットアップする機器面には、対応する機器の種類（ライブラ
リー）が図に示すようにあらかじめ設定されていますが、これを
変更することができます。

たとえば手順 1 でV-AUXを選んだ場合、V-AUXにはVCRが
設定されていますが、「V-AUXではTVを操作したい」というよ
うなときに、ここで機器の種類（ライブラリー）を変更します。

1. ENTERカーソルキーのq/wを押して種類（ライブラリー）
を選びます。

wキーを押すと次の順で種類が切り換わります。qキーを押
すと逆の順序で切り換わります。（“L:”表示はライブラリー
を示します。）

2. ENTERカーソルキーの▽/△を押してメーカーコードを選
びます。

4 現在のセットアップを完了して、他の機器面のセットアップ
を続けて行う場合は、ENTERキーを押します。
リモコン表示窓に機器名と”SETUP”が交互に表示されま
す。
手順 2 の「セットアップする機器面を変更したいとき」か
ら操作を行ってください。

5 セットアップを終えるときは、LEARNボタンを押します。

V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

種類�
（ライブラリー）�

VCR TV

TV TUNER MD

LD

CD-R CD

CABLE SAT VCR VCR DVD

ENTERq

q

q

w

L:TV　　L:CAB　　L:DBS　　L:SAT　　L:VCR　　L:DVD�
�

L:AMP*　　L:TUN　　L:TAP　　L:MD　　L:CDR　　L:CD　　L:LD
* アンプライブラリーについては、次ページをご覧ください。�

ENTERq

q

q

w
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マクロ設定のしかた
マクロ機能とは、ソースを再生するときに行う一連のキー操作を
１つのキー操作でできるようにする機能です。
本リモコンのマクロキー（インプットセレクター、 A 、SYSTEM
POWER、STANDBYキー）には、マクロ機能があらかじめプリ
セットされていますが、オリジナルのマクロ操作を設定することも
できます。
1つのマクロキーには、最大10種類の操作を設定することがで
きます。使いやすいマクロを設定して、システムの操作に役立て
てください。

マクロ設定は、本リモコンのラーニングやセットアップ済み（また
はヤマハプリセット）のキー信号をマクロキーに設定（転送）させ
て行います。必要に応じてあらかじめ他の機器のキーをラーニン
グまたはセットアップしておいてください。

メモ
● 新しいマクロを設定しても、あらかじめプリセットしてあるマクロ機
能は消去されません。設定したマクロの内容を消去すると再度プリ
セットマクロを使うことができます。

● プリセットしてあるマクロに新しい信号を追加することはできませ
ん。マクロ設定をすると、すべて新しい内容に変わります。

● 音量の操作など、連続的に操作するキー信号は、本リモコンは短時間の
コードとしてラーニングします。したがって、そのようなキーのマクロ
設定はおすすめしません。

ここでは例として、「テレビの電源を入れ」→「入力をビデオに切
り換える」操作をD-TVキーにマクロ設定します。これらの一連
の操作をマクロ設定するためには、「テレビの電源を入れる」「テ
レビをビデオ入力に切り換える」操作信号を本リモコンにあら
かじめラーニングさせておきます。このラーニングのしかたは、
P.66の例を参照してください。もしくは、D-TV/LDにメー
カーコードをセットアップしておきます。（D-TV/LD面の
POWERとTV INPUTキーにはそれぞれ「テレビの電源を入れ
る」「テレビをビデオ入力に切り換える」の信号がセットアップ
されます。）

1 MACROボタンを押します。

“MCR?”が表示され、マクロ設定モードを示します。

メモ
● 以下の手順の操作は約30秒以内に行ってください。30秒を経過する
と自動的にマクロ設定モードは解除されます。その場合は、もう一度
MACROボタンを押します。

MACRO MCR?

アンプライブラリーについて（L:AMP）
本機のリモコンにはあらかじめ本機を操作するためのコードがプ
リセットされていますが、必要に応じてアンプのライブラリー（種
類）を変更することができます。
アンプのライブラリーには次の4種類があります。
YPC： 本機のコード
ZONE2： ヤマハDSPアンプのZONE2機能を操作するコー

ド。本機では使用しません。
DSP： YPC（本機のコード）で操作できない、他のヤマハ

DSPアンプ
No： コード無し（ヤマハ以外のアンプを本リモコンでお使

いになりたいとき。）

変更するには
1. セットアップの手順 1 ～ 2 を行います。

手順 1 でどの機器を選んでもかまいません。
2. ENTERカーソルキーのq/wを押して“L：AMP”を選び、▽/

△を押して種類（YPC、DSPまたはNo）を選びます。
3. ENTERまたはLEARNキーを押します。

ラーニングやセットアップのメモリーバックアップについて
ラーニングやセットアップした内容は、乾電池の交換時など、電
池が外された時間が短時間の場合はメモリーされます。ただし、
消耗した乾電池を使用したり、長時間乾電池が外されていたと
きは消えます。そのようなときは、もう一度ラーニングやセット
アップをやり直してください。

リモコンの学習機能とセットアップ機能
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M:DTV

TV/LD

D-TV/LD

例：D-TV/LDキー�
　　を押す�

交互表示�

リモコンの学習機能とセットアップ機能

2 設定するマクロキーを押します。

“M:DTV”（マクロ設定するキー）と“TV/LD”（今選んでいる
機器名）が交互に表示され、押したキーにマクロ設定ができ
ることを示します。

メモ
● マクロキー以外のキーを押すと“AGA IN”がいったん表示され、
“MCR?”表示に戻るので、正しいマクロキーを押してください。

● マクロ設定中はMACROスイッチを切り換えないでください。

3 各操作をラーニング（またはセットアップ）しておいたキー
を、1個ずつ押します。

最初のキーを押すと“MCR 1”表示になり、マクロ設定が完
了すると“M:DTV”と“TV/LD”が交互に表示され、2番目の
キーにマクロ設定ができることを示します。

“NG”が表示されたとき： マクロ設定に失敗しまし
た。手順 2 からもう一度操
作してください。

“ERROR”が表示されたとき： キーが二つ以上同時に押さ
れました。手順 2 からもう
一度操作してください。

メモ
● 最大10種類のキー信号を設定することができます。10個目のキー信
号を設定すると“FULL”が表示され、自動的にマクロ設定モードは解除
されます。

4 マクロ設定を終えるときは、
MACROボタンを押します。
D-TV/LDキーを押すだけでテレ
ビの電源が入り、テレビの入力が
ビデオに切り換わります。
他のマクロキーに他のマクロ設定
をするときは、手順 1 から操作を
繰り返します。

M:DTV

MCR 1
TV/LD

POWER

/

例：あらかじめラーニング（またはセットアップ）�
　　させておいたPOWERキー、TV INPUTキーの順に押す�

1番目のマクロ完了�

M:DTV

MCR 2
TV/LD

2番目のマクロ完了�A / B / C / D / E

TV INPUT

交互表示�

交互表示�

MACRO

複数の機器をマクロ設定する
マクロ設定には一つの機器だけでなく、複数の機器にわたって操
作を設定することができます。
手順 2 または 3 で“M:＊＊＊”と機器名が交互に表示されている
状態のときであれば、マクロ設定する機器面を変更することができ
ます。

機器面を変更するには
手順 2 または 3 で“M:＊＊＊”と機器名が交互に表示されてい
るときに、インプットセレクター、A  キー、またはSOURCE
SELECT▽/△キーで機器面を選び直します。インプットセレク
ターとSOURCE SELECT▽/△キーでの選択には次のような違
いがありますのでご注意ください。
インプットセレクター：

インプットセレクターで機器面を選ぶと、本機の入力切換えが
一連のマクロ設定に組み込まれます。さらに機器操作キーも入
力機器面に応じて切り換わります。

A  キー、SOURCE SELECT▽/△キー：
入力は手順 1 で設定した機器のままで、機器操作キーは変更
した機器に応じて切り換わります。

ヤマハBSチューナーDBS-1000を接続している場合のご
注意
DBS-1000を接続している場合、DBS-1000の電源が入っ
ているときに本機の電源をリモコンでオン／オフするとBS
チャンネルが切り換わってしまいます。もう一度BSチャンネル
を設定してください。

マクロ機能で操作するには

MACROスイッチを「ON」の位置にし、マクロ設定したキーを押し
ます。

マクロ機能での操作が希望どおりにならないとき：
マクロ操作の中に「空きキー」または同じ「操作」をマクロ設定して
ください。

例：ビデオが再生できない、または再生までに時間がかかる場合

ビデオデッキ�
ON

空キー�

ビデオデッキ�
再生�

または�

マクロ設定を�
しなおす。�

ビデオデッキ�
再生�

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

マクロキー�
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CLEAR

C:OK 

押しながら�
CLEAR

A / B / C / D / E

TV INPUT

CLEAR

LEARN MACRO

または�

LEARN TV/LD

ラーニング消去�

マクロラーニング消去�

LEARN

MCR? 
MACRO

V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

学習内容の消去
キーごとに消去する

1 ラーニングの内容を消去するときは、インプットセレクター
で機器面を選んでから（ A  面のラーニング内容を消去する
ときは、 A  キーを押してから）LEARNボタンを押し、すぐ
に離します。

マクロラーニングの内容を消去するときはMACROボタン
を押します。

メモ
● LEARNボタンは長く押さないでください。3秒以上押すとセットアッ
プモードに入ってしまいます。

● 以下の手順は約30秒以内に行なってください。30秒を経過すると自
動的に消去モードは解除されます。その場合は、もう一度LEARNまた
はMACROボタンを押します。

リモコンの学習機能とセットアップ機能

2“C：OK”が表示されるまで（約3秒）CLEARボタンを押しな
がら、消去したいキーを押し続けます。

“CLEAR”表示が“C:OK”表示に変わると消去は完了です。
●消去したいキーが複数あるときは、CLEARボタンを押し
続けながら、次のキーを押します。

“C：NG”が表示されたとき： 消去に失敗しました。もう
一度CLEARボタンを押し
ながら、消去したいキーを
押してください。

“AGAIN”表示から
“MCR?”表示になったとき
（マクロ消去の場合）：

3 CLEARボタンを離します。

消去されたキーの信号は、プリセットされていた信号に戻る
か、もとの信号の無い状態「空き」キーに戻ります。
●ラーニング消去のときは、“LEARN”と機器名が再度交互
に表示されます。
マクロラーニング消去のときは、“MCR?”が再度表示さ
れます。
引き続き消去したいときは、手順 2 の操作を行なって
ください。
ラーニング消去で機器面を変更して消去したいときは、
SOURCE SELECT▽/△キーで機器面を選んだあと、手
順 2 の操作を行なってください。

4 消去を終えるときはLEARNボタン（ラーニング消去のと
き）またはMACROボタン（マクロラーニング消去のとき）
を押します。

マクロキーまたはCLEAR
キー以外のキーが押されま
した。もう一度CLEARボタ
ンを押しながら、消去した
いマクロキーを押してくだ
さい。
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ENTERq

q

q

w

L:機器名�
�
�
L:AMP �
�
L:ALL�
�
M:ALL �
�
RNAME�
�
FCTRY 

表示されている機器面のすべての�
学習キー消去�
�
アンプ面のすべての学習キー消去�
�
すべての学習キー消去�
�
すべてのマクロキー消去�
�
変更した機器名*をすべてもとに戻す�
�
すべての学習キー、マクロキー消去、�
変更した機器名すべてをもとに戻す�
（工場出荷時状態）�
�

すべてのキーを消去するには

1 CLEARボタンを押します。

“CLEAR”が表示されます。

メモ
● 以下の手順は約30秒以内に行なってください。30秒を経過すると自
動的に消去モードは解除されます。その場合は、もう一度CLEARボタ
ンを押します。

2 ENTERカーソルキーの▽/△を押して、消去モードを選び
ます。

ENTERカーソルキーの▽を押すと次の順序でモードが切
り換わります。△キーを押すと逆の順序で切り換わります。

●“L:機器名”表示のときに、機器面を変更することができ
ます。
SOURCE SELECT▽/△キー、インプットセレクターま
たは A  キーを押して消去する機器面を選びます。

●プリセットキーに上書きされていた学習キーが消去され
ると、プリセットキーに戻ります。
「M:ALL」（すべてのマクロキー消去）では、初期設定され
ていたマクロに戻ります。
「FCTRY」（工場出荷時状態に戻す）では、すべてのキーが
最初に設定されていたプリセットキーと空きキーに戻
り、マクロも初期設定されていたマクロに戻ります。

メモ
● CLEARやSOURCE SELECT▽/△キー、インプットセレクター、 A
キー以外のキーが押されたり、2つ以上のキーが同時に押されると
“ERROR”が表示されます。その場合は手順 2 からもう一度操作し
てください。

CLEAR
CLEAR

C:OK 
CLEAR

3秒経過�
すると�

CLEAR

3“C:OK”が表示されるまで（約3秒）CLEARキーを押し続け
る。

“C:OK”が表示されると手順 2 で選んだモードの消去が完
了します。
●引き続き消去するときは、手順 2 から操作します。

“C:NG”が表示されたとき： 消去に失敗しました。手順 2
からもう一度操作してくださ
い。

4 消去を終えるときはCLEARボタンを押します。
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A～Z　  a～z　  0～9　  スペース　  －　  /

リモコンに表示される機器名を変更する
機器名を変更すると、入力名、学習モードのときの機器名なども変
更後の名前が表示されます。セットメニュー「7 I/O ASSIGN」で
入力端子に接続する機器を変更した場合など、機器に応じて名前
を付け替えると便利です。

1 RE-NAMEボタンを押します。

RE-NAMEボタンはボールペンなど先の細いもので押しま
す。
左端のカーソルが点滅します。
●表示窓には最後に選んだ機器名が表示されます。機器を

変更したいときはSOURCE SELECT▽/△キー、イン
プットセレクターまたは A  キーで選びます。

2 ENTERカーソルキーの▽/△を押して、文字を選びます。

ENTERカーソルキーの▽を押すと次の順序で文字が選べ
ます。▽キーを押すと逆の順序で文字が選べます。

●キーを押しつづけると文字が次々に速い速度で表示され
ます。

–    
RE-NAME

TV/LD

カーソル�

ENTERq
q

q

w

ENTERq
q

q

w

リモコンのその他の機能

RE-NAME

3 ENTERカーソルキーのwを押して、次の文字にカーソルを
移動します。

4 手順 2 と 3 を繰り返して、最大5文字までの名前をつけ
ます。
● ENTERカーソルキーの q を押すとカーソルが左に、w
を押すと右に移動します。文字を修正するにはカーソル
を修正したい文字まで移動し、ENTERカーソルキーの
▽/△で正しい文字を選びます。

●文字を消すにはスペースを選びます。
●引き続き他の機器の名前を変更するときは、ENTERキー
を押し、SOURCE SELECT▽/△キー、インプットセレ
クターまたは A  キーで他の機器を選んだあと、手順 2
から操作します。

5 名前の変更を終えるときは、RE-NAMEボタンを押します。
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本機は、電源を切る前の状態を内蔵のマイコンが記憶しているの
で、市販のオーディオタイマーを組み合わせて、タイマー再生やタ
イマー録音ができます。

メモ
● 使用する機器／オーディオタイマーにより、操作方法が異なる場合が
あります。それらの取扱説明書もあわせて参照してください。

■ タイマー再生
●接続

1 本機の電源プラグをオーディオタイマーに接続します。

2 本機のAC OUTLETにタイマー再生する機器の電源プラグ
を接続します。この時、本機に接続する機器の消費電力の合
計がAC OUTLETの供給電力を越えないようにご注意くだ
さい。

●操作

1 すべての機器の電源を入れます。

2 本機のインプットセレクターで、タイマー再生する機器を選
択します。

3 再生する機器を操作して、タイマー再生が可能な状態にセッ
トします。

4 本機の音量を調節します。

5 タイマーの再生開始時間、および終了時間をオーディオタイ
マーでセットします。
セットした時間になるとタイマー再生が始まります。

タイマー再生／録音

■ タイマー録音
●接続

1 本機の電源プラグをオーディオタイマーに接続します。

2 チューナーなどの再生する機器、およびMDなどの録音する
機器の電源プラグを本機のAC OUTLETに接続します。この
時、本機に接続する機器の消費電力の合計がAC OUTLETの
供給電力を越えないようにご注意ください。

●操作

1 すべての機器の電源を入れます。

2 本機のREC OUTセレクターで、録音するソースを選択しま
す。

3 チューナーなどの再生する機器、およびMDなどの録音する
機器を操作して、録音できるようにセットします。

4 録音の開始時間、および終了時間をオーディオタイマーで
セットします。
セットした時間になるとタイマー録音が始まります。

メモ
● タイマー録音中に音声を聴きたくない場合は、本機の音量をあらかじ
め絞っておいてください。
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設定した時間が経過すると電源が切れるので、聴きながらおやす
みになれます。リモコンで操作します。

1 再生します。

メモ
● 本機のSWITCHED AC OUTLETに接続した機器（ソース）を選びま
す。それ以外の機器を選ぶと、本機の電源は切れますが、ソース側の電
源は切れません。

2 SLEEPキーを押して時間を設定します。

押すごとに次のように切り換わります。
（単位：分）

設定時間を数秒間表示したあと入力ソース表示に戻ります。
スリープタイマーの動作中は、SLEEPインジケーターが点
灯します。

●スリープタイマーは、電源を切ると解除されます。

スリープ動作を途中でやめるには
SLEEPキーを押して、SLEEP OFF表示にします。

D-TV/LD

CABLE
SAT

VCR 1

VCR2/DVR
V-AUX

DVD

MD/TAPE
CD-R

TUNER

CD
PHONOSLEEP

DSP

SP
APCM

CONCERT HALL 2
Live Concert

点灯

スリープタイマー

q

q

+

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

–

SLEEP 120min　　　　　SLEEP 90min

SLEEP OFF　　SLEEP 30min　　SLEEP 60min
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パラメーターガイド

●音場プログラム毎にDSP処理の構造が違います。そのため、パ
ラメーターの種類も異なります。

■
イニシャル ディレイ

INIT. DLY （Initial Delay）

機能 ： 音源と壁面との距離感を調節。

可変範囲 ： 1ms～99ms

解説 ： 直接音から初期反射音が始まるまでの時間（遅延時

間）をコントロールするパラメーターです。

初期反射音の遅れは、音源と反射面との距離に

よって決まります。つまり、遅延時間を短くする

と、音源が壁面に近づいた感じになり、逆に遅延

時間を長くすると、音源は壁面から離れた感じに

なります。

INIT. DLYを調節することにより、ソースの原音か

ら周りの壁までの距離感、空間の大きさ感、音像

のできかた等がコントロールできます。

＊ 遅延時間を長くした場合、組み合せによっては違和感
のある音になることがあります。

■
プレゼンス イニシャル ディレイ

P. INIT DLY （Presence Initial Delay）
機能 ： プレゼンス音場の遅延時間を調節。

可変範囲 ： 1ms～99ms

解説 ： 直接音からプレゼンス音場が始まるまでの時間を

コントロールするパラメーターです。

値を大きくするほど、プレゼンス音場が遅れて発

生します。

時間�

反射面�

音源�

小 1 ms 大 99 ms

レ
ベ
ル�

INIT. DLY INIT. DLY INIT. DLY

時間�

初期反射音�

ソースの原音�
レ
ベ
ル�

時間�

レ
ベ
ル�

■
サラウンド イニシャル ディレイ

S. INIT DLY （Surround Initial Delay）
機能 ： サラウンド音場の遅延時間を調節。

（「フロント2チャンネル（または3チャンネル）＋リ

ア2チャンネル」以上で、ドルビーデジタルおよび

DTS入力時のみ有効）

可変範囲 ： 1ms～49ms

解説 ： 直接音とサラウンド音場との時間遅れをコント

ロールするパラメーターです。値を大きくするほ

どサラウンド音場が遅れて発生します。

■
リア センター イニシャル ディレイ

RC. INIT DLY （Rear Center Initial Delay）
機能 ： リアセンター音場の遅延時間を調節。

（6.1/ESデコーダーがオンのときのみ有効）
可変範囲： 1～49ms
解説 ： 直接音とリアセンター音場との時間遅れをコント

ロールするパラメーターです。値を大きくするほど
リアセンター音場が遅れて発生します。

■
サラウンド ディレイ

S. DELAY （Surround Delay）
機能 ： サラウンド音場の遅延時間を調節

可変範囲 ： 0ms～15ms（ドルビーデジタル／DTS時）、

15ms～30ms（ドルビー プロロジック動作時）、

15ms～49ms（その他の場合）

解説 ： ドルビーデジタル／DTS入力時：

直接音とサラウンド音源との時間遅れをコント

ロールするパラメーターです。値を大きくするほ

どサラウンド音源が遅れて発生します。

ドルビーデジタル／DTS以外の入力時：

直接音とサラウンド音場との時間遅れをコント

ロールするパラメーターです。値を大きくするほ

どサラウンド音場が遅れて発生します。

サラウンド音源は存在しません。

S. DELAY S. INIT. �
DELAY

時間�

直接音�
SORROUND（LS/RS）�
S音場�レ

ベ
ル�

ドルビーデジタル／DTS入力時�

S. DELAY

時間�

直接音�
S音場�レ

ベ
ル�

ドルビーデジタル／DTS以外の入力時�
（サラウンド音源は存在しない）�
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時間�
デッド�

反射音小�
音源�

小 0 大 1 0

レ
ベ
ル�

反射音大�

時間�

レ
ベ
ル�

ソースの原音�

時間�

ライブ�
レ
ベ
ル�

時間�
値：小� 値：大�

音源�

小 0.1 大 2.0

レ
ベ
ル�

時間�

初期反射音�
ソースの原音�

レ
ベ
ル�

時間�

レ
ベ
ル�

■
ルーム サイズ

ROOM SIZE

機能 ： 拡がり感の調節。

可変範囲 ： 0.1～2.0

解説 ： 空間の拡がり感をコントロールするパラメーター

です。

値を大きくするほど広い空間（部屋）になり、値を

小さくするほど狭い空間になります。音が反射を

繰り返すとき、壁と壁の間が広い大きなホールほ

ど、反射音と反射音の時間的な間隔が長くなりま

す。このことから、反射音同士の時間間隔をコン

トロールすれば、拡がり感を変えることができる

ということになります。

1.0で実測値そのまま、2.0にすると、一辺の長さ

が倍の空間になります。

■
プレゼンス ルーム サイズ

P. ROOM SIZE （Presence Room Size）
機能 ： プレゼンス音場の拡がり感の調節。

可変範囲 ： 0.1～2.0

解説 ： プレゼンスの拡がり感をコントロールするパラ

メーターです。

値を大きくするほど、プレゼンス反射音同士の時

間間隔が長くなり、ソースに含まれる音楽や効果

成分に拡がり感が出てきます。

■
サラウンド ルーム サイズ

S. ROOM SIZE （Surround Room Size）
機能 ： サラウンド音場の拡がり感を調節。

可変範囲 ： 0.1～2.0

解説 ： サラウンド音場の拡がり感をコントロールするパ

ラメーターです。値を大きくするほど、サラウン

ドの音場空間が拡がります。

パラメーターガイド

■
リア センター ルーム サイズ

RC. ROOM SIZE （Rear Center Room Size）
機能 ： リアセンター音場の拡がり感を調節。

（6.1チャンネルデジタルサラウンド入力時のみ有
効）

可変範囲： 0.1～2.0
解説 ： リアセンター音場の拡がり感をコントロールする

パラメーターです。値を大きくするほど、リアセン
ターの音場空間が拡がります。

■
ライブネス

LIVENESS

機能 ： 響き具合の調節。

可変範囲 ： 0～10

解説 ： 初期反射音の減衰特性を決めるパラメーターで

す。値を大きくするほど、反響が多くライブな音

場になり、値を小さくするほど反響が少ないデッ

ドな音場になります。実際のホールでのライブ感

／デッド感は、反射面の吸音特性によって決定さ

れ、反射音の減衰が早ければデッドに、遅ければ

ライブに感じられます。

■
サラウンド ライブネス

S. LIVENESS （Surround Liveness）
機能 ： サラウンド音場の響き具合を調節。

可変範囲 ： 0～10

解説 ： サラウンド音場の減衰量をコントロールするパラ

メーターです。値を大きくするほど、サラウンド

音場の響きが強くなります。

■
リア センター ライブネス

RC. LIVENESS （Rear Center Liveness）
機能 ： リアセンター音場の響き具合を調節。

（6.1/ESデコーダーがオンのときのみ有効）
可変範囲： 0～10
解説 ： リアセンター音場の減衰量をコントロールするパ

ラメーターです。値を大きくするほど、リアセン
ター音場の響きがつよくなります。
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時間 

レ
ベ
ル�

REV TIME
REV.�
DELAY

(dB)

60dB

残響音�

ソースの原音�

(t)

時間�

レ
ベ
ル�

ソースの原音�

REV LEVEL

パラメーターガイド

時間�時間�

後部�
残響音�

レ
ベ
ル�

ソースの原音�

初期反射音�

60 dB

音源� 残響音短い� 残響音長い�

REV. TIME

後部�
残響音�

レ
ベ
ル�

60 dB

REV. TIME

時間�
後部残響音�

レ
ベ
ル�

60 dB

REV. TIME

小 1.0 s 大 5.0 s

■
リバーブレイション タイム

REV. TIME （Reverberation Time）

機能 ： 余韻の長さを調節。

可変範囲 ： 1.0s～5.0s

解説 ： 後部残響音が減衰していく時間をコントロールす

るパラメーターです。

約1kHzの残響音が60dB減衰するのにかかる時間を

基準にしています。値を小さくするほど、残響音が早

く減衰します。

REV. TIMEを調節することにより、デッド気味の

ソースやリスニングルームに少し長めの残響時間

を設定したり、逆にライブ気味のソースやリスニ

ングルームには、短い残響時間を設定して自然な

残響音となるようにコントロールすることができ

ます。

■
リバーブレイション ディレイ

REV. DELAY （Reverberation Delay）

機能 ： 残響音の遅延時間を調節。

可変範囲 ： 0ms～250ms

解説 ： 残響音が発生し始めるまでの時間です。値を大き

くするほど、残響音が最初の初期反射音より遅れ

て発生するようになります。

同じREV. TIMEでも、REV. DELAYを長くしてい

くと大きな空間の残響感になります。

■
リバーブレイション レベル

REV. LEVEL （Reverberation Level）

機能 ： 余韻の強さを調節。

可変範囲 ： 0％～100％

解説 ： 後部残響音のレベルをコントロールするパラメー

ターです。

値を大きくするほど後部残響音のレベルが大きく

なり、余韻が強く感じられます。値を小さくする

ほど後部残響音のレベルが小さくなり、余韻が弱

く感じられます。

■ CT./LS./RS./RC./FL./FR. DELAY
センター レフト サラウンド ライト サラウンド

(Center/Left Surround/Right Surround/
フロント レフト フロント ライト ディレイ

Front Left/Front Right Delay)
機能 ： 8ch Stereo音場でのメインを除いた各エフェクト

チャンネルの遅延時間を調節。
可変範囲： 0～50ms
解説 ： メインL/Rの音が出てから各エフェクトスピーカー

の音が出るまでの遅延時間を調節します。
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7. ENTERTAIMENT
Disco

INIT. DLY
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

Game
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
S. ROOM SIZE

8ch Stereo
CT. DELAY
LS. DELAY
RS. DELAY
RC. DELAY
FL. DELAY
FR. DELAY

8. CONCERT VIDEO
Pop/Rock

P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE

Classical/Opera
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE

1. CONCERT HALL 1
Europe Hall A

INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

Europe Hall B
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

2. CONCERT HALL 2
U. S. A. Hall C

INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

Live Concert
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

3. CHURCH
Freiburg

INIT. DLY
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

Royaumont
INIT. DLY
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

4. JAZZ CLUB
Village Gate

INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

The Bottom Line
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

5. ROCK CONCERT
Roxy Theatre

INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

Arena
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

6. STADIUM
Anaheim

INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

Bowl
INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY

パラメーター一覧表

パラメーター名 変更値1 変更値2 パラメーター名 変更値1 変更値2 パラメーター名 変更値1 変更値2

● パラメーターを変更したときには、変更値を一覧表に記入しておいてください。

操作ミスで大事なパラメーターをイニシャライズしたときや、記憶した内容が消えたとき（2週間以上、本機の電源コードをコン

セントから抜いたとき）に便利です。
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9. TV THEATER
Mono Movie

INIT. DLY
ROOM SIZE
LIVENESS
◇S. DELAY
REV. TIME
REV. DELAY
REV. LEVEL

Variety/Sports
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE

10. MOVIE THEATER 1
70mm（DGTL/DTS/6.1/ES）Spectacle
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE
70mm（DGTL/DTS/6.1/ES）Sci-Fi
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE

11. MOVIE THEATER 2
70mm（DGTL/DTS/6.1/ES）Adventure
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE
70mm（DGTL/DTS/6.1/ES）General
P. INIT. DLY
P. ROOM SIZE
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
S. ROOM SIZE
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE

パラメーター名 変更値1 変更値2

パラメーター一覧表

パラメーター名 変更値1 変更値2 ※ ◇印のパラメーターは、ドルビーデジ
タルおよびDTS入力時のみ有効、◆印
のパラメーターは6.1/ESデコーダー
動作時のみ有効で、ステレオ入力時は
設定できません。

※ No.7～No.12までの音場プログラム
では、以下の場合ごとにパラメーター
「S. DELAY」を個別に設定できます
（Disco、8ch Stereo、Mono Movie
を除く）。
- ステレオ再生のとき
- ドルビーデジタル再生のとき
- DTS再生のとき

※ No. 8～No.11までの音場プログラム
では、以下の場合ごとにパラメーター
「S. INIT DLY」を個別に設定できます
（Mono Movieを除く）。
- 6.1/ESデコーダーがONのとき
- 6.1/ESデコーダーがOFFのとき

※ No. 12のEnhancedでは、以下の場合
ごとにパラメーター「S. ROOM
SIZE」と「S. LIVENESS」を個別に設
定できます。
- ステレオ再生のとき
- 6.1/ESデコーダーがONのとき
- 6.1/ESデコーダーがOFFのとき

※ ヘッドホンを接続している場合と、接
続していない場合で、個別にパラメー
ターを設定できます。

12. PRO LOGIC（DOLBY DIGITAL/
DTS DIGITAL SUR）

Normal(Matrix 6.1/ES)
S. DELAY

Enhanced(6.1/ES)
S. DELAY
◇S. INIT. DLY
S. ROOM SIZE
S. LIVENESS
◆RC. INIT. DLY
◆RC. ROOM SIZE
◆RC. LIVENESS
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故障かな？と思ったら

ご使用中に本機が正常に動作しなくなった場合は、下記の点をご確認ください。下記以外で異常が認められた場合や、対処しても正常に
動作しない場合は、本機の電源を切り、電源プラグをコンセントから抜いて、お買上店、または最寄りのヤマハ電気音響製品サービス拠点
にお問い合わせ、サービスをご依頼ください。

● 本機使用中に、強い外来ノイズ（落雷・過大な静電気など）を受けた場合や誤った操作をした場合などは、本機が正常に動作しないこ
とがあります。このような場合は、電源を切った後に電源コードを抜き、約30秒後に再び接続して操作してください。

現象 原因 解決方法

電源プラグをコンセントにしっかり差し込みま
す。

LEVELキーを押してフロント・エフェクトの音
量調節モードを選び、カーソルキーの“＋”を押
してレベルを上げます。再度、テストトーンで
のスピーカーレベル調節をおすすめします。

STANDBY/ONスイッチを押し
ても電源が入らない。

ボリュームが絞られている。 VOLUMEコントロール、またはリモコンの
VOLUMEキーで音量を上げます。

接続が不完全。 接続を確認してください。

ヘッドホンが接続されている。 ヘッドホンのプラグを抜いてください。

音または映像が出ない。

接続を確認してください。接続が不完全。
片側チャンネルの音が出ない、
または小さな音しか出ない。 セットメニューの「3 L/R BALANCE」でバラン

スを調節してください。
バランスが反対側のチャンネルに偏ってい
る。

ハム音が出る。 ピンプラグコードの接続が不完全。 ピンプラグをしっかり差し込みます。

EFFECT OFFになっている。 EFFECTを押して、EFFECT ONにします。
エフェクト音が出ない。

フロントエフェクトスピーカー
から音が出ない。

フロントレベルが絞られている。

電源プラグの接続が不完全。

MUTEがONになっている。 リモコンのMUTEキーを押してMUTE OFFに
します。VOLUMEコントロールまたはリモコン
のVOLUMEキーを操作してもミュートは解除
されます。

接続機器の設定が適切でない。 接続機器の取扱説明書をご覧になり、設定を変
更してください。

スピーカーの接続を確認してください。電源を入れてもすぐに切れてしま
う。

スピーカーコードがショートした状態で電
源を入れると保護回路により電源が切れる
ことがある。

入力ソースが正しく選ばれていない。 インプットセレクターで正しく選んでください。

入力モードを“DTS”固定にしたままDTS以
外のソフトを再生している。

入力モードを正しく選んでください。

本機では再生できないCD-ROMなどのデジ
タル信号を入力している。

本機で再生できるソースを入力してください。

音量を上げても音が小さい、また
は出ない。

MD/TAPE OUT、CD-R OUT、VCR1
OUTまたはVCR2/DVRに接続されている
機器の電源が切られている。

電源を入れてください。

映像が出ない。 映像の出力側と入力側を異なった種類のビ
デオ端子で接続している。

入力側／出力側ともに、同じ種類の端子（コンポ
ジット、Sビデオまたはコンポーネントどうし）で
接続してください。

突然音が消えた。 スリープタイマーが働いて電源が切れてい
る。

SYSTEM POWERキーで電源を入れてくださ
い。

ドルビーサラウンドまたはDTSに対応して
いないソフトをドルビーサラウンドまたは
DTS音場で再生している。

他の音場プログラムを選んでください。

オンスクリーン表示が出ない。 “DISPLAY OFF”になっている。 フル表示またはショート表示にしてください。
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現象 原因 解決方法

故障かな？と思ったら

セットメニューで、センタースピーカーとメイン
スピーカーが同じ音色になるように、センターグ
ラフィックイコライザーをセットします。

他の音場プログラムを選択して再生してくださ
い。

音場プログラムNo.12でモノラルソースを
再生している。

センターチャンネル用イコライザーの設定
が適切でない。

センタースピーカーの音が極端に
不自然。

LEVELキーを押してリア・エフェクトの音量調
節モードを選び、カーソルキーの“＋”を押して
レベルを上げます。再度、テストトーンでのス
ピーカーレベル調節をおすすめします。

リアレベルが絞られている。
リアスピーカーから音が出ない。

通常のPCM CDやLDを再生する
と音が出ない。

入力モードが適切でない。

DTSソースを再生すると“ザーッ”
というノイズが出る。

入力モードが“ANALOG”になっている。

入力モードを“AUTO”にして再生してください。

必ずデジタル接続を行い、入力モードを
“AUTO”、“DGTL”または“DTS”固定にして再生
してください。

リアセンターからテストトーン
が出ない。 セットメニューのスピーカーモードの設定でリア

センタースピーカーモードを正しくセットします。
リアセンタースピーカーモードが“NONE”
になっている。

セットメニューのスピーカーモードの設定でリ
アL/Rスピーカーモードを正しくセットします。

リアL/Rスピーカーモードが“NONE”に
なっている。

リアL/Rスピーカーモードが“NONE”になって
いると、自動的にリアセンタースピーカーモード
も“NONE”に設定されます。セットメニューでリ
アL/Rスピーカーモードを正しくセットします。

リアL/Rスピーカーモードが“NONE”に
なっている。

センタースピーカーモードが“NONE”に
なっている。

センターレベルが絞られている。

セットメニューのスピーカーモードの設定でセン
タースピーカーモードを正しくセットします。

LEVELキーを押してセンターの音量調節モード
を選び、カーソルキーの“＋”を押してレベルを
上げます。再度、テストトーンでのスピーカー
レベル調節をおすすめします。

センタースピーカーの音が出ない。

音場プログラムNo.1～6または7のDisco
を選んでいる。

これらの音場プログラムでは、センターの音は
出ません。（ドルビーデジタル／DTS信号入力
時を除く）

サブウーファーから音が出ない。

LFE/BASS OUTを“MAIN”に設定した状態
でドルビーデジタルやDTSソースを再生し
ている。

セットメニューのLFE/BASS OUTで、“SWFR”
または“BOTH”を選びます。

フロントエフェクトスピーカーか
ら音が出ない。

音場プログラムNo.12のPRO LOGIC/
Normal、DOLBY DIGITAL/Normalまた
はDTS DIGITAL SUR./Normalが選ばれて
いる。

他の音場プログラムを選びます。

フロントエフェクトスピーカーモードが
“NONE”になっている。

“YES”に設定します。

センターチャンネル信号が録音されていな
いドルビーデジタルやDTSソースを再生し
ている。

ソフトのジャケットなどの記載事項を確認してく
ださい。

LFE/BASS OUTを“SWFR”または“MAIN”
に設定した状態で2チャンネルソースを再生
している。

セットメニューのLFE/BASS OUTで、“BOTH”
を選びます。

低音が弱い。

サブウーファーを接続していないのにLFE/
BASS OUTを“SWFR”または“BOTH”に設
定している。

セットメニューのLFE/BASS OUTで、“MAIN”
を選びます。

メイン、センターまたはリアスピーカー
モードがお客様のスピーカーシステムに合
わせて設定されていない。

セットメニューのスピーカーモードの設定をス
ピーカーの性能と有無に合わせて正しくセットし
ます。
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現象 原因 解決方法

サラウンド効果が付加された音が
録音できない。

本機のDIGITAL OUTPUTおよびアナログOUT（REC）端子に接続した録音機器で、サラウン
ド効果を付加した音を録音することはできません。

本機を使用していると、チュー
ナーやテレビから雑音が出る。

本機とチューナーやテレビの設置場所が近
すぎる。

本機はデジタル信号を扱います。電波を扱う機
器と離して設置してください。

本機に接続している機器にヘッド
ホンを接続して聴いていると、音
が歪む。

本機の電源が切れている。 必ず本機の電源を入れてお楽しみください。

乾電池を3本とも交換します。乾電池が消耗している。

本体のリモコン受光窓から7m以内、角度30°
以内の範囲で操作してください。

リモコン操作範囲から外れている。

受光部に日光や照明（インバーター蛍光灯・
ストロボライトなど）が当たっている。

照明、または本体の向きを変えてください。
リモコンで操作できない。

ヤマハDVDがリモコンで操作で
きない。

リモコンにプリセットされている信号と
DVDプレーヤーが適合しない。

DVDコ－ド名“Yama2”をセットアップしてく
ださい。

ヤマハMDがリモコンで操作でき
ない。

リモコンにプリセットされている信号とMD
が適合しない。

MDコ－ド名“Yama2”をセットアップしてくだ
さい。

ビクターのテレビやビデオデッキ
がリモコンで操作できない。

メ－カコ－ド名“JVC”をセットアップしてください。

故障かな？と思ったら

メモリーバックアップについて
本機の電源を切っても、パラメーター、セットメニュー、レベル
などの設定内容はメモリー（記憶）されています。
本機では、メモリー内容を保持するために、特殊なコンデンサー
を内蔵してバックアップしています。約2週間は電源コードを
コンセントから外しても、メモリー内容はそのまま記憶されて
います。ただし2週間を過ぎると、コンデンサーが放電し、メモ
リー内容が消去されることがあります。このような場合は再度、
設定を行ってください。

メモ
● 電源コードをコンセントに接続し、電源が供給されている場合は、
電源を切ってもメモリー内容は常にバックアップされています。

DTS対応LDまたはCDの再生中
に音が出なくなる。

プレーヤー側でディスクの種類を誤認識し
ている。

DTSデコードに支障はありませんが、プレー
ヤーの電源をいったん切り、再度電源を入れて
ください。

DTS対応DVDが再生できない、ま
たはサンプリング周波数96kHz
のDVDが再生できない。

これらの信号を再生する際、DVDプレーヤー
によっては設定変更が必要なものがある。

DVDプレーヤーの取扱説明書をご覧になり、適
切に設定してください。

電池入れの中にあるRESETキーを押してくだ
さい。

リモコン内蔵のマイクロコンピューターの
エラー。
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■オーディオ部

定格出力 100W＋100W メインL/Rアンプ 6Ω、20Hz～20kHz、

100W センターアンプ 0.02%THD

100W＋100W リアL/Rアンプ

100W リアセンターアンプ

25W＋25W フロントL/Rアンプ 6Ω、1kHz、

0.05%THD

実用最大出力 140W＋140W メインL/Rアンプ 6Ω、EIAJ、1kHz、

140W センターアンプ 10%THD

140W＋140W リアL/Rアンプ

140W リアセンター

40W＋40W フロントL/Rアンプ

ダンピングファクター 200以上 20Hz～20kHz、L/R、8Ω

パワーバンド幅 10Hz～50kHz 50W/8Ω、0.08%THD

（ステレオ動作時）

入力感度（アナログ） 2.5mV/47kΩ PHONO  MM

1kHz、100W/8Ω換算 150mV/47kΩ CD他

1V/47kΩ MAIN IN

出力電圧（アナログ） 150mV/1kΩ REC OUT

1V/1.2kΩ PRE OUT

4.0V/1.2kΩ SUBWOOFER

最大出力 1.5V以上 20Hz～20kHz、1%THD、PRE OUT、MAIN L/R

ヘッドホン出力/ 150mV/100Ω CD他40mV、R/L：8Ω

インピーダンス

周波数特性 10Hz～100kHz、－3dB

全高調波歪率 CD他からMAIN OUT（1V） 0.005%以下

20Hz～20kHz CD他からSP OUT（50W/8Ω） 0.015%以下

S/N 100dB CD（250mV、入力ショート、
メインL/R、EFFECT OFF）

86dB PHONO（5mV、入力ショート、
メインL/R、EFFECT OFF）

残留ノイズ 150μV以下 MAIN L/R、SP OUT

チャンネルセパレーション 60dB/45dB 1kHz/10kHz、CD他

トーンコントロール TREBLE ±10dB/20kHz（メインL、R連動）

3.5kHz（ターンオーバー周波数）

BASS ±10dB/50Hz（メインL、R連動）

350Hz（ターンオーバー周波数）

バスエクステンション ＋6dB、60Hz（メインL、R）

センター 中心周波数 100Hz/300Hz/1kHz/3kHz/10kHz

イコライザー GAIN ±6dB

Q 0.7

A/Dコンバータ 64倍オーバーサンプリング

デルタシグマ方式24ビットA/Dコンバーター

D/Aコンバータ 8倍オーバーサンプリングマルチビット方式

24ビットD/A コンバーター（メインL/R、センター）

128倍オーバーサンプリングデジタルシグマ方式

24ビットD/Aコンバーター

参考仕様

■ビデオ部

ビデオ信号方式 NTSC

コンポジットビデオレベル 1.0Vp-p/75Ω

Sビデオレベル Y=1.0Vp-p/75Ω

C=0.286Vp-p/75Ω

コンポーネントビデオレベル Y=1.0Vp-p/75Ω

PB/CB=0.7Vp-p/75Ω

PR/CR=0.7Vp-p/75Ω

S/N 50dB

周波数特性 5Hz～10MHz、－3dB コンポジット、Sビデオ

（モニターアウト） DC～30MHz、－3dB コンポーネントビデオ

■総合

電源電圧 AC100V, 50/60Hz

消費電力 360W

待機電力：1.2W

ACアウトレット SWITCHED×3 TOTAL 100W max

寸法（W×H×D） 449×191×468mm

（ボリュームノブおよび、スピーカーターミナルを

含みます）

重量 22.0kg

付属品 リモコン、リモコン操作チャート、

単3アルカリ電池（3本）、電源コード、

サイドパネル用シール

※仕様、および外観は、改良のため予告なく変更することがあります。

本機は「高調波ガイドライン」適合品です。

＊「高調波ガイドライン」適合品とは、通産省・資源エネルギー庁の定めた「家電・汎

用品高調波抑制対策ガイドライン」に基づき、商用電力系統の高調波環境目標レベ

ルを考慮して設計・製造した製品です。

本機は、電気用品取締法に定める技術基準に適合しています。

● 本機は音楽や映画などを再生する目的で設計されております。従って信号発生器やテストディスクの信号またはパソコン用の
CD-ROMなどを再生しますと、本機の故障の原因となるばかりではなく、スピーカをいためる原因となることがあります。

● デジタルオーディオインターフェース規格は民生用と業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオーディオインターフェー
スに接続する目的で設計されています。業務用のデジタルオーディオインターフェース機器との接続は、本機の故障の原因となるば
かりでなくスピーカをいためる原因となることがあります。

（IHF-Aネットワーク）
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参考仕様

●デジタルIN、光デジタルIN/OUT、コンポーネントIN端子は、I/O アサイン機能により使用機器に応じて端子の割り当てを変更するこ
とができます。

■入力／出力端子一覧表

アナログ デジタル 映像
同軸 OPTICAL（光） コンポジット Sビデオ コンポーネント

IN OUT
IN OUT IN OUT IN OUT IN OUT IN OUT

PHONO（MM） ○
CD ○ ○ ○
TUNER ○
CD-R ○ ○ ○ ○
MD/TAPE ○ ○ ○
DVD ○ ○ ○ ○ ○
LD ○RF(AC3)/COAXIAL
D-TV/LD ○ ○ ○ ○ ○
CABLE ○ ○ ○ ○
SAT ○ ○ ○ ○
VCR1、VCR2/DVR ○ ○ ○ ○ ○ ○
VIDEO AUX（フロント） ○ ○ ○ ○
6CH INPUT ○
MAIN ○ ○
CENTER ○
REAR CENTER ○
FRONT ○
REAR (SURROUND) ○
SUBWOOFER ○（MONO）
ヘッドホン ○
ビデオモニター ○ ○ ○
スピーカー出力 メインA/B、センター、フロント、リア、リアセンター

■録音／録画ソース一覧表

オーディオ オーディオ／ビデオ（コンポーネント信号を除く）

● アナログ系

再生中のソースの録音／録画 再生中以外のソースの録音／録画
REC OUTセレクター 録音／録画（BGV可） REC OUTセレクター 録音／録画
SOURCE ●選択
PHONO ● PHONO ●
CD ● CD ●
TUNER ● TUNER ●
CD-R ●*  CD-R CD-R ●*  CD-R
MD/TAPE ●*  MD/TAPE MD/TAPE ●*  MD/TAPE
DVD ● DVD ●
D-TV/LD ● D-TV/LD ●
CABLE ● CABLE ●
SAT ● SAT ●
VCR1 ●*  VCR1 VCR1 ●*  VCR1
VCR2/DVR ●*  VCR2/DVR VCR2/DVR ●*  VCR2/DVR
VIDEO AUX（フロント） ● VIDEO AUX（フロント） ●

* IN/OUT両端子で接続されている機器からの入力信号は、その機器へは出力されません。

● デジタル系

再生中のソースの録音 再生中以外のソースの録音
REC OUTセレクター 録音 REC OUTセレクター 録音
SOURCE ●選択
PHONO PHONO
CD（光／同軸） ● CD（光／同軸） ●
TUNER TUNER
CD-R（光のみ） ●*2  CD-R CD-R（光のみ） ●*2  CD-R
MD/TAPE  MD/TAPE MD/TAPE  MD/TAPE
DVD（光のみ） ● DVD（光のみ） ●
D-TV/LD（光のみ）*1 ● D-TV/LD（光のみ）*1 ●
CABLE（同軸のみ） ● CABLE（同軸のみ） ●
SAT（光のみ） ● SAT（光のみ） ●
VCR1 VCR1
VCR2/DVR VCR2/DVR
VIDEO AUX ● VIDEO AUX ●

*1 LDのRF（AC-3）信号はREC OUT出力されません。
*2 IN/OUT両端子で接続されている機器からの入力信号は、その機器へは出力されません。
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V : VIDEO    S :S-VIDEOV / S ともに映像入力がない場合�

● Sの映像入力があり、Sモニターの出力が接続されていない場合も同様です。�

● Sモニターの出力は、Sコネクターの本体への接続を検出しています。ケーブルの先にモニターが接続されていなくても同様になります。�

V の映像入力があり、S の映像入力がない場合�

V / S ともに映像入力がある場合�

V 映像入力�

S 映像入力�

V 映像入力�

V 映像入力�

S 映像入力�

S 映像入力�

×�

×�

×� ×�

オンスクリーン�
V 映像モニター出力�

S 映像モニター出力�

V 映像モニター出力�

S 映像モニター出力�

V 映像モニター出力�

S 映像モニター出力�

オンスクリーン�

オンスクリーン�

オンスクリーン信号経路図

ご注意
● S-VIDEO端子とピンジャックのVIDEO端子間の信号経由は独立しているため、ピンジャックから入った信号はピンジャックに出力され、S-
VIDEO端子から入った信号はS-VIDEO端子に出力されます。（REC OUTも同様です。）また、Y／C分離、Y／Cミックスはできません。

● COMPONENT VIDEOのMONITOR OUT端子につないだモニターには、オンスクリ－ン信号は出力されません。

音楽を楽しむエチケット
楽しい音楽も時と場所によっては大変気になるものです。隣近所への配慮を充分にしましょう。

静かな夜間には小さな音でもよく通り、特に低音は床や壁などを伝わりやすく、思わぬところに

迷惑をかけてしまいます。適当な音量を心がけ、窓を閉めたり、ヘッドホンをご使用になるのも

一つの方法です。音楽はみんなで楽しむもの、お互いに心を配り快適な生活環境を守りましょう。
「音のエチケット」�

これは日本電子機械工業会
「音のエチケット」キャンペー
ンのシンボルマークです。
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■ ドルビーサラウンド
ドルビーサラウンドは、ダイナミックで臨場感豊かな音響効果の
ために、左右2つのメインチャンネル（ステレオ音声）、会話などを
再生するセンターチャンネル（モノラル音声）、効果音のリアチャン
ネル（モノラル音声）の、アナログ4チャンネル記録方式を採用して
います。リアチャンネルの再生域は狭くなっています。
この方式は現在、ほとんどのビデオテープ、LDの他、テレビ、ケーブ
ル放送などにも広く普及しています。本機内蔵のドルビープロロ
ジックデコーダーが、各チャンネルの音量を自動的に調整して安
定させ、音の移動感や方向性を強調して、より正確なデジタル処理
を行います。

■ ドルビーデジタル
ドルビーデジタルは、完全に独立したマルチチャンネル音声をお
届けするデジタルサラウンドシステムです。フロントの3チャンネ
ル（レフト、センター、ライト）と、リアのステレオ2チャンネルがあ
り、それぞれフル帯域の音声成分を持っています。さらにLFE
（Low Frequency Effect）と呼ばれる、他のチャンネルとは別に
設けられた低音域専用のチャンネルを加え、合計5.1チャンネルと
なります（LFEは0.1とカウントされる）。
ドルビーサラウンドと比較するとリアがステレオ2チャンネルで
収録されているため、音の移動感や周囲の環境音がより明確に感
じられます。また、フル帯域の5チャンネルの幅広いダイナミック
レンジ（最大音から最小音までの幅）と、正確な音の定位が、かつて
ないような迫力とリアリズムを再現します。
ドルビーデジタルでは、モノラルから最高5.1チャンネルのなかで
自由に選択し、お楽しみいただけます。

■ DTS（デジタル・シアター・システムズ）
デジタルサラウンド

DTSデジタルサラウンドは、アナログの映画音声に取って代わる
6チャンネル方式のデジタルサウンドトラックとして開発された
最新技術で、世界中の映画館に急速に普及しています。その厚みの
ある音と自然な空間表現を家庭でも楽しめるように、DTSテクノ
ロジー社が家庭用システムを開発しました。極めて劣化の少ない
クリアな音質の6チャンネル（技術的にはレフト、ライト、セン
ター、2つのリアチャンネルに、サブウーファー用LFE 0.1チャン
ネルを加えた5.1チャンネル）で、5.1スピーカーシステムに対応
します。

■ LFE 0.1チャンネル
音声成分の帯域が20～120Hzの低音域専用チャンネルです。ド
ルビーデジタルおよびDTSにおいて、フル帯域の5チャンネルに
対し、効果的な場面で低音を増強するために録音されるので、0.1
とカウントされます。

■ 6.1チャンネルデジタルサラウンド
今までの5.1チャンネル構成に「リアセンターチャンネル」を加え
た6.1チャンネル方式が6.1チャンネルデジタルサラウンドです。
リアセンターチャンネルは5.1チャンネルのリアステレオチャン
ネルにマトリクス方式でエンコードされており、専用のマトリク
スデコーダーでリアセンターチャンネルがデコードされます。前
方後方間の音の移動感が改善され、また前後の奥行感も改善され
ます。

■ シネマDSP CINEMA DSP
ドルビーサラウンド、DTSのシステムは、もともと映画館用にデザ
インされているため、スピーカーの数が多く、音響効果を考慮して
設計された映画館で、その効果を最大限に発揮します。ご家庭では、
当然ながらお部屋の広さ、壁の材質、スピーカーの数などの条件が
違うため、視聴感に差がでてしまいます。そこでヤマハシネマDSP
は、豊富な実測データに基づく独自の音場技術を自在に応用し、ド
ルビープロロジック、ドルビーデジタル、DTSのシステムと組み合
わせて、音のスケールや奥行き、音量感をおぎない、ご家庭のリスニ
ングルームで映画館のような視聴体験を可能にします。
ヤマハ｢シネマDSP｣ロゴは、ヤマハDSPテクノロジーと、ドル
ビーサラウンド、DTSの融合により創り出されたプログラムを表
します。

■ サイレントシアター
高精度なHRTF（頭部伝達関数）を用いた両耳間クロストーク処理
により、自然で立体感あふれる音場効果のヘッドホンDSPアルゴ
リズムを開発搭載しました。
音場ごとにヘッドホン用のパラメーターが設定され、自然で立体
感あふれる全音場プログラムをヘッドホンでも楽しめます。

■ バーチャルDSP
リアスピーカーなしでも仮想的リアスピーカーでDSPの音場サラ
ウンド効果を楽しめるバーチャルDSPアルゴリズムを開発搭載し
ました。
また、センタースピーカーやフロントエフェクトスピーカーを設
置できない場合でも、最低限メインL/Rの2スピーカーシステムで
バーチャルDSPをお楽しみいただけます。

■ Sビデオ信号
Sビデオ信号は、通常ならピンケーブルで伝送される映像信号を、
専用のSビデオケーブルを使って、輝度を表すY信号と色を表すC
信号に分けて伝送する方式です。S VIDEO端子で接続すると、より
美しい映像で録画／再生することができます。
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■ コンポーネントビデオ信号
映像信号を「輝度を表す信号：Y信号」と「色を表す信号：PB/CBお
よびPR/CR信号」の3系統に分けて伝送します。それぞれが独立し
ているため、色をより忠実に再現します。また、コンポーネント信号
は、色信号から輝度信号を引いているので色差信号とも呼ばれま
す。
コンポーネント信号を出力するには、コンポーネント入力のある
モニターが必要です。

■ リニアPCM（PCM）
アナログ音声信号を圧縮せず、そのままデジタル信号化して録音・
伝送する信号フォーマットです。CDやDVDオーディオの録音方
法が例として挙げられます。PCM方式では、非常に短く区切った
単位時間当たりの信号の大きさを数値に置き換える（サンプリン
グ）手法を使います。“PCM”は、パルス・コード・モジュレーション
の略で、アナログ信号をパルスの符号にして変調記録するという
意味です。

■ サンプリング周波数／量子化ビット数
アナログ音声信号をデジタル信号化する際、1秒間にサンプリング
（信号の大きさを数値に置き換えること）を行う回数をサンプリン
グ周波数といい、音の大きさを数値化するときのきめの細かさを
量子化ビット数といいます。
再生できる周波数帯はサンプリング周波数”で決まり、音量の差を
表すダイナミックレンジは“量子化ビット数”で決まります。原理的
には、サンプリング周波数が高いほど再生可能な音域が広がり、量
子化ビット数が大きいほど音の大きさの変化をきめ細かく再現で
きることになります。

■ I/Oアサイン
通常、端子名に表示されている通りに機器を接続しますが、本機に
は接続する機器に合わせて端子を割り当てる（アサインする）機能
があります。使用する機器と本機のコンポーネントビデオ入力端
子やデジタル入／出力端子の機器名が異なる場合は、使用する機
器に合わせて端子を割り当てることができます。また、使用する機
器によりデジタル入力端子が足りなくなった場合など、端子の割
り当てを変更することでより多くの機器を有効に接続することが
できます。
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ア
インプットセレクター ............................................................ 36
音場効果.......................................................................... 38、40

カ
外部デコーダー .............................................................. 23、36

サ
再生 ........................................................................................... 36
サイレントシアター ................................................................ 39
サブウーファー ........................................................................ 16
サンプリング周波数 ...................................................... 22、88
シネマDSP .................................................................... 42、87
照光機能.................................................................................... 46
ステレオ再生............................................................................ 39
スピーカー

出力レベル（TIME/LEVELキー使用）............................. 39
出力モード（セットメニュー設定）................................... 29
スピーカーのレベル調節（テストトーン使用）............... 33
設置 ..................................................................................... 15

スリープタイマー .................................................................... 75
接続

アンプ（外部）...................................................................... 25
オーディオ機器（MD/テープデッキ、CD-R、
CDプレーヤー、レコードプレーヤー、チューナー）... 18
外部デコーダー.................................................................. 23
スピーカー.......................................................................... 24
デジタル接続...................................................................... 22
電源コード.......................................................................... 27
ビデオ機器（DVDプレーヤー、LDプレーヤー、ビデオ
デッキ/DVR、デジタルTVチューナー、ケーブルTV
チューナー、衛星放送チューナー、モニター）............. 19

セットアップ.................................................................. 64、67
セットメニュー .............................................................. 29、56
センターディレイ .................................................................... 63

タ
待機状態....................................................................................... 8
ディスプレイ............................................................................... 8
ディレイタイム ........................................................................ 62
テストトーン............................................................................ 33
電源供給コンセント ................................................................ 27
トーンコントロール ................................................................... 9
ドルビーサラウンド ................................................................ 87
ドルビーデジタル .......................................................... 14、87
ドルビープロロジック ............................................................ 87

ナ
入力／出力端子一覧表 ............................................................ 85
入力名の変更.................................................................. 59、73
入力モ－ド................................................................................ 37

ハ
バーチャルDSP....................................................................... 38
バックグラウンドビデオ機能 ...................................... 39、54
バランス.................................................................................... 58
付属品 .......................................................................................... 2
ヘッドホンDSP....................................................................... 39
防塵キャップ............................................................................ 22

マ、ヤ
マクロ

キー ..................................................................................... 52
機能 ..................................................................................... 52
設定 ..................................................................................... 69

ミュート.................................................................................... 11
メーカーコード名 .................................................................... 67
メモリーバックアップ

本体 ..................................................................................... 83
リモコン ............................................................................. 69

ラ
ラーニング...................................................................... 64、66
ライブラリー.................................................................. 64、68
リモコン

使用範囲 ................................................................................ 2
電池 ........................................................................................ 2

録音／録画................................................................................ 54
録音／録画ソース一覧表 ........................................................ 85

A, B
ACアウトレット...................................................................... 27
AGAIN表示 .............................................................................. 70
BGV機能 .................................................................................. 39
BGV録画 .................................................................................. 54

C
CABLE面 ................................................................................. 51
CD面 ......................................................................................... 47
CD-R面 ..................................................................................... 48
CENTER GEQ........................................................................ 59
C：NG表示 .................................................................... 71、72
COMPONENT VIDEO端子 ................................................. 21
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D
DISPLAY SET ....................................................................... 63
DOLBY D. SET ..................................................................... 61

D-RANGE.......................................................................... 61
LFE LEVEL ....................................................................... 61

DSP音場プログラム..................................................... 38、40
CINEMA DSP音場 .......................................................... 42
Hi-Fi DSP音場 .................................................................. 41

DTSデジタルサラウンド ............................................. 14、87
DTS SET ................................................................................. 62

LFE LEVEL ....................................................................... 62
DVD面 ...................................................................................... 47

E, F, G, H, I, J, K
ENTERキー ............................................................................. 68
ERROR表示............................................................................. 66
FULL表示................................................................................. 66
HP TONE CTRL.................................................................... 58
INPUT MODE ........................................................................ 61
INPUT RENAME................................................................... 59
I/O ASSIGN ........................................................................... 59

L
LD面.......................................................................................... 49
LEVELキー .............................................................................. 39
LFE ................................................................................. 14、87
LOW FREQ. TEST ................................................................ 57
L/R BALANCE ...................................................................... 58

M, N, O
MCR?表示 ..................................................................... 69、71
MD面 ........................................................................................ 48
MEMORY GUARD ............................................................... 63
NG表示 ........................................................................... 66、70
OPTN面 ................................................................................... 51
PCM ......................................................................................... 88

P, Q, R
PARAM. INI ............................................................................ 61
PHONO端子............................................................................ 18
PHONO面................................................................................ 51
RF (AC3)/COAXIAL入力端子 ............................................ 22

S
S VIDEO端子 ................................................................ 20、87
SAT面....................................................................................... 51
SOURCE SELECT▽／△キー ............................................ 46
SP DELAY TIME .................................................................. 62
SPEAKER SET ..................................................................... 29

CENTER SP ..................................................................... 30
FRNT EFCT SP .............................................................. 32
LFE/BASS OUT ............................................................. 32
MAIN LEVEL .................................................................... 32
MAIN SP ........................................................................... 30
REAR CT SP ................................................................... 31
REAR L/R SP.................................................................. 31

T, U, V, W, X, Y, Z
TEST DOLBY SUR. ............................................................. 34
TEST DSP .............................................................................. 35
TUNER面................................................................................. 49
TV面.......................................................................................... 50
V-AUX面 .................................................................................. 51
VCR面 ...................................................................................... 50

6.1/ES AUTO ....................................................................... 62
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ヤマハホットラインサービスネットワーク...............
ヤマハホットラインサービスネットワークは、本機を末永く、安心してご愛用いただけるためのものです。
サービスのご依頼、お問い合わせは、お買上げ店、またはお近くのサービス拠点にご連絡ください。

●保証期間
お買い上げ日より1年間です。

●保証期間中の修理
保証書の記載内容に基づいて修理させていただきます。
詳しくは保証書をご覧ください。

●保証期間が過ぎているとき
修理によって製品の機能が維持できる場合にはご要望に
より有料にて修理いたします。

●修理料金の仕組み
◆ 技術料 故障した製品を正常に修復するための料金

です。
技術者の人件費、技術教育費、測定機器等
設備費、一般管理費等が含まれています。

◆ 部品代 修理に使用した部品代金です。その他修理
に付帯する部材等を含む場合もあります。

◆ 出張料 製品のある場所へ技術者を派遣する場合の
費用です。別途、駐車料金をいただく場合
があります。

●補修用性能部品の最低保有期間
補修用性能部品の最低保有期間は、製造打切り後8年
(テープデッキは6年)です。この期間は通商産業省の指
導によるものです。補修用性能部品とは、その製品の機
能を維持するために必要な部品です。

●持ち込み修理のお願い
故障の場合、お買い上げ店、または最寄りのヤマハ電気
音響製品サービス拠点へお持ちください。

●製品の状態は詳しく
サービスをご依頼なさるときは製品の状態をできるだけ
詳しくお知らせください。また製品の品番、製造番号な
どもあわせてお知らせください。
※品番、製造番号は本機背面に表示してあります。

●スピーカーの修理
スピーカーの修理可能範囲はスピーカーユニットなど振
動系と電気部品です。尚、修理はスピーカーユニット交
換となりますので、エージングの差による音色の違いが
出る場合があります。

●摩耗部品の交換について
本機には使用年月とともに性能が劣化する摩耗部品(下
記参照)が使用されています。摩耗部品の劣化の進行度
合は使用環境や使用時間等によって大きく異なります。
本機を末永く安定してご愛用いただくためには、定期的
に摩耗部品を交換されることをお薦めします。
摩耗部品の交換は必ずお買い上げ店、またはヤマハ電気
音響製品サービス拠点へご相談ください。

ヤマハ株式会社
〒430-8650 浜松市中沢町10-1

A V国内営業部 TEL (053) 460－3451
AV･IT品質保証部 TEL (053) 460－3405

住所および電話番号は変更になることがあります。

■ヤマハAV製品の修理、サービスパーツに関する
お問合せは

（ヤマハ電気音響製品サービス拠点）

北海道 〒064-8543 札幌市中央区南十条西1-1-50ヤマハセンター内
TEL (011) 512 - 6108

仙　台 〒984-0015 仙台市若林区卸町5-7 仙台卸商共同配送センター3F
TEL (022) 236 - 0249

首都圏 〒211-0025 川崎市中原区木月1184
TEL (044) 434 - 3100

浜　松 〒435-0016 浜松市和田町200 ヤマハ（株）和田工場内
TEL (053) 465 - 6711

名古屋 〒454-0058 名古屋市中川区玉川町2-1-2
ヤマハ（株）名古屋流通センター3F

TEL (052) 652 - 2230

大　阪 〒565-0803 吹田市新芦屋下1-16
ヤマハ（株）千里丘センター内

TEL (06) 6877 - 5262

広　島 〒731-0113 広島市安佐南区西原6-14-14
TEL (082) 874 - 3787

四　国 〒760-0029 高松市丸亀町8-7
（株）ヤマハミュージック神戸 高松店内

TEL (087) 822 - 3045

九　州 〒812-8508 福岡市博多区博多駅前2-11-4
TEL (092) 472 - 2134

★永年ご使用の本機の点検を！

こんな症状はありませんか？

● 電源コード・プラグが異常に熱い。
● コゲくさい臭いがする。
● 電源コードに深いキズか変形がある。
● 製品に触れるとピリピリと電気を感じる。
● 電源を入れても正常に作動しない。
● その他の異常・故障がある。

愛情点検

すぐに使用を中止してください。

事故防止のため電源プラグをコンセントから抜
き、必ず販売店に点検をご依頼ください。
なお、点検・修理に要する費用は販売店にご相談
ください。

※このページは、安全にご使用いただくためにAV製品全
般について記載しております。

■ヤマハAV製品の機能や取扱いに関するお問合せは

お客様ご相談センター
TEL (03) 5488－5500

ご相談受付時間　10:00～12:00，13:00～17:00
（土・日・祝日及び弊社が定めた日は休業とさせてい
ただきますのであらかじめご了承ください。）

摩耗部品の一例
ボリュームコントロール、スイッチ・リレー類、接続端子、ランプ、
ベルト、ピンチローラー、磁気ヘッド、光ヘッド、モーター類など

ヤマハホットラインサービスネットワーク
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DSP-AX2 リモコン操作チャート

ラーニングする
インプットセレクター、 A  またはSOURCE SELECT▽／△

キーでラーニングする機器面を選びます。

●オプション面を選ぶには、SOURCE SELECT▽キーで

“OPTN”を表示窓に表示させます。

LEARNボタンを押し、すぐに離します。

ラーニングする本リモコンのキーを押します。

相手方のリモコンのキーを押します。

LEARNボタンを押して終了します。

メーカーコード名をセットアップする
インプットセレクター、 A  またはSOURCE SELECT▽／△

キーでセットアップする機器面を選びます。

表示窓に“SETUP”と機器名が交互に表示されるまでLEARN

ボタンを押します。

ENTERカーソルキーの▽／△を押してメーカーコード名を

選びます。

●機器の種類（ライブラリー）を変更するには：ENTERカーソ

ルキーのq／wを押して機器の種類を変更し、ENTERカー

ソルキーの▽／△を押してメーカーコード名を選びます。

LEARNボタンを押して終了します。

マクロ設定する
MACROボタンを押します。

設定するマクロキーを押します。

各操作をラーニング（またはセットアップ）しておいたキー

を、1個ずつ押します。

MACROボタンを押して終了します。

詳しくは、取扱説明書をご覧ください。

● DVD、CD-R、MD、CD、TUNER面にはヤマハのリ
モコン対応機器の基本的な操作の信号が、 A  面に
はヤマハのリモコン対応LDプレーヤーの基本的な
操作の信号があらかじめプリセットされていますが、
これらとオプション面も含めて計14面にラーニン
グすることができます。メーカーコード名はオプショ
ン面を除く13面にセットアップできます。

V655130

本機を操作する
● 10KEY/DSPスイッチを“DSP”側にセットすると、グレーで示されているキーで本機を操作できます。

ラーニングする、メーカーコードをセットアップする、マクロ設定する

SET MENU

SOURCE

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PUSH

PARAMETER

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

DVD

インプットセレクター�
再生するソースを選択します。機器操作キーが
選ばれたソースの操作キーに切り換わります。�

MACROスイッチ�
マクロ機能を使うときは"ON" の位置にします。�
マクロ機能を使わないときは"OFF"の位置にし�
ます。�

STANDBYキー�
電源を切るときに押します。�

　 キー�
予備の機器操作面を選択するキーです。入力
ソースを選ぶことはできません。�
工場出荷時の状態では、このキーを押すと機器
操作キーでヤマハLDプレーヤーを操作できま
す。�

SYSTEM POWERキー�
本体の電源を入れるときに押します。�

表示窓�
入力や操作状態を表示します。�

SOURCE SELECT▽／△キー�
インプットセレクターで入力した機器とは別に
操作できる機器が選べます。�

10KEY/DSPスイッチ�
本機を操作するときは"DSP"の位置にします。
音場プログラムが選べます。�

LEVELキー�
出力レベルを調節するスピーカーを選び�
ます。�

ON SCREENキー�
押すたびにフル表示→ショート表示→表示オフ
が切り換わります。�

TESTキー�
テストトーンを出力します。�

SLEEPキー�
スリープタイマーを設定します。�

6CH INPUTキー�
6CH INPUT端子に接続した外部デコーダー
からのディスクリート信号を入力します。�

音場プログラムキー�
音場プログラムを選びます。�

VOLUMEキー�
＋キーを押すとスピーカーシステム全体の音量�
が大きくなり、－キーを押すと小さくなります。�

EFFECTキー�
音場効果をオン／オフします。�

PARAMETER/SET MENUスイッチ�
パラメーターモードとセットメニューモードを
切り換えます。�

パラメーター・�
セットメニューカーソルキー�
パラメーターやセットメニューの選択・設定
に使います。�

MUTEキー�
押すと音量が下がります（－∞dB）。�
もう一度押すと、もとの音量に戻ります。�

LIGHTボタン�
ボタンを押すと操作できるキーと表示窓が
10秒間点灯します。�

A

TRANSMIT RE-NAME CLEAR
MACRO

MACROLEARN OFF ON

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

ON SCREEN LEVEL

SLEEP TEST

PARAMETER

SET MENU

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

DVD

PUSH

LEARNボタン�

MACROボタン�

　 キー、�
インプット�
セレクター�

SOURCE�
SELECT�
▽／△キー�

マクロキー�

表示窓� ENTER�
カーソルキー�

A



機器個別の操作をする

DVDキー（DVD面）

*1 D-TV/LDまたはPHONO面にTVのメーカーコード名を
セットアップすると、これらのキーでテレビを操作でき
ます。（D-TV/LDとPHONO面の両方にTVのメーカー
コード名をセットアップした場合は、D-TV/LDにセット
アップした信号が出ます。）

*2 他社のDVDメーカーコード名をセットアップした場合は
操作できないことがあります。

CDキー（CD面）

*1 D-TV/LDまたはPHONO面にTVのメーカーコード名を
セットアップすると、これらのキーでテレビを操作でき
ます。（D-TV/LDとPHONO面の両方にTVのメーカー
コード名をセットアップした場合は、D-TV/LDにセット
アップした信号が出ます。）

*2 工場出荷時およびヤマハのCDコード“Yama1”をセット
アップすると、これらのキーは  （ポーズ／停止）
キーとして働きます。

*3 他社のCDメーカーコード名をセットアップした場合は操
作できないことがあります。

MD/TAPEキー（MD面）
ヤマハのMDコードがプリセットされていますが、テープデッ
キを操作する場合はTAPEのメーカーコード名をセットアッ
プしてください。

CD-Rキー（CD-R面）

*1 D-TV/LDまたはPHONO面にTVのメーカーコード名を
セットアップすると、これらのキーでテレビを操作でき
ます。（D-TV/LDとPHONO面の両方にTVのメーカー
コード名をセットアップした場合は、D-TV/LD面にセッ
トアップした信号が出ます。）

*2 工場出荷時およびヤマハのCD-Rコード“Yama1”をセッ
トアップすると、これらのキーは  （ポーズ／停止）
キーとして働きます。

*3 他社のCD-Rメーカーコード名をセットアップした場合は
操作できないことがあります。

*1 D-TV/LDまたはPHONO面にTVのメーカーコード名を
セットアップすると、これらのキーでテレビを操作でき
ます。（D-TV/LDとPHONO面の両方にTVのメーカー
コード名をセットアップした場合は、D-TV/LD面にセッ
トアップした信号が出ます。）

*2 他社のMDメーカーコード名をセットアップした場合は操
作できないことがあります。

TUNERキー（チューナー面）

*1 ヤマハのチューナーコード“Yama2”をセットアップする
と、これらのキーを操作できます。

*2 他社のTUNERメーカーコード名をセットアップする
と、メーカーコード名によってはFM/AM切り換えキー
になります。

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

A

LDのディスプレイ�
表示切り換え�

“10KEY”側に�
セットする�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�
�

チャプター／タイム�
表示�

TVの音量*1

CLEARキー�

サウンド�

チャプタースキップ�

再生�

ポーズ�

停止�

+10キー�
TVの入力切り換え*1

LDの電源オン／オフ�
（ラーニングまたは他社�
のメーカーコード名を�
セットアップした場合）�

Aキー（LD面）
LDプレーヤーを本機に接続せず、テレビなどに直接つないで
いる場合でも操作できます。A  キーにはインプットセレク
ターとしての機能はないので、このキーでLDを入力ソースに
選ぶことはできません。

*1 D-TV/LDまたはPHONO面にTVのメーカーコード名を
セットアップすると、これらのキーでテレビを操作でき
ます。（D-TV/LDとPHONO面の両方にTVのメーカー
コード名をセットアップした場合は、D-TV/LD面にセッ
トアップした信号が出ます。）

VCR1、VCR2/DVR
キー（ビデオデッキ面）

VCR1またはVCR2/DVR面にVCRのメーカーコード名を
セットアップした後で操作できます。

D-TV/LDキー（TV面）
D-TV/LD面にTVのメーカーコード名をセットアップした後
で操作できます。
● 本機に接続したLDプレーヤーを操作する場合は、LDの

メーカーコード名をセットアップしてください。このよ
うにTV以外のメーカーコード名をセットアップする場
合、TVのメーカーコード名はPHONO面にセットアップ
してください。

*1 RECキーは2回押すと操作信号が出力されます。
*2 D-TV/LDまたはPHONO面にTVのメーカーコード名を

セットアップすると、これらのキーでテレビを操作でき
ます。（D-TV/LDとPHONO面の両方にTVのメーカー
コード名をセットアップした場合は、D-TV/LD面にセッ
トアップした信号が出ます。）

*1 VCR1面にメーカーコード名をプリセットするとこれら
のキーでVCR1の操作ができます。
RECキーは2回押すと操作信号が出力されます。

CABLE、SATキー（ケーブルTV
チューナー、衛星放送チューナー面）

CABLE（ケーブルTVチューナー）およびSAT（衛星放送
チューナー）面にメーカーコード名をセットアップした後で操
作できます。

*1 VCR1面にメーカーコード名をプリセットするとこれら
のキーでVCR1の操作ができます。
RECキーは2回押すと操作信号が出力されます。

*2 D-TV/LDまたはPHONO面にTVのメーカーコード名を
セットアップすると、これらのキーでテレビを操作でき
ます。（D-TV/LDとPHONO面の両方にTVのメーカー
コード名をセットアップした場合は、D-TV/LD面にセッ
トアップした信号が出ます。）

PHONO、V-AUXキー、OPTN
（PHONO、V-AUX、OPTN面）
PHONO、V-AUX、OPTN面にメーカーコード名をセット
アップした後で操作できます。

*1 D-TV/LD面にTVのメーカーコード名をセットアップす
ると、これらのキーでテレビを操作できます。

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

DVD

タイトル�
�

DVDのディスプレイ�
表示切り換え�
�

“10KEY”側に�
セットする�

メニュー表示�

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�
�

タイトル／�
インデックス表示�

TVの音量*1

CLEARキー�

ディスクスキップ*2�

（DVDチェンジャー�
のみ）�

TVの入力切り換え*1

メニューカーソル／�
エンター�
サウンド�

チャプタースキップ�

再生�

ポーズ�

停止�

+10キー�

DVDの電源オン／オフ�
（ラーニングまたは�
他社のメーカー�
コード名をセット�
アップした場合）�
リターン�

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

CD

CDのディスプレイ�
表示切り換え�

TVの入力切り換え*1

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�

インデックス表示*3

TVの音量*1

CLEARキー*3

ディスクスキップ*3�
（CDチェンジャー�
のみ）�

トラックスキップ�

再生�

ポーズ*2

停止*2�
�

+10キー*3

CDの電源オン／オフ�
（ラーニングまたは�
他社のメーカーコード�
名をセットアップした�
場合）�
�
“10KEY”側に�
セットする�

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

CD-R

CD-Rのディスプレイ�
表示切り換え*3

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�

TVの音量*1

CLEARキー*3

トラックスキップ*3

再生�

ポーズ*2

停止*2�
�

+10キー*3

TVの入力切り換え*1

CD-Rの電源オン／オフ�
（ラーニングまたは�
他社のメーカー�
コード名をセット�
アップした場合）�
�

インデックス表示*3

“10KEY”側に�
セットする�

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

MD

ディスプレイ�
表示切り換え*2

TVのミュート*1

サーチ�

0～9数字キー�
�

TVの音量*1

トラックスキップ*2

再生�

ポーズ�

停止�

+10キー*2

TVの入力切り換え*1

電源オン／オフ�
（ラーニングまたは�
他社のメーカーコード�
名をセットアップした�
場合）�

録音�

“10KEY”側に�
セットする�

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

TUNER

プリセットグループ�
A/B/C/D/E切り換え*2

“10KEY”側に�
セットする�

プリセット番号�
P1～P8の選択*1

プリセット局選択�

チューナーの�
電源オン／オフ�
（ラーニングまたは他社�
のメーカーコード名を�
セットアップした場合）�

左からプリセット�
グループA、B、C、�
D、Eの選択*1

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

VCR 1

“10KEY”側に�
セットする�

巻戻し／早送り�

1～9チャンネル�
選択�

TV／ビデオ切り換え�

ビデオデッキの�
チャンネル選択�

再生�

ポーズ�

停止�

0キーまたは10キー�

ビデオデッキの�
電源オン／オフ�
�
録音*1�
�

TV入力切り換え*2

TV音量調節*2

TVのミュート*2

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

TV/LD

TV画面表示切り換え�

TV入力切り換え�

“10KEY”側に�
セットする�

TVのミュート�

VCR1の巻戻し／�
早送り*1

1～9チャンネル�
選択�

チャンネル決定�

TV音量調節�
�

TVのチャンネル�
選択�

VCR1の再生*1�
�VCR1のポーズ*1

VCR1の停止*1

0キーまたは10キー�
�

テレビの電源�
オン／オフ�
VCR1の録音*1

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

CABLEディスプレイ�
表示切り換え�

TV入力切り換え*2

“10KEY”側に�
セットする�

メニュー表示�

TVのミュート*2

VCR1の巻戻し／�
早送り*1

1～9チャンネル�
選択�

チャンネル決定�

TV音量調節*2

リコール�

チャンネル選択�

メニューカーソル／�
エンター�

VCR1の再生*1

VCR1のポーズ*1

VCR1の停止*1

0キー�

電源オン／オフ�

VCR1の録音*1

“CABLE”または�
“SAT”表示�

SYSTEM
POWER STANDBY V-AUX PHONO

D-TV/LD TUNER MD/TAPE CD-R CD

CABLE SAT VCR 1 VCR2/DVR DVD

6CH INPUT

TITLE

ENTER

MENU SOUNDDISPLAY

SOURCE

SELECT SEARCH CHAPTER

10KEY DSP HALL 1 HALL 2 CHURCH JAZZ CLUB

ROCK
CONCERT STADIUM

CONCERT
VIDEO

ENTER-
TAINMENT

POWER REC STOP PAUSE PLAY

6.1/ES
TV

THEATER
MOVIE

THEATER 2
MOVIE

THEATER 1
V/DTS
SUR.

0 +10 +100

TV-VOL

A / B / C / D / E PRESET

TV INPUT

TV MUTE

CH

DISC

MUTE

EFFECT

VOLUME

+–

CHP/INDEX

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

PHONO

“10KEY”側に�
セットする�

TV入力切り換え*1

TV音量調節*1

TVのミュート*1
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